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はじめに

『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』は、SPARC®と x86ベー
スシステムでの Sun™ Clusterデータサービスのインストールと構成について説明し
ます。

注 –このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルの説明を理解するためには、Solaris™オペレーティングシステムの知
識と、Sun Clusterとともに使用されるボリューム管理ソフトウェアの知識が必要で
す。

注 – Sun Clusterソフトウェアは、SPARCと x86の 2つのプラットフォーム上で稼動
します。このマニュアル内の情報は、章、節、注、箇条書き項目、図、表、または例
などで特に明記されていない限り両方に適用されます。
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UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に固有のコマ
ンドについて説明します。このマニュアルでは、基本的な UNIX®コマンドの包括的
な情報や手順 (システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成など)につい
ては説明しません。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順については、以
下を参照してください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。すべての Sun Clusterマニュアルは、http://docs.sun.comで参照
できます。
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トピック マニュアル

データサービス管理 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.x Hardware Administration Manual for Solaris OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドと関数の参照 『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterの完全なマニュアルリストについては、ご使用のリリースの Sun Cluster
のリリース情報 ( http://docs.sun.com) を参照してください。

関連する Sun以外のWebサイトの参照
このマニュアルで参照されている Sun以外の URLには、関連する情報が提供されて
います。

注 –このマニュアルには、サン以外の団体/個人のWebサイトに関する情報が含まれ
ています。サンは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれらのサ
イト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関して
一切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由して
利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って実際に発
生した (あるいは発生したと主張される)いかなる損害や損失についても、Sunは一切
の責任を負いません。
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Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

ヘルプ
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� システムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

サービスプロバイダのために、次のコマンドを使用して、システム上の各ノードに関
する情報を収集してください。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

SPARC:prtdiag
-v

システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。

13

http://docs.sun.com


14 Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版) • 2004年 9月, Revision A



第 1章

Sun Clusterデータサービスの計画

この章では、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成を計画するにあたって
のガイドラインを説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 16ページの「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」
� 18ページの「リソースグループとディスクデバイスグループの関係」
� 19ページの「HAStorageと HAStoragePlusの概要」
� 20ページの「考慮事項」
� 21ページの「ノードリストプロパティ」
� 22ページの「インストールと構成プロセスの概要」
� 24ページの「データサービスリソースを管理するためのツール」
� 113ページの「Sun Clusterデータベース用に障害モニターを調整する」

データサービス、リソースタイプ、リソース、およびリソースグループについての概
念的な情報については、『 Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』のマニュアルを参照し
てください。

Sun Clusterソフトウェアがサービスを提供できるのは、 Sun Cluster製品で提供され
るデータサービス、または、 Sun ClusterデータサービスAPI (Application
Programming Interface)で作成されたデータサービスだけです。

Sun Clusterデータサービスとして現在提供されていないアプリケーションについて
は、『 Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』を参照してください。
アプリケーション用の高可用性データサービスを開発する方法について説明されてい
ます。

注 – Sun Clusterソフトウェアは、sendmail(1M)サブシステム用のデータサービス
を提供しません。sendmailサブシステムを個々のクラスタノードで実行することは
認められていますが、sendmailの機能 (メールの配信、経路設定、待ち行列化、再
試行など)は HA対応ではありません。
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Sun Clusterデータサービス構成のガイ
ドライン
この節では、Sun Clusterデータサービスを構成するためのガイドラインを説明しま
す。

データサービス固有の要件の確認
Solarisと Sun Clusterのインストールを開始する前に、すべてのデータサービスの要
件を確認します。計画に不備があった場合、インストールエラーが発生し、Solarisや
Sun Clusterソフトウェアを完全にインストールし直す必要が生じる可能性もありま
す。

たとえば、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
の Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guardオプションには、ユー
ザーがクラスタ内で使用するホスト名に関する特殊な要件があります。Sun Cluster
HA for SAPにも特殊な要件があります。Sun Clusterソフトウェアをインストールし
た後にホスト名は変更できないため、このような必要条件は Sun Clusterソフト
ウェアをインストールする前に調整しておく必要があります。Sun Cluster Support
for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersおよび Sun Cluster HA for SAP
は、どちらも x86ベースのクラスタではサポートされていないので注意してくださ
い。

アプリケーションバイナリの格納先の決定
アプリケーションソフトウェアおよびアプリケーション構成ファイルは、次のいずれ
かの場所にインストールできます。

� 各クラスタノードのローカルディスク –ソフトウェアと構成ファイルを個々のクラ
スタノードに配置すると、次のようなメリットが得られます。あとでアプリケー
ションを更新する場合に、サービスを停止することなく実施できます。

ただし、ソフトウェアや構成ファイルの異なるコピーが存在するため、保守や管理
をするファイルが増えるという欠点があります。

� クラスタファイルシステム –アプリケーションバイナリをクラスタファイルシステ
ムに格納した場合、保守や管理をするコピーが 1つだけになります。しかし、アプ
リケーションソフトウェアをアップグレードするには、クラスタ全体でデータサー
ビスを停止する必要があります。アップグレード時に多少の時間停止できるようで
あれば、アプリケーションおよび構成ファイルの 1つのコピーをクラスタファイル
システムに格納することが可能です。

クラスタファイルシステムの作成方法については、『 Sun Clusterソフトウェアの
インストール (Solaris OS版)』の計画の章を参照してください。
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� HAローカルファイルシステム - HAStoragePlusを使用すると、ローカルファイ
ルシステムを Sun Cluster環境に統合して、ローカルファイルシステムの可用性を
高めることができます。HAStoragePlusは、Sun Clusterでローカルファイルシ
ステムのフェイルオーバーを行うための付加的なファイルシステム機能
(チェック、マウント、強制的なマウント解除など)も提供します。フェイルオー
バーを行うには、アフィニティスイッチオーバーが有効な広域ディスクグループ上
にローカルファイルシステムが存在していなければなりません。

HAStoragePlusリソースタイプを使用する方法については、各データサービス
ガイド、または 86ページの「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参
照してください。

nsswitch.confファイルの内容の確認
nsswitch.confファイルは、ネームサービスの検索用の構成ファイルです。この
ファイルは次の情報を指定します。

� ネームサービスの検索に使用する Solaris環境内のデータベース
� データベースの検索順序

一部のデータサービスについては、「group」検索の対象の先頭を「files」に変更
してください。具体的には、nsswitch.confファイル内の「group」行を変更し、
「files」エントリが最初にリストされるようにします。「group」行を変更するか
どうかを判断するには、構成するデータサービスに関するマニュアルを参照してくだ
さい。

Sun Cluster環境で nsswitch.confファイルを構成する方法の追加情報について
は、『 Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』の計画の章を参照し
てください。

クラスタファイルシステムの構成の計画
データサービスによっては、Sun Clusterの要件を満たす必要があります。特別な検討
事項が必要かどうかを判断するには、そのデータサービスに関するマニュアルを参照
してください。

クラスタファイルシステムの作成方法については、『 Sun Clusterソフトウェアのイン
ストール (Solaris OS版)』の計画の章を参照してください。

リソースタイプ HAStoragePlusを使用すると、フェイルオーバー用に構成された
Sun Cluster環境で HAローカルファイルシステムを使用できます。HAStoragePlus
リソースタイプの設定方法については、86ページの「高可用性ローカルファイルシ
ステムの有効化」を参照してください。
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リソースグループとディスクデバイスグ
ループの関係
Sun Clusterは、ディスクデバイスグループとリソースグループに関し、ノードリスト
という概念を持っています。ノードリストには、ディスクデバイスグループまたリ
ソースグループの潜在的マスターであるノードが順にリストされています。ダウンし
ていたノードがクラスタに再結合し、そのノードがノードリストで現在の稼働系より
前に設定されているときの挙動を決定するために、Sun Clusterは「フェイルバックポ
リシー」を使用します。フェイルバックが Trueに設定されていると、デバイスグ
ループまたはリソースグループが現在の稼働系から、再結合したノードに切り替えら
れ、このノードが新しい稼働系になります。

フェイルオーバーリソースグループの高可用性を保証するには、そのグループのノー
ドリストと関連するディスクデバイスグループのノードリストとを一致させます。ス
ケーラブルリソースグループの場合、そのリソースグループのノードリストは必ずし
もデバイスグループのノードリストと一致するとは限りません。これは、現段階で
は、デバイスグループのノードリストには 2つのノードしか含むことができないため
です。2ノードを超えるクラスタの場合は、スケーラブルリソースグループのノード
リストに、3ノード以上を含むことができます。

たとえば、ノード phys-schost-1と phys-schost-2が含まれるノードリストを
持つディスクデバイスグループ disk-group-1があり、フェイルバックポリシーが
Enabledに設定されているとします。さらに、アプリケーションデータの保持に
disk-group-1を使用する resource-group-1というフェイルオーバーリソース
グループも持っているとします。このような場合は、resource-group-1を設定す
るときに、リソースグループのノードリストに phys-schost-1と phys-schost-1
も指定し、フェイルバックポリシーを Trueに設定します。

スケーラブルリソースグループの高可用性を保証するためには、そのスケーラブル
サービスグループのノードリストをディスクデバイスグループのノードリストのスー
パーセットにします。スーパーセットにすることで、ディスクに直接接続されるノー
ドは、スケーラブルリソースグループを実行するノードになります。この利点は、
データに接続されている少なくとも 1つのクラスタノードがクラスタで起動されてい
るときに、スケーラブルリソースグループがこれらと同じノード上で実行されても、
スケーラブルサービスは利用できることです。

ディスクデバイスグループの設定方法の詳細は、『 Sun Clusterソフトウェアのインス
トール (Solaris OS版)』を参照してください。ディスクデバイスグループとリソース
グループの関係の詳細については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』のマニュア
ルを参照してください。
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HAStorageと HAStoragePlusの概要
リソースタイプ HAStorageと HAStoragePlusは、次のオプションの設定に使用で
きます。

� ディスクデバイスリソースが利用可能になるまで、HAStorageまたは
HAStoragePlusのリソースを含む同じリソースグループ内にあるほかのリソー
スの STARTメソッドを待機させることによって、ディスクデバイスとリソースグ
ループの起動の順番を調整できます。

� AffinityOnを Trueに設定することで、リソースグループとディスクデバイス
グループを同一ノード上におき、ディスクに負荷がかかることの多いデータサービ
スのパフォーマンスを向上させます。

HAStoragePlusは、マウントされていない状態であることが確認されたグローバル
ファイルシステムをマウントすることもできます。詳細については、17ページの「ク
ラスタファイルシステムの構成の計画」を参照してください。

注 – HAStorageまたは HAStoragePlusリソースがオンラインの間にデバイスグ
ループが別のノードに切り替えられた場合、AffinityOnの設定は無視され、リソー
スグループはデバイスグループと共に別のノードに移行することはありません。一
方、リソースグループが別のノードに切り替わった場合、AffinityOnが Trueに設
定されていると、デバイスグループはリソースグループと一緒に新しいノードに移動
します。

ディスクデバイスグループとリソースグループ間の関係については、80ページ
の「リソースグループとディスクデバイスグループ間での起動の同期」を参照してく
ださい。追加情報は、SUNW.HAStorage(5)および SUNW.HAStoragePlus(5)のマ
ニュアルページにあります。

VxFSなどのファイルシステムをローカルモードでマウントする方法については、86
ページの「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参照してください。詳細
は、SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページを参照してください。

データサービスが HAStorageまたは
HAStoragePlusを必要とするかどうかを確認す
る方法
� データサービスリソースグループがノードリストを持っており、その一部のノード
が記憶装置に直接接続されていない場合は、リソースグループ内で HAStorageま
たは HAStoragePlusリソースを構成し、ほかのデータサービスリソースの依存
性を HAStorageリソースまたは HAStoragePlusリソースに設定する必要があ

第 1章 • Sun Clusterデータサービスの計画 19



ります。この条件によって、ストレージとデータサービス間の起動の順番が調整さ
れます。

� ディスクに負荷がかかるデータサービスの場合 (Sun Cluster HA for Oracleや Sun
Cluster HA for NFSなど)、次の作業を行う必要があります。

� HAStorageリソースまたは HAStoragePlusリソースをデータリソースグ
ループに追加します。

� HAStorageリソースまたは HAStoragePlusリソースをオンラインに切り替
えます。

� データサービスリソースの依存性を HAStorageリソースまたは
HAStoragePlusリソースに設定します。

� AffinityOnを Trueに設定します。

これらの作業を行うと、リソースグループとディスクデバイスグループは同じ
ノード上に配置されます。

� フェイルバック設定は、リソースグループとデバイスグループで同一にする必
要があります。

� 起動時に全ファイルを読み込むなどによりデータサービスがディスクにさほど負荷
をかけない場合 (Sun Cluster HA for DNSなど)は、HAStorageまたは
HAStoragePlusリソースタイプの構成を省略することもできます。

HAStorageまたは HAStoragePlusの選択
データサービスリソースグループ内で HAStorageリソースと HAStoragePlusリ
ソースのどちらを作成すべきかを決定するには、以下の基準を考慮してください。

� Sun Cluster 3.0 5/02または Sun Cluster 3.1を使用する場合は、HAStoragePlus
を使用してください (フェイルオーバーが構成された Sun Clusterにローカルアク
セスを構成するようにファイルシステムを統合するには、Sun Cluster 3.0 5/02ま
たは Sun Cluster 3.1にアップグレードし、HAStoragePlusリソースタイプを使
用してください。詳細については、17ページの「クラスタファイルシステムの構
成の計画」を参照してください。)

� Sun Cluster 3.0 12/01以前を使用している場合は、HAStorageを使用してくださ
い。

考慮事項
この節の情報は、データサービスのインストールまたは構成について計画する場合に
利用してください。これらの情報に目を通すことで、ユーザーの決定がデータサービ
スのインストールと構成に及ぼす影響について理解できるでしょう。特定のデータ
サービスについては、そのデータサービスのマニュアルを参照してください。
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� データサービスが入出力中心で、クラスタとして大規模のディスクで構成している
場合にディスクに障害が発生すると、入出力サブシステムが再試行するので、アプ
リケーションは遅延を感じることがあります。入出力サブシステムが再試行し、障
害から回復するまで、数分かかることもあります。この遅延によって、最終的に
ディスクが自分自身で回復したとしても、Sun Clusterがアプリケーションを別の
ノードにフェイルオーバーすることがあります。このような場合のフェイルオー
バーを回避するには、データサービスのデフォルトの検証タイムアウト値を増やし
てみてください。データサービスのタイムアウトについての詳細や、タイムアウト
値を増やす方法については、ご購入先にお問い合わせください。

� よりよいパフォーマンスを保つために、ストレージに直結されたクラスタノードに
データサービスをインストールし、構成してください。

� クラスタノード上で動作するクライアントアプリケーションは、HAデータサービ
スの論理 IPアドレスにマッピングしてはなりません。フェイルオーバー後、この
ような論理 IPアドレスは存在しなくなり、クライアントが切断されたままになる
可能性があります。

ノードリストプロパティ
データサービスを構成するときに、次の 3つのノードリストを指定できます。

1. installed_nodes –データサービスのリソースタイプのプロパティ。このプロパ
ティには、リソースタイプがインストールされ、実行が有効になるクラスタノード
名の一覧が含まれます。

2. nodelist —リソースグループのプロパティ。優先順位に基づいて、グループを
オンラインにできるクラスタノード名の一覧が含まれます。これらのノードは、リ
ソースグループの潜在的主ノードまたはマスターです。フェイルオーバーサービス
については、リソースグループノードリストを 1つだけ設定します。スケーラブル
サービスの場合は、2つのリソースグループを設定するため、ノードリストも 2つ
必要になります。一方のリソースグループとノードリストには、共有アドレスをホ
ストするノードが含まれます。このノードリストは、スケーラブルリソースが依存
するフェイルオーバーリソースグループを構成します。もう一方のリソースグルー
プとそのノードリストは、アプリケーションリソースをホストするノードを識別し
ます。アプリケーションリソースは、共有アドレスに依存します。共有アドレスを
含むリソースグループ用のノードリストは、アプリケーションリソース用のノード
リストのスーパーセットになる必要があるためです。

3. auxnodelist —共有アドレスリソースのプロパティ。このプロパティは、クラ
スタノードを識別する物理ノード IDの一覧が含まれます。このクラスタノードは
共有アドレスをホストできますが、フェイルオーバー時に主ノードになることはあ
りません。これらのノードは、リソースグループのノードリストで識別されるノー
ドとは、相互に排他的な関係になります。このノードリストは、スケーラブルサー
ビスにのみ適用されます。詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照して
ください。
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インストールと構成プロセスの概要
データサービスをインストールして構成するには、次の手順を使用します。

� パッケージが提供されているインストールメディアから、データサービスパッケー
ジをインストールします。

� Sun Java™ Enterprise System CD
� Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3

� クラスタ環境で実行するアプリケーションをインストールして構成する。

� データサービスが使用するリソースおよびリソースグループを構成する。データ
サービスを構成するときは、Resource Group Manager (RGM)によって管理され
る、リソースタイプ、リソース、リソースグループを指定します。これらの手順
は、各データサービスに関するマニュアルで説明されています。

データサービスのインストールと構成を開始する前に『Sun Clusterソフトウェアのイ
ンストール (Solaris OS版)』を参照してください。このマニュアルには、データサー
ビスソフトウェアパッケージのインストール方法と、ネットワークリソースが使用す
る Internet Protocol Network Multipathing (IP Networking Multipathing)グループを
構成する方法を確認してください。

注 –以下のデータサービスのインストールと構成には、SunPlex™ Managerを使用で
きます。Sun Cluster HA for Oracle、Sun Cluster HA for Sun Java System Web
Server、Sun Cluster HA for Sun Java System Directory Server、 Sun Cluster HA for
Apache、Sun Cluster HA for DNS、および Sun Cluster HA for NFS。Sun Cluster HA
for Oracleおよび Sun Cluster HA for Apacheは、SPARCベースのクラスタでのみサ
ポートされているので注意してください。詳細については、SunPlex Managerのオン
ラインヘルプを参照してください。

インストールと構成の作業の流れ
表 1–1に、Sun Clusterフェイルオーバーデータサービスのインストールおよび構成作
業と、その手順が説明されている参照先を示します。

表 1–1 Task Map: Sun Clusterデータサービスのインストールと構成

タスク 参照箇所

Solarisと Sun Clusterソフトウェア
のインストール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS
版)』
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表 1–1 Task Map: Sun Clusterデータサービスのインストールと構成 (続き)
タスク 参照箇所

IPネットワークマルチパスグループ
の設定

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS
版)』

多重ホストディスクの設定 『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS
版)』

リソースとリソースグループの計画 付録 C

アプリケーションバイナリの格納先
の決定 (nsswitch.confの構成)

16ページの「アプリケーションバイナリの格納先の決
定」

17ページの「nsswitch.confファイルの内容の確
認」

アプリケーションソフトウェアのイ
ンストールと構成

該当する Sun Clusterデータサービスブック

データサービスソフトウェア
パッケージのインストール

『 Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS
版)』または該当する Sun Clusterデータサービス
ブック

データサービスの登録と構成 該当する Sun Clusterデータサービスブック

SPARC:例
この節では、例として高可用性フェイルオーバーデータサービスとして設定されてい
る Oracleアプリケーション用に、リソースタイプ、リソース、リソースグループを設
定する方法を紹介します。

この例とスケーラブルデータサービスの例では、ネットワークリソースを含むフェイ
ルオーバーリソースグループが異なります。さらに、スケーラブルデータサービスに
は、アプリケーションリソースごとに別のリソースグループ (スケーラブルリソース
グループ)が必要です。

Oracleアプリケーションは、サーバーとリスナーの 2つのコンポーネントを持ちま
す。Sunは Sun Cluster HA for Oracleデータサービスを提供しているため、これらの
コンポーネントはすでに Sun Clusterリソースタイプに対応付けられています。これ
ら両方のリソースタイプが、リソースとリソースグループに関連付けられます。

この例は、フェイルオーバーデータサービスの例なので、論理ホスト名ネットワーク
リソースを使用し、主ノードから二次ノードにフェイルオーバーする IPアドレスを使
用します。フェイルオーバーリソースグループに論理ホスト名リソースを入れ、
Oracleサーバーリソースとリスナーリソースを同じリソースグループに入れます。こ
の順に入れることで、フェイルオーバーを行うすべてのリソースが 1つのグループに
なります。

Sun Cluster HA for Oracleをクラスタ上で実行するには、次のオブジェクトを定義す
る必要があります。
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� LogicalHostnameリソースタイプ –このリソースタイプは組み込まれているた
め、明示的に登録する必要はありません。

� Oracleリソースタイプ – Sun Cluster HA for Oracleは、2つの Oracleリソースタ
イプ (データベースサーバーとリスナー)を定義します。

� 論理ホスト名リソース –これらのリソースは、ノードで障害が発生した場合に
フェイルオーバーする IPアドレスをホストします。

� Oracleリソース – Sun Cluster HA for Oracle—用に 2つのリソースインスタンス
(サーバーとリスナー)を指定する必要があります。

� フェイルオーバーリソースグループ – 1つのグループでフェイルオーバーを行う、
Oracleサーバーとリスナー、および論理ホスト名リソースで構成されています。

データサービスリソースを管理するため
のツール
この節では、インストールや構成の作業に使用するツールについて説明します。

SunPlex Managerグラフィカルユーザーインタ
フェース (GUI)
SunPlex Managerは、次の作業を実行できるWebベースのツールです。

� クラスタのインストール
� クラスタの管理
� リソースやリソースグループの作成と構成
� Sun Clusterソフトウェアを使ったデータサービスの構成

SunPlex Managerを使用し、クラスタソフトウェアをインストールする方法について
は、『 Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』を参照してくださ
い。管理作業については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してくださ
い。

SPARC: Sun Management Center GUI用の Sun
Clusterモジュール
Sun Clusterモジュールを使用すると、クラスタの監視やリソースおよびリソースグ
ループに対する処理の一部を Sun Management Center GUIから行えます。Sun
Clusterモジュールのインストール要件と手順については、『Sun Clusterソフト
ウェアのインストール (Solaris OS版)』を参照してください。Sun Management
Centerの詳細は、http://docs.sun.comにある Sun Management Centerソフト
ウェアのマニュアルを参照してください。
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scsetupユーティリティー
scsetup(1M)ユーティリティーは、メニュー主導型のインタフェースで、Sun
Clusterの一般的な管理に使用できます。このユーティリティーは、さらに、データ
サービスのリソースやリソースグループの構成にも使用できます。この場合には、
scsetupのメインメニューからオプション 2を選択して、「Resource Group
Manager」というサブメニューを起動してください。

scrgadmコマンド
scrgadmコマンドにより、データサービスリソースの登録や構成を行うことができま
す。データサービスの登録と構成の方法については、データサービスのブックを参照
してください。たとえば、Sun Cluster HA for Oracleを使用する場合は、『Sun
Cluster Data Service for Oracleガイド (Solaris OS版)』の手順を参照してください。
第 2章にも、scrgadmコマンドを使ってデータサービスリソースを管理する方法が
記載されています。最後に、追加情報については、scrgadm(1M)のマニュアルペー
ジを参照してください。

データサービスリソースの管理作業
次の表に、データサービスリソースの管理作業に使用できるツール (コマンド行以外
の)を示します。これらの作業の詳細や、関連する手順をコマンド行から行う方法に
ついては、第 2章を参照してください。

表 1–2データサービスリソースの管理作業に使用できるツール

タスク SunPlex Manager
SPARC:Sun
Management Center

scsetupユーティリ
ティー

リソースタイプを登録する Yes いいえ Yes

リソースグループを作成 Yes いいえ Yes

リソースグループへソースを追加す
る

Yes いいえ Yes

リソースグループをオンラインにす
る

Yes Yes いいえ

リソースグループを削除 Yes Yes いいえ

リソースを削除する Yes Yes いいえ

リソースグループの現在の主ノード
を切り替える

Yes いいえ いいえ

リソースを使用不可にする Yes Yes いいえ
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表 1–2データサービスリソースの管理作業に使用できるツール (続き)

タスク SunPlex Manager
SPARC:Sun
Management Center

scsetupユーティリ
ティー

無効なリソースのリソースグループ
を非管理状態にする

Yes いいえ いいえ

リソースタイプ、リソースグルー
プ、リソース構成情報を表示する

Yes Yes いいえ

リソースプロパティを変更する Yes いいえ いいえ

リソースの STOP_FAILEDエラー
フラグを消去する

Yes いいえ いいえ

ノードをリソースグループに追加す
る

Yes いいえ いいえ
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第 2章

データサービスリソースの管理

この章では、scrgadm(1M)コマンドを使って、リソースや、リソースグループ、リ
ソースタイプを管理する手順を説明します。手順を実行するその他のツールについて
は、24ページの「データサービスリソースを管理するためのツール」を参照してくだ
さい。

この章では、次の手順について説明します。

� 31ページの「リソースタイプを登録する」
� 33ページの「アップグレードされたリソースタイプをインストールして登録す
る」

� 34ページの「既存のリソースを新バージョンのリソースタイプに移行する」
� 39ページの「フェイルオーバーリソースグループを作成する」
� 40ページの「スケーラブルリソースグループを作成する」
� 43ページの「論理ホスト名リソースをリソースグループに追加する」
� 44ページの「共有アドレスリソースをリソースグループに追加する」
� 46ページの「フェイルオーバーアプリケーションリソースをリソースグループに
追加する」

� 48ページの「スケーラブルアプリケーションリソースをリソースグループに追加
する」

� 51ページの「リソースグループをオンラインにする」
� 53ページの「リソース障害モニターを無効にする」
� 53ページの「リソース障害モニターを有効にする」
� 54ページの「リソースタイプを削除する」
� 55ページの「リソースグループを削除する」
� 57ページの「リソースを削除する」
� 58ページの「リソースグループの主ノードを切り替える」
� 60ページの「リソースを無効にしてリソースグループを非管理状態に移行する」
� 63ページの「リソースタイププロパティを変更する」
� 65ページの「リソースグループプロパティを変更する」
� 65ページの「リソースプロパティを変更する」
� 67ページの「論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリソースを変更する」
� 68ページの「リソースの STOP_FAILEDエラーフラグを消去する」
� 71ページの「事前登録されているリソースタイプを誤って削除した後に再登録す
る」
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� 81ページの「新しいリソース用に HAStorageリソースタイプを設定する」
� 83ページの「既存のリソース用に HAStorageリソースタイプを設定する」
� 87ページの「HAStoragePlusリソースタイプを設定する」
� 90ページの「オンラインの HAStoragePlusリソースにファイルシステムを追
加する」

� 92ページの「オンラインの HAStoragePlusリソースからファイルシステムを
削除する」

� 95ページの「HAStoragePlusリソースの変更後に障害から回復する」
� 107ページの「RGOffloadリソースを設定する」
� 111ページの「リソースグループ、リソース型、およびリソースが構成されていな
いクラスタに構成データを複製する」

� 112ページの「リソースグループ、リソース型、およびリソースが構成されている
クラスタの構成データをアップグレードする」

リソースタイプ、リソースグループ、およびリソースに関する概要情報については、
第 1章および『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』マニュアルを参照してください。

データサービスリソースの管理
表 2–1に、データサービスリソースの管理作業を説明している節を示します。

表 2–1 Task Map:データサービス管理

タスク 参照箇所

リソースタイプを登録する 31ページの「リソースタイプを登録する」

リソースタイプをアップグレードす
る

34ページの「既存のリソースを新バージョンのリソー
スタイプに移行する」

33ページの「アップグレードされたリソースタイプを
インストールして登録する」

フェイルオーバーリソースグループ
またはスケーラブルリソースグルー
プの作成

39ページの「フェイルオーバーリソースグループを作
成する」

40ページの「スケーラブルリソースグループを作成す
る」
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表 2–1 Task Map:データサービス管理 (続き)
タスク 参照箇所

論理ホスト名または共有アドレス、
データサービスリソースをリソース
グループに追加する

43ページの「論理ホスト名リソースをリソースグルー
プに追加する」

44ページの「共有アドレスリソースをリソースグルー
プに追加する」

46ページの「フェイルオーバーアプリケーションリ
ソースをリソースグループに追加する」

48ページの「スケーラブルアプリケーションリソース
をリソースグループに追加する」

リソースとリソースモニターを有効
にし、リソースグループを管理し、
リソースグループおよび関連するリ
ソースをオンラインにする

51ページの「リソースグループをオンラインにする」

リソース自体とは関係なく、リソー
スモニターだけを無効または有効に
する

53ページの「リソース障害モニターを無効にする」

53ページの「リソース障害モニターを有効にする」

クラスタからリソースタイプを削除
する

54ページの「リソースタイプを削除する」

クラスタからリソースグループを削
除する

55ページの「リソースグループを削除する」

リソースグループからリソースを削
除する

57ページの「リソースを削除する」

リソースグループの稼動系を切り替
える

58ページの「リソースグループの主ノードを切り替え
る」

リソースを無効にし、そのリソース
グループをUNMANAGEDに移行す
る

60ページの「リソースを無効にしてリソースグループ
を非管理状態に移行する」

リソースタイプ、リソースグルー
プ、リソース構成情報を表示する

62ページの「リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソース構成情報の表示」

リソースタイプ、リソースグルー
プ、リソースプロパティの変更

63ページの「リソースタイププロパティを変更する」

65ページの「リソースグループプロパティを変更す
る」

65ページの「リソースプロパティを変更する」

失敗した Resource Group Manager
(RGM)プロセスのエラーフラグの消
去

68ページの「リソースの STOP_FAILEDエラーフラグ
を消去する」
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表 2–1 Task Map:データサービス管理 (続き)
タスク 参照箇所

組み込みリソースタイプ
LogicalHostnameおよび
SharedAddressの再登録

71ページの「事前登録されているリソースタイプを
誤って削除した後に再登録する」

組み込みリソースタイプ
LogicalHostnameおよび
SharedAddressのアップグレード

33ページの「リソースタイプの更新」

69ページの「事前登録されているリソースタイプの
アップグレード」

ネットワークリソースのネットワー
クインタフェース IDリストの更新
と、リソースグループのノードリス
トの更新

73ページの「リソースグループにノードを追加する」

リソースグループからノードを削除
する

75ページの「リソースグループからノードを削除す
る」

リソースグループとディスクデバイ
スグループ間で起動の同期をとるた
めに、リソースグループの
HAStorageまたは
HAStoragePlusを設定する

81ページの「新しいリソース用に HAStorageリソー
スタイプを設定する」

ディスク入出力負荷が高いフェイル
オーバーデータサービスに対応する
ように、HAStoragePlusを設定し
てローカルファイルシステムの可用
性を高める

87ページの「HAStoragePlusリソースタイプを設定
する」

高可用性ファイルシステムのリソー
スをオンラインのままで変更する

89ページの「高可用性ファイルシステムのリソースを
オンラインのままで変更する」

HAStoragePlusリソースタイプを
アップグレードする

33ページの「リソースタイプの更新」

96ページの「HAStoragePlusリソースタイプの
アップグレード」

リソースグループをオンラインのま
までクラスタノード間で分散する

98ページの「オンラインのリソースグループをクラス
タノード間で分散する」

重要なデータサービスのためにノー
ドを自動的に開放するようにリソー
スタイプを設定する

107ページの「RGOffloadリソースを設定する」

リソースグループ、リソースタイ
プ、およびリソースの構成データを
複製およびアップグレードする

111ページの「リソースグループ、リソースタイプ、お
よびリソースの構成データを複製およびアップグレー
ドする」

Sun Clusterデータベース用に障害モ
ニターを調整する

113ページの「Sun Clusterデータベース用に障害モニ
ターを調整する」
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注 –この章では、scrgadm(1M)コマンドを使用し、これらの作業を完了する手順につ
いて解説します。これ以外のツールを使ってリソースを管理することもできます。こ
れらの方法については、24ページの「データサービスリソースを管理するためのツー
ル」を参照してください。

Sun Clusterデータサービスの構成と管
理
Sun Clusterの構成は、複数の手順から成る単一の作業です。これらの手順により次の
作業を実行できます。

� リソースタイプの登録
� リソースタイプのアップグレード
� リソースグループの作成
� リソースグループへのリソースの追加
� リソースをオンラインにする

データサービスの構成を変更するには、初期構成が終わった後で次の各手順を使用し
ます。たとえば、リソースタイプ、リソースグループ、およびリソースプロパティを
変更する場合は、63ページの「リソースタイプ、リソースグループ、リソースプロ
パティの変更」へ進んでください。

リソースタイプの登録
リソースタイプは、指定されたタイプのすべてのリソースに適用される共通のプロパ
ティとコールバックメソッドの仕様を提供します。リソースタイプは、そのタイプの
リソースを作成する前に登録する必要があります。リソースタイプについての詳細
は、第 1章を参照してください。

� リソースタイプを登録する
この手順を実行するには、登録するリソースタイプに、データサービス名の略語で名
前をつける必要があります。Sun Clusterに標準添付されているデータサービスのリ
ソースタイプ名の詳細は、Sun Clusterのリリースノートを参照してください。

追加情報については、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。
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注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t resource-type

-a 指定したリソースタイプを追加します。

-t resource-type 追加するリソースタイプの名前を指定します。指定する事前定
義済みの名前を判別するには、Sun Clusterのリリースノート
を参照してください。

3. 登録されたリソースタイプを確認します。

# scrgadm -pv -t resource-type

例 –リソースタイプの登録
次に、Sun Cluster HA for Sun Java System Web Server (内部名 iws)を登録する例を
示します。

# scrgadm -a -t SUNW.iws
# scrgadm -pv -t SUNW.iws
リソースタイプ 名前: SUNW.iws
(SUNW.iws) リソースタイプ 説明: None registered
(SUNW.iws) リソースタイプ ベースディレクトリ: /opt/SUNWschtt/bin
(SUNW.iws) リソースタイプ 単一のインスタンス: False
(SUNW.iws) リソースタイプ 初期ノード: All potential masters
(SUNW.iws) リソースタイプ フェイルオーバー: False
(SUNW.iws) リソースタイプ バージョン: 1.0
(SUNW.iws) リソースタイプ API バージョン: 2
(SUNW.iws) リソースタイプ ノードにインストールされている: All

(SUNW.iws) リソースタイプ パッケージ: SUNWschtt

次に進む手順
リソースタイプを登録したあと、リソースグループを作成し、リソースをそのリソー
スグループに追加できます。詳細は、39ページの「リソースグループの作成」を参
照してください。
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リソースタイプの更新
新バージョンのリソースタイプがリリースされる際には、そのアップグレードされた
リソースタイプをインストールして登録できます。また、既存のリソースを新しいリ
ソースタイプバージョンにアップグレードすることも可能です。この節では、次の 2
つの作業、アップグレードされたリソースタイプをインストールして登録する方法
と、既存のリソースを新しいリソースタイプバージョンにアップグレードする方法に
ついて説明します。

� 33ページの「アップグレードされたリソースタイプをインストールして登録す
る」

� 34ページの「既存のリソースを新バージョンのリソースタイプに移行する」

� アップグレードされたリソースタイプをインス
トールして登録する
この作業は、scsetupの「リソースグループ」オプションを使用しても行えます。
scsetupの詳細は、scsetup(1M)のマニュアルページを参照してください。

1. すべてのクラスタノードに、リソースタイプアップグレードパッケージをインス
トールします。

注 –リソースタイプパッケージがどのノードにもインストールされていない場合
は、作業が別途必要です (手順 3)。

リソースタイプのアップグレードパッケージをインストールする際にノードを非ク
ラスタモードで起動する必要があるかどうかは、アップグレードドキュメントに示
されています。ダウンタイムを避けるには、パッケージをインストールするノード
を非クラスタモード、残りのノードをクラスタモードに設定した状態で、一度に 1
台のノードに限定してローリングアップグレード方式で新しいパッケージを追加し
ます。

2. この新しいリソースタイプバージョンを登録します。

scrgadm -a -t resource_type -f path_to_new_RTR_file

新しいリソースタイプの名前は次の形式をとります。

vendor_id.rtname:version

登録した新しいリソースタイプを表示するには、scrgadm -p または scrgadm
-pv (詳細表示)を使用してください。
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3. 新しいリソースタイプをインストールしないノードがある場合は、実際にリソース
タイプをインストールしたノードを Installed_nodesプロパティに設定しま
す。

# scrgadm -c -t resource_type -h installed_node_list

新バージョンのリソースタイプは、次の点で旧バージョンと異なっている可能性があ
ります。

� リソースタイププロパティの設定

� 標準プロパティ、拡張プロパティを含む宣言済みリソースプロパティ

� リソースプロパティの属性 (default、min、max、arraymin、arraymax、または
tunability)

� 宣言済みメソッド

� メソッドやモニターの実装

� 既存のリソースを新バージョンのリソースタイプ
に移行する
この作業は、scsetupの「リソースグループ」オプションを使用しても行えます。
scsetupの詳細は、scsetup(1M)のマニュアルぺージを参照してください。

新しいバージョンタイプに移行する方法は、既存のリソースタイプバージョンと、新
バージョンにおける変更によって決まります。移行が可能かどうかは、リソースタイ
プのアップグレードドキュメントに記載されています。移行がサポートされていない
場合は、リソースを削除してアップグレードされた新しいリソースに交換するか、あ
るいはそのリソースを古いリソースタイプバージョンのままにするかを検討してくだ
さい。

既存のリソースを移行する場合は、以下の値が変化する可能性があります。

デフォルトのプロパティ値
アップグレードされたリソースタイプバージョンがデフォルトプロパティに新しい
デフォルト値を宣言している場合は、既存のリソースはこの新しいデフォルト値を
継承します。

既存のプロパティ設定が適切かどうかは、新しいリソースタイプバージョンの
VALIDATEメソッドによってチェックされます。この設定が不適切な場合は、プロ
パティを編集して適切な値に変更してください。プロパティの編集方法は、手順 3
を参照してください。

リソースタイプ名
RTRファイルには、リソースタイプの完全修飾名の形成に使用される以下のプロパ
ティが含まれます。

� Vendor_id
� Resource_type
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� RT_Version

アップグレードされたリソースタイプバージョンは、その登録時に
vendor_id.rtname:versionとして保存されます。新バージョンに移行された
リソースには、上記のプロパティから構成される新しい Typeプロパティが存在し
ます。

Type_versionリソースプロパティ
リソースのタイプの RT_Versionプロパティは、標準のリソースプロパティ
Type_versionに格納されます。Type_Versionプロパティは、RTRファイルに
は現れません。次のコマンドを使用して Type_Versionプロパティを編集してく
ださい。

scrgadm -c -j resource -y Type_version=new_version

1. 既存のリソースを新しいリソースタイプバージョンに移行する前に、新しいリソー
スタイプに付属しているアップグレードマニュアルに目を通し、移行が可能かどう
かを確認してください。

このマニュアルには、移行を実施すべきタイミングが記されています。

� 任意の時点 (Anytime)
� リソースが監視されていないとき
� リソースがオフラインのとき
� リソースが無効なとき
� リソースグループが管理されていないとき

注 –いつでも移行できるリソースを移行した後、リソースの検証においてと、リ
ソースタイプのバージョンが正しく表示されないことがあります。このような状況
が発生した場合、リソースの障害モニターを一度無効にし、有効にし直すると、リ
ソースの検証において、リソースタイプのバージョンが正しく表示されます。

移行がサポートされていない場合は、リソースを削除してアップグレードされた新
しいリソースバージョンに置き換えるか、そのリソースを古いリソースタイプバー
ジョンのままにしておく必要があります。

2. 移行するリソースタイプのリソースごとに、アップグレードマニュアルに記載され
ている方法でそのリソースグループのリソースの状態を適切な状態に変更してくだ
さい。次に例を示します。

リソースの監視を解除する必要がある場合:

scswitch -M -n -j resource

リソースをオフラインにする必要がある場合:

scswitch -n -j resource

リソースを無効にする必要がある場合:

scswitch -n -j resource
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リソースグループを非管理状態にする必要がある場合:

scsswitch -n -j resource-group
scswitch -F -g resource_group
scswitch -u -g resource_group

3. 移行するリソースタイプのリソースごとに、リソースを編集し、その
Type_versionプロパティを新バージョンに変更します。

scrgadm -c -j resource -y Type_version=new_version \

-x extension_property=new_value -y extension_property=new_value

必要に応じ、-xまたは -yオプションを追加して同じコマンドを実行し、同じリ
ソースのほかのプロパティを編集して適切な値に変更します。

4. 手順 2で入力したコマンドを逆に指定することにより、リソースまたはリソースグ
ループの前の状態に戻します。次に例を示します。

リソースを監視状態に戻す場合:

scswitch -M -e -j resource

リソースを有効な状態に戻す場合:

scswitch -e -j resource

リソースグループをオンラインの管理状態に戻す場合:

scswitch -o -g resource_group
scswitch -Z -g resource_group

例 1 –既存のリソースを新しいリソースタイプバージョン
に移行する
この例は、既存のリソースを新しいリソースタイプバージョンに移行する方法を示し
ています。新しいリソースタイプパッケージのメソッドは、新しいパスに配置されて
います。インストール時にメソッドは上書きされないため、アップグレードされたリ
ソースタイプのインストールが完了するまでリソースを無効にする必要はありませ
ん。

この実例では、次のことを前提としています。

� 新しいリソースタイプバージョンは 2.0である
� 移行を実行すべきタイミングは「リソースがオフラインのとき」である

� リソース名は「myresource」である
� リソースタイプ名は「myrt」である
� 新しい RTRファイルは /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrtに配備されている

� 移行の対象となるリソースに依存していない

� 所属しているリソースグループをオンラインの状態にしたまま、移行の対象となる
リソースをオフラインに切り替えることができる

(ベンダーのディレクトリに従ってすべてのノード上で新しいパッケージをインストールする)
# scrgadm -a -t myrt -f /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrt
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# scswitch -n -j myresource
# scrgadm -c -j myresource -y Type_version=2.0

# scswitch -e -j myresource

例 2 –既存のリソースを新しいリソースタイプバージョン
に移行する
この例は、既存のリソースを新しいリソースタイプバージョンに移行する方法を示し
ています。新しいリソースタイプパッケージには、モニターと RTRファイルしか含ま
れていません。モニターはインストール時に上書きされるため、アップグレードされ
たリソースタイプをインストールする前にリソースを無効にする必要があります。

この実例では、次のことを前提としています。

� 新しいリソースタイプバージョンは 2.0である
� 移行を実行すべきタイミングは「リソースのマウントが解除しているとき」である
� リソース名は「myresource」である
� リソースタイプ名は「myrt」である
� 新しい RTRファイルは /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrtに配備されている

# scswitch -M -n -j myresource
(Install the new package according to vendor’s directions.)
# scrgadm -a -t myrt -f /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrt
# scrgadm -c -j myresource -y Type_version=2.0

# scswitch -M -e -j myresourcee

リソースタイプのダウングレード
リソースをダウングレードして古いバージョンのリソースタイプにすることができま
す。古いリソースタイプバージョンにダウングレードする場合は、新しいリソースタ
イプバージョンにアップグレードする場合よりも条件が厳しくなります。まず、リ
ソースグループの管理を解除する必要があります。アップグレードが可能なリソース
タイプバージョンにしかダウングレードできないということにも注意してください。
アップグレード可能なバージョンは scrgadm!)-pコマンドを使用して確認できま
す。アップグレード可能なバージョンの場合、接尾辞 :versionが表示されます。

� 古いバージョンのリソースタイプにダウングレー
ドする方法
リソースをダウングレードして古いバージョンのリソースタイプにすることができま
す。古いリソースタイプバージョンにダウングレードする場合は、新しいリソースタ
イプバージョンにアップグレードする場合よりも条件が厳しくなります。まず、リ
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ソースグループの管理を解除する必要があります。アップグレードが可能なリソース
タイプバージョンにしかダウングレードできないということにも注意してください。
アップグレード可能なバージョンは scrgadm!)-pコマンドを使用して確認できま
す。アップグレード可能なバージョンの場合、接尾辞 :versionが表示されます。

1. ダウングレードしたいリソースを含んでいるリソースグループをオフラインに切り
替えます。

scswitch -F -g resource_group

2. ダウングレードするリソースと、そのリソースグループ内のすべてのリソースを無
効にします。

scswitch -n -j resource_to_downgrade
scswitch -n -j resource1
scswitch -n -j resource2
scswitch -n -j resource3
...

注 –リソースの無効化は、依存性の高いもの (アプリケーションリソース)から開
始し、もっとも依存性の低いもの (ネットワークアドレスリソース)で終了するよ
うに行なってください。

3. リソースグループを非管理状態に切り替えます。

scswitch -u -g resource_group

4. ダウングレード後のリソースタイプバージョンとする古いリソースバージョンがク
ラスタ内にまだ登録されているかどうか確認します。

� 登録されている場合は、次の手順に進みます。

� 登録されていない場合は、希望する旧バージョンを登録し直します。

scrgadm -a -t resource_type_name

5. 希望する旧バージョンを Type_versionに指定し、リソースをダウングレードし
ます。

scrgadm -c -j resource_to_downgrade -y Type_version=old_version

必要に応じて、同じコマンドを使って、同じリソースのその他のプロパティに適切
な値を設定します。

6. ダウングレードしたリソースを含んでいるリソースグループを管理状態にし、すべ
てのリソースを有効にしたあと、このグループをオンラインに切り替えます。

scswitch -Z -g resource_group
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リソースグループの作成
リソースグループには、一連のリソースが含まれており、これらすべてのリソースは
指定のノードまたはノード群で共にオンラインまたはオフラインになります。リソー
スを配置する前に、空のリソースグループを作成します。

リソースグループには、フェイルオーバーとスケーラブルの 2つの種類があります。
フェイルオーバーリソースグループの場合、同時にオンラインにできるのは 1つの
ノードでのみです。一方、スケーラブルリソースグループの場合は、同時に複数の
ノードでオンラインにできます。

以下の手順では、scrgadm(1M)コマンドを使用し、データサービスを登録、構成す
る方法について解説します。

リソースグループに関する概念情報については、「第 1章」および『Sun Clusterの概
念 (Solaris OS版)』マニュアルを参照してください。

� フェイルオーバーリソースグループを作成する
フェイルオーバーリソースグループは、ネットワークアドレス (組み込みリソースタ
イプの LogicalHostnameや SharedAddressなど)と、フェイルオーバーリソース
(フェイルオーバーデータサービスのためのデータサービスアプリケーションリソース
など)を含みます。ネットワークリソースは、データサービスがフェイルオーバーま
たはスイッチオーバーする場合に、依存するデータサービスリソースと共に、クラス
タノード間を移動します。

追加情報については、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. フェイルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-a 指定したリソースグループを追加します。

-g resource-group 追加するフェイルオーバーリソースグループの名前を指定し
ます。任意の名前の先頭文字はASCIIにする必要がありま
す。

-h nodelist このリソースグループをマスターできるノードの順位リスト
を指定します (省略可能)。このリストを指定しない場合は、
デフォルトでクラスタ内のすべてのノードになります。
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3. リソースグループが作成されていることを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

例 –フェイルオーバーリソースグループの作成
次に、 2つのノード (phys-schost-1、phys-schost-2)でマスターできるフェイ
ルオーバーリソースグループ (resource-group-1)を追加する例を示します。

# scrgadm -a -g resource-group-1 -h phys-schost1,phys-schost-2
# scrgadm -pv -g resource-group-1
リソースグループ 名前: resource-group-1
(resource-group-1) リソースグループ RG_description: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ management state: Unmanaged
(resource-group-1) リソースグループ Failback: False
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1

phys-schost-2
(resource-group-1) リソースグループ Maximum_primaries: 1
(resource-group-1) リソースグループ Desired_primaries: 1
(resource-group-1) リソースグループ RG_dependencies: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ mode: Failover
(resource-group-1) リソースグループ network dependencies: True
(resource-group-1) リソースグループ Global_resources_used: All

(resource-group-1) リソースグループ Pathprefix:

次に進む手順
フェイルオーバーリソースグループを作成した後で、そのリソースグループにアプリ
ケーションリソースを追加できます。手順については、42ページの「リソースグ
ループへのリソースの追加」を参照してください。

� スケーラブルリソースグループを作成する
スケーラブルリソースグループは、スケーラブルサービスと共に使用されます。共有
アドレス機能は、スケーラブルサービスの多数のインスタンスを 1つのサービスとし
て扱える Sun Clusterのネットワーキング機能です。まず、スケーラブルリソースが
依存する共有アドレスを含むフェイルオーバーリソースグループを作成しなければな
りません。次にスケーラブルリソースグループを作成し、そのグループにスケーラブ
ルリソースを追加します。

追加情報については、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。
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1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. スケーラブルリソースが使用する共有アドレスを保持するフェイルオーバーリソー
スグループを作成します。

3. スケーラブルリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group \
-y Maximum_primaries=m \
-y Desired_primaries=n \
-y RG_dependencies=depend-resource-group \

[-h nodelist]

-a
スケーラブルリソースグループを追加します。

-g resource-group
追加するスケーラブルリソースグループの名前を指定します。

-y Maximum_primaries =m
このリソースグループのアクティブな主ノードの最大数を指定します。

-y Desired_primaries =n
リソースグループが起動するアクティブな主ノードの数を指定します。

-y RG_dependencies [ ] =depend-resource-group
作成されるリソースグループが依存する共有アドレスリソースを含むリソース
グループを指定します。

-h nodelist
リソースグループを利用できるノードのリストを指定します (省略可能)。この
リストを指定しない場合は、デフォルトですべてのノードになります。

4. スケーラブルリソースグループが作成されていることを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

例 –スケーラブルリソースグループの作成
次に、2つのノード (phys-schost-1、phys-schost-2)でホストされるスケーラ
ブルリソースグループ (resource-group-1)を追加する例を示します。スケーラブ
ルリソースグループは、共有アドレスを含むフェイルオーバーリソースグループ
(resource-group-2)に依存します。

# scrgadm -a -g resource-group-1 \
-y Maximum_primaries=2 \
-y Desired_primaries=2 \
-y RG_dependencies=resource-group-2 \
-h phys-schost-1,phys-schost-2
# scrgadm -pv -g resource-group-1
リソースグループ 名前: resource-group-1
(resource-group-1) リソースグループ RG_description: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ management state: Unmanaged
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(resource-group-1) リソースグループ Failback: False
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1

phys-schost-2
(resource-group-1) リソースグループ Maximum_primaries: 2
(resource-group-1) リソースグループ Desired_primaries: 2
(resource-group-1) リソースグループ RG_dependencies: resource-group-2
(resource-group-1) リソースグループ mode: Scalable
(resource-group-1) リソースグループ network dependencies: True
(resource-group-1) リソースグループ Global_resources_used: All

(resource-group-1) リソースグループ Pathprefix:

次に進む手順
スケーラブルリソースグループを作成したあと、そのリソースグループにスケーラブ
ルアプリケーションリソースを追加できます。詳細は、48ページの「スケーラブル
アプリケーションリソースをリソースグループに追加する」を参照してください。

リソースグループへのリソースの追加
リソースは、リソースタイプをインスタンス化したものです。リソースは、RGMに
よって管理される前に、リソースグループに追加する必要があります。この節では、3
種類のリソースタイプについて説明します。

� 論理ホスト名リソース。
� 共有アドレスリソース。
� データサービス (アプリケーション)リソース。

論理ホスト名リソースと共有アドレスリソースは、常にフェイルオーバーリソースグ
ループに追加してください。フェイルオーバーデータサービス用のデータサービスリ
ソースは、フェイルオーバーリソースグループに追加してください。フェイルオー
バーリソースグループは、そのデータサービス用の論理ホスト名リソースとアプリ
ケーションリソースの両方を含みます。スケーラブルリソースグループは、スケーラ
ブルサービス用のアプリケーションリソースだけを含んでいます。スケーラブルサー
ビスが依存する共有アドレスリソースは、別のフェイルオーバーリソースグループに
存在する必要があります。データサービスをクラスタノード全体に渡って提供するに
は、スケーラブルアプリケーションリソースと共有アドレスリソース間の依存性を指
定する必要があります。

リソースに関する詳細は、『 Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』マニュアルおよび
第 1章を参照してください。
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� 論理ホスト名リソースをリソースグループに追加
する
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースを追加するフェイルオーバーリソースグループの名前
� リソースグループに追加するホスト名

注 –論理ホスト名リソースをリソースグループに追加すると、リソースの拡張プロパ
ティはデフォルト値に設定されます。デフォルト以外の値を指定するには、リソース
をリソースグループに追加した後、そのリソースを変更する必要があります。詳細
は、67ページの「論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリソースを変更する」
を参照してください。

追加情報については、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 論理ホスト名リソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -L [-j resource] -g resource-group -l hostnamelist, ... [-n netiflist]

-a 論理ホスト名リソースを追加します。

-L 論理ホスト名リソースの形式を指定します。

-j resource リソース名を指定します (省略可能)。このオプションを指
定しない場合は、デフォルトで -lオプションで最初に指定
したホスト名になります。

-g resource-group リソースを配置するリソースグループの名前を指定しま
す。

-l hostnamelist, … クライアントがリソースグループでサービスと通信する
UNIXホスト名 (論理ホスト名)をコマンドで区切って指定
します。

-n netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマ
で区切って指定します (省略可能)。 netiflistの各要素は、
netif@node の形式で指定する必要があります。netif は
IPネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0など)と
して指定できます。ノードは、sc_ipmp0@1、
sc_ipmp@phys-schost-1 などのノード名またはノード
IDで特定できます。
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注 –現バージョンの Sun Clusterでは、netifにアダプタ
名を使用できません。

3. 論理ホスト名リソースが追加されていることを確認します。

# scrgadm -pv -j resource

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアは、そのリソースの妥当性を検
査します。妥当性が確認されると、そのリソースを有効にできるとともに、そのリ
ソースグループを RGMの管理下に置くことが可能です。妥当性の検査に失敗する
と、scrgadmコマンドはエラーメッセージを生成して終了します。妥当性の検査
に失敗した場合は、エラーメッセージについて各ノード上の syslogを調べてくだ
さい。メッセージは、妥当性の検査を実施したノードで表示されます。必ずしも
scrgadmコマンドを実行したノードで表示されるわけではありません。

例 –論理ホスト名リソースのリソースグループへの追加
次に、論理ホスト名リソース (resource-1)をリソースグループ
(resource-group-1)に追加する例を示します。

# scrgadm -a -L -j resource-1 -g resource-group-1 -l schost-1
# scrgadm -pv -j resource-1
Res Group name: resource-group-1
(resource-group-1) リソース 名前: resource-1
(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: SUNW.LogicalHostname
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: False

(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: True

次に進む手順
論理ホスト名リソースを追加したあと、51ページの「リソースグループをオンライ
ンにする」の手順に従って、このリソースをオンラインにします。

� 共有アドレスリソースをリソースグループに追加
する
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースを追加するリソースグループの名前。このグループは、前の手順で作成し
たフェイルオーバーリソースグループでなければなりません。
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� リソースグループに追加するホスト名。

注 –共有アドレスリソースをリソースグループに追加すると、リソースの拡張プロパ
ティはデフォルト値に設定されます。デフォルト以外の値を指定するには、リソース
をリソースグループに追加した後、そのリソースを変更する必要があります。詳細
は、67ページの「論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリソースを変更する」
を参照してください。

追加情報については、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 共有アドレスリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -S [-j resource] -g resource-group -l hostnamelist, ... \

[-X auxnodelist] [-n netiflist]

-a 共有アドレスリソースを追加します。

-S 共有アドレスリソースの形式を指定します。

-j resource リソース名を指定します (省略可能)。このオプションを指
定しない場合は、デフォルトで -lオプションで最初に指定
したホスト名になります。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

-l hostnamelist, … 共有アドレスホスト名をコンマで区切って指定します。

-X auxnodelist 共有アドレスをホストできるクラスタノード (ただし、
フェイルオーバー時に稼動系として使用されない)を識別す
る物理ノード名または IDをコンマで区切って指定します。
これらのノードは、リソースグループのノードリストで潜
在的マスターとして識別されるノードと相互に排他的で
す。

-n netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマ
で区切って指定します (省略可能)。 netiflistの各要素は、
netif@node の形式で指定する必要があります。netif は
IPネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0など)と
して指定できます。ノードは、sc_ipmp0@1、
sc_ipmp@phys-schost-1 などのノード名またはノード
IDで特定できます。
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注 –現バージョンの Sun Clusterでは、netifにアダプタ
名を使用できません。

3. 共有アドレスリソースが追加され、妥当性が検査されていることを確認します。

# scrgadm -pv -j resource

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアは、そのリソースの妥当性を検
査します。妥当性が確認されると、そのリソースを有効にできるとともに、そのリ
ソースグループを RGMの管理下に置くことが可能です。妥当性の検査に失敗する
と、scrgadmコマンドはエラーメッセージを生成して終了します。妥当性の検査
に失敗した場合は、エラーメッセージについて各ノード上の syslogを調べてくだ
さい。メッセージは、妥当性の検査を実施したノードで表示されます。必ずしも
scrgadmコマンドを実行したノードで表示されるわけではありません。

例 –共有アドレスリソースのリソースグループへの追加
次に、共有アドレスリソース (resource-1)をリソースグループ
(resource-group-1)に追加する例を示します。

# scrgadm -a -S -j resource-1 -g resource-group-1 -l schost-1
# scrgadm -pv -j resource-1
(resource-group-1) リソース 名前: resource-1

(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: SUNW.SharedAddress
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: False

(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: True

次に進む手順
共有リソースを追加したあと、51ページの「リソースグループをオンラインにす
る」の手順に従ってリソースを有効にします。

� フェイルオーバーアプリケーションリソースをリ
ソースグループに追加する
フェイルオーバーアプリケーションリソースは、以前にフェイルオーバーリソースグ
ループに作成した論理ホスト名を使用するアプリケーションリソースです。

この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースを追加するフェイルオーバーリソースグループの名前
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� リソースが属するリソースタイプの名前

� アプリケーションリソースが使用する論理ホスト名リソース。これは、以前に同じ
リソースグループに含めた論理ホスト名になります。

追加情報については、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. フェイルオーバーアプリケーションリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group -t resource-type \

[-x Extension_property=value, ...] [-y Standard_property=value, ...]

-a リソースを追加します。

-j resource 追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group 以前に作成したフェイルオーバーリソースグ
ループの名前を指定します。

-t resource-type リソースが属するリソースタイプの名前を指
定します。

-x Extension_property =value, … 特定のデータサービスに依存する拡張プロパ
ティをコンマで区切って指定します。データ
サービスがこのプロパティの指定が必要かど
うかについては、各データサービスのマ
ニュアルを参照してください。

-y Standard_property =value, … 特定のデータサービスに依存する標準プロパ
ティをコンマで区切って指定します。データ
サービスがこのプロパティの指定が必要かど
うかについては、各データサービスのマ
ニュアルと付録Aを参照してください。

注 –別のプロパティを設定することもできます。詳細は、付録Aとフェイルオー
バーデータサービスのインストールと構成に関するマニュアルを参照してくださ
い。

3. フェイルオーバーアプリケーションリソースが追加され、妥当性が検査されている
ことを確認します。

# scrgadm -pv -j resource

第 2章 •データサービスリソースの管理 47



リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアは、そのリソースの妥当性を検
査します。妥当性が確認されると、そのリソースを有効にできるとともに、そのリ
ソースグループを RGMの管理下に置くことが可能です。妥当性の検査に失敗する
と、scrgadmコマンドはエラーメッセージを生成して終了します。妥当性の検査
に失敗した場合は、エラーメッセージについて各ノード上の syslogを調べてくだ
さい。メッセージは、妥当性の検査を実施したノードで表示されます。必ずしも
scrgadmコマンドを実行したノードで表示されるわけではありません。

例 –フェイルオーバーアプリケーションリソースのリソー
スグループへの追加
次に、リソース (resource-1)をリソースグループ (resource-group-1)に追加す
る例を示します。リソースは、以前に定義したフェイルオーバーリソースグループと
同じリソースグループに存在している論理ホスト名リソース (schost-1、
schost-2)に依存しています。

# scrgadm -a -j resource-1 -g resource-group-1 -t resource-type-1 \
-y Network_resources_used=schost-1,schost2 \
# scrgadm -pv -j resource-1
(resource-group-1) リソース 名前: resource-1

(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: resource-type-1
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: False

(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: True

次に進む手順
フェイルオーバーアプリケーションリソースを追加したあと、51ページの「リソー
スグループをオンラインにする」の手順に従ってリソースを有効にします。

� スケーラブルアプリケーションリソースをリソー
スグループに追加する
スケーラブルアプリケーションリソースは、フェイルオーバーリソースグループに共
有アドレスを使用するアプリケーションリソースです。

この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースを追加するスケーラブルリソースグループの名前

� リソースが属するリソースタイプの名前

� スケーラブルサービスリソースが使用する共有アドレスリソース。これは、以前に
フェイルオーバーリソースグループに含めた共有アドレスになります。
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追加情報については、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. スケーラブルアプリケーションリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group -t resource-type \
-y Network_resources_used=network-resource[,network-resource...] \
-y Scalable=True

[-x Extension_property=value, ...] [-y Standard_property=value, ...]

-a
リソースを追加します。

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
以前に作成したスケーラブルサービスリソースグループの名前を指定します。

-t resource-type
このリソースが属するリソースタイプの名前を指定します。

-y Network_resources_used = network-resource[,network-resource ...]
このリソースが依存するネットワークリソース (共有アドレス)のリストを指定
します。

-y Scalable[ ] =True
このリソースがスケーラブルであることを指定します。

-x Extension_property =value, …
特定のデータサービスに依存する拡張プロパティをコンマで区切って指定しま
す。データサービスがこのプロパティの指定が必要かどうかについては、各
データサービスのマニュアルを参照してください。

-y Standard_property =value, …
特定のデータサービスに依存する標準プロパティをコンマで区切って指定しま
す。データサービスがこのプロパティの指定が必要かどうかについては、各
データサービスのマニュアルと付録Aを参照してください。

-y Standard_property =value, …
特定のデータサービスに依存する標準プロパティをコンマで区切って指定しま
す。データサービスがこのプロパティの指定が必要かどうかについては、各
データサービスのマニュアルと付録Aを参照してください。
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注 –別のプロパティを設定することもできます。構成可能なほかのプロパティにつ
いては、付録A とスケーラブルデータサービスのインストールと構成に関するマ
ニュアルを参照してください。スケーラブルサービスの場合は、通常、
Port_list、Load_balancing_weights、Load_balancing_policyプロパ
ティを設定します (付録A を参照)。

3. スケーラブルアプリケーションリソースが追加され、妥当性が検査されていること
を確認します。

# scrgadm -pv -j resource

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアは、そのリソースの妥当性を検
査します。妥当性が確認されると、そのリソースを有効にできるとともに、そのリ
ソースグループを RGMの管理下に置くことが可能です。妥当性の検査に失敗する
と、scrgadmコマンドはエラーメッセージを生成して終了します。妥当性の検査
に失敗した場合は、エラーメッセージについて各ノード上の syslogを調べてくだ
さい。メッセージは、妥当性の検査を実施したノードで表示されます。必ずしも
scrgadmコマンドを実行したノードで表示されるわけではありません。

例 –スケーラブルアプリケーションリソースのリソースグ
ループへの追加
次に、リソース (resource-1)をリソースグループ (resource-group-1)に追加す
る例を示します。resource-group-1は、使用されているネットワークアドレス (以
下の例の schost-1と schost-2)を含むフェイルオーバーリソースグループに依存
することに注意してください。リソースは、共有アドレスリソース (schost-1と
schost-2)に依存し、以前に定義した 1つまたは複数のフェイルオーバーリソースグ
ループに存在する必要があります。

# scrgadm -a -j resource-1 -g resource-group-1 -t resource-type-1 \
-y Network_resources_used=schost-1,schost-2 \
-y Scalable=True
# scrgadm -pv -j resource-1
(resource-group-1) リソース 名前: resource-1

(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: resource-type-1
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: False

(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: True

次に進む手順
スケーラブルアプリケーションリソースを追加したあと、51ページの「リソースグ
ループをオンラインにする」の手順に従って、リソースを有効にします。
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リソースグループをオンラインにする
リソースが HAサービスの提供を開始できるようにするには、リソースグループのリ
ソースおよびリソースモニターを有効にし、リソースグループを管理状態にし、リ
ソースグループをオンラインにする必要があります。これらの作業は各々実行できま
すが、次に示すように 1つの手順で実行することもできます。詳細は、scswitch
(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースグループをオンラインにする
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースを有効にして、リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g rg-list

リソースモニターを無効にしている場合は、これらも有効になります。

注 –意図的にリソース (または、障害)モニターを無効にしており、これ以降も無
効にしておく場合は、-Zオプションではなく、-zオプションを指定します。

-Z まず、リソースグループのリソースと障害モニターを有効にすること
によって、リソースグループをオンラインにします。

-g rg-list オンラインにするリソースグループの名前をコンマで区切って指定し
ます。これらのリソースグループは存在する必要があります。このリ
ストには、1つまたは複数のリソースグループ名を指定できます。

-g rg-listオプションは省略できます。このオプションを省略した場
合、すべてのリソースグループがオンラインになります。

注 –オンラインにしようとしている任意のリソースグループがほかのリソースグ
ループに対して強いアフィニティを宣言している場合、この操作は失敗します。詳
細は、98ページの「オンラインのリソースグループをクラスタノード間で分散す
る」を参照してください。

3. リソースがオンラインになっていることを確認します。
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任意のクラスタノードで次のコマンドを実行し、Resource Group Stateのフィール
ドを調べ、ノードリストで指定されたノードで各リソースグループがオンラインに
なっていることを確認します。

# scstat -g

例 –リソースグループをオンラインにする
次に、リソースグループ (resource-group-1)をオンラインにし、その状態を確認
する例を示します。

# scswitch -Z -g resource-group-1

# scstat -g

次に進む手順
リソースグループがオンラインになれば、リソースグループが構成されて使用する準
備が整ったことになります。リソースやノードで障害が発生した場合は、RGMは別
のノードでそのリソースグループをオンラインに切り替えることでリソースグループ
の可用性を維持します。

リソースモニターの無効化と有効化
次の各手順では、リソース自体とは関係なくリソースフォルトモニターだけを無効ま
たは有効にします。したがって、フォルトモニターが無効にされても、そのリソース
自体は正常に動作を続けます。ただし、フォルトモニターが無効になっていると、
データサービスに障害が発生しても、障害回復は自動的には開始されません。

追加情報については、scswitch(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は任意のノードから実行できます。
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� リソース障害モニターを無効にする
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソース障害モニターを無効にします。

# scswitch -n -M -j resource

-n リソースまたはリソースモニターを無効にします。

-M 指定されたリソースのフォルトモニターを無効にします。

-j resource リソースの名前

3. リソースフォルトモニターが無効になっていることを確認します。

各クラスタノードで次のコマンドを実行し、監視されるフィールド (RS
Monitored)を確認します。

# scrgadm -pv

例–リソース障害モニターを無効にする
この例では、リソースフォルトモニターを無効にします。

# scswitch -n -M -j resource-1
# scrgadm -pv
...

RS Monitored: no...

� リソース障害モニターを有効にする
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースフォルトモニターを有効にします。

# scswitch -e -M -j resource

-e リソースまたはリソースモニターを有効にします。

-M 指定されたリソースの障害モニターを有効にします。

-j resource リソースの名前を指定します。

3. リソース障害モニターが有効になっていることを確認します。

各クラスタノードで次のコマンドを実行し、監視されるフィールド (RS
Monitored)を確認します。

# scrgadm -pv
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例–リソース障害モニターを有効にする
この例では、リソースフォルトモニターを有効にします。

# scswitch -e -M -j resource-1
# scrgadm -pv
...

RS Monitored: yes...

リソースタイプの削除
使用されていないリソースタイプを削除する必要はありませんが、次の手順を使用し
て削除できます。

追加情報については、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参
照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースタイプを削除する
リソースタイプを削除する前に、クラスタ内のすべてのリソースグループにある、そ
のタイプのリソースをすべて無効にし、削除する必要があります。scrgadm -pv コ
マンドを使用し、クラスタ内のリソースとリソースグループを確認します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 削除するリソースタイプの各リソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

3. 削除するリソースタイプの各リソースを削除します。

# scrgadm -r -j resource

-r 指定したリソースを削除します。
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-j 削除するリソースの名前を指定します。

4. リソースタイプを削除します。

# scrgadm -r -t resource-type

-r 指定したリソースタイプを削除します。

-t resource-type 削除するリソースタイプの名前を指定します。

5. リソースタイプが削除されていることを確認します。

# scrgadm -p

例 –リソースタイプの削除
次に、リソースタイプのすべてのリソース (resource-type-1)を無効にして削除し
たあとで、そのリソースタイプ自体を削除する例を示します。この例では、
resource-1は、リソースタイプ resource-type-1のリソースです。

# scswitch -n -j resource-1
# scrgadm -r -j resource-1

# scrgadm -r -t resource-type-1

リソースグループの削除
リソースグループを削除するには、最初にそのリソースグループからすべてのリソー
スを削除する必要があります。

追加情報については、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参
照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースグループを削除する
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 次のコマンドを実行し、リソースグループをオフラインに切り替えます。

# scswitch -F -g resource-group
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-F リソースグループをオフラインに切り替えます。

-g resource-group オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

3. リソースグループに含まれているすべてのリソースを無効にします。

scrgadm -pv コマンドを使用し、リソースグループ内のリソースを表示できま
す。リソースグループ内の削除するすべてのリソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

依存性のあるデータサービスリソースがリソースグループに存在する場合、そのリ
ソースを無効にするには、依存するすべてのリソースを無効にする必要がありま
す。

4. リソースグループからすべてのリソースを削除します。

scrgadmコマンドを使用して次の操作を行います。

� リソースの削除
� リソースグループの削除

# scrgadm -r -j resource
# scrgadm -r -g resource-group

-r 指定したリソースやリソースグループを削除します。

-j resource 削除するリソースの名前を指定します。

-g resource-group 削除するリソースグループの名前を指定します。

5. リソースグループが削除されていることを確認します。

# scrgadm -p

例—リソースグループの削除
次に、リソースグループ (resource-group-1)のリソース (resource-1)を削除し
たあとで、そのリソースグループ自体を削除する例を示します。

# scswitch -F -g resource-group-1
# scrgadm -r -j resource-1

# scrgadm -r -g resource-group-1
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リソースの削除
リソースグループからリソースを削除する前に、そのリソースを無効にします。

追加情報については、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参
照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースを削除する
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 削除するリソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

3. リソースを削除します。

# scrgadm -r -j resource

-r 指定したリソースを削除します。

-j resource 削除するリソースの名前を指定します。

4. リソースが削除されていることを確認します。

# scrgadm -p

例 –リソースの削除
次に、リソース resource-1を無効にして削除する例を示します。

# scswitch -n -j resource-1

# scrgadm -r -j resource-1
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リソースグループの主ノードの切り替え
以下の手順を使用し、リソースグループの現在の主ノードを別のノードに切り替え
(スイッチオーバー)、新しい主ノードにすることができます。

追加情報については、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参
照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースグループの主ノードを切り替える
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� スイッチオーバーするリソースグループの名前

� リソースグループをオンラインにする、またはオンラインを維持するノードの名
前。スイッチオーバーを行うリソースグループの、待機系として設定されているク
ラスタノードを指定する必要があります。リソースグループの潜在的主ノードの一
覧を表示するには、scrgadm -pv コマンドを使用します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 稼動系を待機系に切り替えます。

# scswitch -z -g resource-group -h nodelist

-z 指定したリソースグループをオンラインに切り替えます。

-g resource-group 切り替えるリソースグループの名前を指定します。

-h nodelist リソースグループをオンラインにするか、オンラインのまま
にしておくノードの名前をコンマで区切って指定します。こ
のリストには、1つまたは複数のノード名を指定できます。
このリソースグループは、このノード以外のすべてのノード
でオフラインに切り替えられます。

注 –切り替えようとしている任意のリソースグループが他のリソースグループに対
して強いアフィニティを宣言している場合、その操作は失敗するか、委託されま
す。詳細は、98ページの「オンラインのリソースグループをクラスタノード間で
分散する」を参照してください。
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3. リソースグループが新しい稼動系に切り替えられていることを確認します。

次のコマンドを実行し、スイッチオーバーされたリソースグループの状態に関する
出力を調べます。

# scstat -g

例 –リソースグループを新しい主ノードに切り替える
次に、リソースグループ (resource-group-1)を現在の主ノード (phys-schost-1)
から、潜在的主ノード (phys-schost-2)へ切り替える例を示します。まず、リソー
スグループが phys-schost-1でオンラインになっていることを確認します。続い
て、切り替えを行います。最後に、そのグループが phys-schost-2でオンラインに
切り替えられたことを確認します。

phys-schost-1# scstat -g
...
Resource Group Name: resource-group-1
Status
Node Name: phys-schost-1
Status: Online

Node Name: phys-schost-2
Status: Offline

...
phys-schost-1# scswitch -z -g resource-group-1 -h phys-schost-2
phys-schost-1# scstat -g
...
Resource Group Name: resource-group-1
Status
Node Name: phys-schost-2
Status: Online

Node Name: phys-schost-1
Status: Offline

...

リソースの無効化とリソースグループの
UNMANAGED状態への移行
リソースグループは、そのリソースグループに対して管理手順を実施する前に、
UNMANAGED状態に移行する必要があります。リソースグループを
UNMANAGED状態に移行する前に、リソースグループに含まれるすべてのリソース
を無効にし、リソースグループをオフラインにする必要があります。
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追加情報については、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参
照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースを無効にしてリソースグループを非管理
状態に移行する
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� 無効にするリソースの名前
� UNMANAGED状態に移行するリソースグループの名前

この手順に必要なリソースとリソースグループの名前を判断するには、scrgadm -pv
コマンドを使用します。

注 –共有アドレスリソースを無効にした後でも、そのリソースはいくつかのホストか
らの ping(1M)コマンドに応答することがあります。無効にした共有アドレスリソー
スが pingコマンドに応答しないようにするには、そのリソースのリソースグループ
を UNMANAGED状態にする必要があります。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースを無効にします。

この手順を、リソースグループ内のすべてのリソースに対して実行します。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

3. 次のコマンドを実行し、リソースグループをオフラインに切り替えます。

# scswitch -F -g resource-group

-F リソースグループをオフラインに切り替えます。

-g resource-group オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

4. リソースグループを非管理状態にします。

# scswitch -u -g resource-group

-u 指定したリソースグループを非管理状態にします。
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-g resource-group UNMANAGED状態にするリソースグループの名前を指定し
ます。

5. リソースが無効になり、リソースグループが UNMANAGED状態になっているこ
とを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

例 –リソースの無効化とリソースグループの非管理状態へ
の移行
次に、リソース (resource-1)を無効にし、リソースグループ
(resource-group-1)を非管理状態に移行する例を示します。

# scswitch -n -j resource-1
# scswitch -F -g resource-group-1
# scswitch -u -g resource-group-1
# scrgadm -pv -g resource-group-1
リソースグループ 名前: resource-group-1
(resource-group-1) リソースグループ RG_description: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ management state: Unmanaged
(resource-group-1) リソースグループ Failback: False
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1

phys-schost-2
(resource-group-1) リソースグループ Maximum_primaries: 2
(resource-group-1) リソースグループ Desired_primaries: 2
(resource-group-1) リソースグループ RG_dependencies: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ mode: Failover
(resource-group-1) リソースグループ network dependencies: True
(resource-group-1) リソースグループ Global_resources_used: All
(resource-group-1) リソースグループ Pathprefix:

(resource-group-1) リソース 名前: resource-1
(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: SUNW.apache
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: True
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: False

(resource-group-1:resource-1) リソース detached: False
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リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソース構成情報の表示
リソース、リソースグループ、リソースタイプで管理手順を実施する前に、この手順
を使用し、これらのオブジェクトの現在の構成設定を表示します。

追加情報については、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参
照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

リソースタイプ、リソースグループ、リソース構
成情報の表示
scrgadmコマンドは、構成状態に関する次の 3つのレベルの情報を表示します。

� --pオプションを指定した場合は、リソースタイプ、リソースグループ、リソー
スのプロパティ値に関する最小限の情報が表示されます。

� -pvオプションを指定した場合は、ほかのリソースタイプ、リソースグループ、
リソースプロパティに関する詳細が表示されます。

� -pvvオプションを指定した場合は、リソースタイプメソッド、拡張プロパティ、
すべてのリソースとリソースグループのプロパティを含む、詳細情報が表示されま
す。

また、表示したいオブジェクトの名前の後に -t (リソースタイプ)、-g (リソースグ
ループ)、および -j (リソース)オプションを指定することによって、特定のリソース
タイプ、リソースグループ、またはリソースのステータス情報を確認できます。たと
えば、次のコマンドは、リソース apache-1のみについて、特定の情報を表示するこ
とを指定します。

# scrgadm -p[v[v]] -j apache-1

詳細については、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。
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リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソースプロパティの変更
Sun Clusterは、リソースタイプ、リソースグループ、およびリソースを構成するため
の標準プロパティを定義します。これらの標準プロパティについては、次の節を参照
してください。

� 119ページの「リソースタイププロパティ」
� 126ページの「リソースのプロパティ」
� 137ページの「リソースグループのプロパティ」

また、リソースには、リソースを表現するデータサービスの拡張プロパティも事前定
義されています。データサービスの拡張プロパティについては、データサービスのマ
ニュアルを参照してください。

プロパティを変更できるかどうかを判断するには、そのプロパティの説明において、
プロパティの調整エントリを参照してください。

次の手順に、リソースタイプ、リソースグループ、およびリソースを構成するための
プロパティを変更する方法について説明します。

� リソースタイププロパティを変更する
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� 変更するリソースタイプの名前

� 変更するリソースタイププロパティの名前。リソースタイプの場合、特定のプロパ
ティだけを変更できます。プロパティを変更できるかどうかを判断するには、119
ページの「リソースタイププロパティ」において、プロパティの調整エントリを参
照してください。

注 – Installed_nodesプロパティは明示的には変更できません。このプロパ
ティを変更するには、scrgadmコマンドの -h installed-node-listオプションを指定
します。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。
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2. scrgadmコマンドを使用し、この手順に必要なリソースタイプの名前を判断しま
す。

# scrgadm -pv

3. リソースタイププロパティを変更します。

リソースタイプの場合、特定のプロパティだけを変更できます。プロパティを変更
できるかどうかを判断するには、119ページの「リソースタイププロパティ」にお
いて、プロパティの調整エントリを参照してください。

# scrgadm -c -t resource-type [-h installed-node-list] [-y property=new-value]

-c 指定したリソースタイププロパティを変更します。

-t resource-type リソースタイプの名前を指定します。

-h installed-node-list このリソースタイプがインストールされるノードの名前を
指定します。

-y property
=new-value

変更する標準プロパティの名前と、そのプロパティの新し
い値を指定します。

Installed_nodesプロパティは明示的には変更できませ
ん。このプロパティを変更するには、scrgadmコマンド
の -h installed-node-listオプションを指定します。

4. リソースタイププロパティが変更されていることを確認します。

# scrgadm -pv -t resource-type

例 –リソースタイププロパティの変更
次に、SUNW.apacheプロパティを変更し、このリソースタイプが 2つのノード
(phys-schost-1および phys-schost-2)にインストールされるように定義する例
を示します。

# scrgadm -c -t SUNW.apache -h phys-schost-1,phys-schost-2
# scrgadm -pv -t SUNW.apache
リソースタイプ 名前: SUNW.apache
(SUNW.apache) リソースタイプ 説明: Apache Resource Type
(SUNW.apache) リソースタイプ ベースディレクトリ: /opt/SUNWscapc/bin
(SUNW.apache) リソースタイプ 単一のインスタンス: False
(SUNW.apache) リソースタイプ 初期ノード: All potential masters
(SUNW.apache) リソースタイプ フェイルオーバー: False
(SUNW.apache) リソースタイプ バージョン: 1.0
(SUNW.apache) リソースタイプ API バージョン: 2
(SUNW.apache) リソースタイプ ノードにインストールされている: phys-schost1 phys-schost-2

(SUNW.apache) リソースタイプ パッケージ: SUNWscapc
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� リソースグループプロパティを変更する
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� 変更するリソースグループの名前
� 変更するリソースグループプロパティの名前とその新しいプロパティ値

この手順では、リソースグループプロパティの変更方法について説明しています。リ
ソースグループプロパティの一覧については、付録A を参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースグループプロパティを変更します。

# scrgadm -c -g resource-group -y property=new_value

-c 指定したプロパティを変更します。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

-y property 変更するプロパティの名前を指定します。

3. リソースグループプロパティが変更されていることを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

例 –リソースグループプロパティの変更
次に、リソースグループ (resource-group-1)の Failbackプロパティを変更する
例を示します。

# scrgadm -c -g resource-group-1 -y Failback=True

# scrgadm -pv -g resource-group-1

� リソースプロパティを変更する
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� 変更するプロパティを持つリソースの名前
� 変更するプロパティの名前

この手順は、リソースプロパティの変更方法について説明しています。リソースグ
ループプロパティの一覧については、付録A を参照してください。
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注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. scrgadm -pvv コマンドを実行し、現在のリソースプロパティ設定を表示しま
す。

# scrgadm -pvv -j resource

3. リソースプロパティを変更します。

# scrgadm -c -j resource -y property=new_value | -x extension_property=new_value

-c 指定したプロパティを変更します。

-j resource リソースの名前を指定します。

-y property =new_value 変更する標準プロパティの名前を指定しま
す。

-x extension_property =new_value 変更する拡張プロパティの名前を指定しま
す。データサービスの拡張プロパティについ
ては、データサービスのマニュアルを参照し
てください。

4. リソースプロパティが変更されていることを確認します。

# scrgadm pvv -j resource

例 –標準リソースプロパティの変更
次に、リソース (resource-1)のシステム定義プロパティ (Start_timeout)の変更
例を示します。

# scrgadm -c -j resource-1 -y start_timeout=30

# scrgadm -pvv -j resource-1

例 –拡張リソースプロパティの変更
次に、リソース (resource-1)の拡張プロパティ (Log_level)の変更例を示しま
す。

# scrgadm -c -j resource-1 -x Log_level=3

# scrgadm -pvv -j resource-1
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� 論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリソー
スを変更する
デフォルトでは、論理ホスト名リソースと共有アドレスリソースは名前解決にネーム
サービスを使用します。同じクラスタ上で動作するネームサービスを使用するように
クラスタを構成することも可能です。論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリ
ソースがフェイルオーバーされると、そのクラスタ上で動作しているネームサービス
もフェイルオーバーされます。論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリソースが
使用するネームサービスがフェイルオーバーしている場合、このリソースはフェイル
オーバーできません。

注 –同じクラスタ上で動作しているネームサービスを使用するようにクラスタを構成
すると、そのクラスタ上のほかのサービスの可用性を損なう可能性があります。

このようなフェイルオーバーの失敗を防ぐには、ネームサービスをバイパスするよう
に論理ホスト名リソースまたは共有アドレスリソースを変更します。ネームサービス
をバイパスするようにリソースを変更するには、リソースの CheckNameService 拡
張プロパティを falseに設定します。CheckNameServiceプロパティはいつでも変
更できます。

注 –リソースタイプのバージョンが 2より前の場合、リソースを変更する前に、ま
ず、リソースタイプをアップグレードする必要があります。詳細は、69ページ
の「事前登録されているリソースタイプのアップグレード」を参照してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースプロパティを変更します。

# scrgadm -c -j resource -x CheckNameService=false

-j resource 変更する論理ホスト名リソースまたは共有ア
ドレスリソースの名前を指定します。

-y CheckNameService=false リソースの CheckNameService拡張プロパ
ティを falseに設定します。
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リソースの STOP_FAILEDエラーフラグ
の消去
Failover_modeリソースプロパティが NONEまたは SOFTに設定されているとき
に、リソースの STOPに失敗した場合は、個々のリソースは STOP_FAILED状態にな
り、リソースグループは ERROR_STOP_FAILED状態になります。この状態のリソー
スグループは、ノード上でオンラインにできません。また、リソースの作成や削除、
リソースグループやリソースプロパティの変更などの編集操作を行うこともできませ
ん。

� リソースの STOP_FAILEDエラーフラグを消去す
る
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースが STOP_FAILEDであるノードの名前
� STOP_FAILED状態になっているリソースとリソースグループの名前

追加情報については、scswitch(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. STOP_FAILED状態のリソースと、どのノードでこの状態なのかを確認します。

# scstat -g

3. STOP_FAILED状態になっているノード上で、リソースとそのモニターを手作業で
停止します。

この手順では、プロセスを強制終了するか、リソースタイプ固有のコマンドまたは
別のコマンドを実行する必要があります。

4. リソースを手作業で停止したすべてのノード上で、これらのリソースの状態を手作
業で OFFLINEに設定します。

# scswitch -c -h nodelist -j resource -f STOP_FAILED

-c フラグを消去します。
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-h nodelist リソースが STOP_FAILED状態であるノードの名前をコン
マで区切って指定します。このリストには、1つまたは複数
のノード名を指定できます。

-j resource オフラインにするリソースの名前を指定します。

-f STOP_FAILED フラグ名を指定します。

5. 手順 4で STOP_FAILEDフラグを消去したノード上で、リソースグループの状態
を調べます。

リソースグループの状態は、OFFLINEまたは ONLINEになっています。

# scstat -g

コマンド scstat -gは、リソースグループの状態が ERROR_STOP_FAILEDのま
まかを示します。リソースグループがまだ ERROR_STOP_FAILED状態の場合は、
scswitchコマンドを実行し、該当するノード上でリソースグループをオフライン
に切り替えます。

# scswitch -F -g resource-group

-F グループをマスターできるすべてのノード上でリソースグ
ループをオフラインにします。

-g resource-group オフラインに切り替えるリソースグループの名前を指定しま
す。

この状況は STOPメソッドに失敗し、停止に失敗したリソースがリソースグループ
内のほかのノードの依存性を持っているときに、リソースグループをオフラインに
切り替えた場合に発生します。これ以外の状況では、手順 4のコマンドをすべての
STOP_FAILEDリソースで実行することによって、リソースグループは自動的に
ONLINEまたは OFFLINE状態に戻ります。

これで、リソースグループを ONLINE状態に切り替えることができます。

事前登録されているリソースタイプの
アップグレード
Sun Cluster 3.1 9/04では、次の事前登録されているリソースタイプが拡張されていま
す。

� SUNW.LogicalHostnameは、論理ホスト名を表現します。
� SUNW.SharedAddressは、共有アドレスを表現します。

これらのリソースタイプが拡張された目的は、名前解決用のネームサービスをバイパ
スするように論理ホスト名リソースと共有アドレスリソースを変更できるようにする
ためです。
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以下の条件が当てはまる場合は、これらのリソースタイプをアップグレードします。

� 以前のバージョンの Sun Clusterからアップグレードしている場合。
� リソースタイプの新機能を使用する必要がある場合。

リソースタイプをアップグレードする方法については、33ページの「リソースタイプ
の更新」を参照してください。以下の各項では、事前登録されているリソースタイプ
のアップグレードに必要な情報について説明します。

新しいリソースタイプバージョンの登録に関する
情報
次の表に、各事前登録されているリソースタイプと Sun Clusterのリリース間の関係
を示します。Sun Clusterのリリースは、リソースタイプが導入されたバージョンを表
します。

リソースタイプ リソースタイプバージョン Sun Clusterのリリース

SUNW.LogicalHostname 1.0 3.0

2 3.1 9/04

SUNW.SharedAddress 1.0 3.0

2 3.1 9/04

登録されているリソースタイプのバージョンを調べるには、次のどちらかのコマンド
を使用します。

� scrgadm -p
� scrgadm -pv

例 2–1 SUNW.LogicalHostnameリソースタイプの新しいバージョンの登録

この例では、アップグレード中、 SUNW.LogicalHostname リソースタイプのバー
ジョン 2を登録するためのコマンドを示します。

# scrgadm -a -t SUNW.LogicalHostname:2

リソースタイプの既存インスタンスの移行に関す
る情報
次に、事前登録されているリソースタイプのインスタンスを移行する必要がある情報
を示します。

� 移行はいつでも実行できます。
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� 事前登録されているリソースタイプの新機能を使用する必要がある場合、
Type_versionプロパティの値が 2である必要があります。

� ネームサービスをバイパスするようにリソースを変更するには、リソースの
CheckNameService 拡張プロパティを false に設定します。

例 2–2論理ホスト名リソースの移行

この例では、論理ホスト名リソース lhostrsを移行するためのコマンドを示しま
す。移行の結果として、このリソースは名前解決用のネームサービスをバイパスする
ように変更されます。

# scrgadm -c -j lhostrs -y Type_version=2 -x CheckNameService=false

事前登録されているリソースタイプを
誤って削除した後の再登録
事前登録されているリソースタイプには、SUNW.LogicalHostnameと
SUNW.SharedAddressがあります。すべての論理ホスト名と共有アドレスリソース
がこれらのリソースタイプを使用します。これら 2つのリソースタイプは、誤って削
除した場合を除き、登録する必要はありません。誤ってリソースタイプを削除した場
合は、次の手順を使用して再登録してください。

注 –事前登録されているリソースタイプをアップグレードしている場合は、69ページ
の「事前登録されているリソースタイプのアップグレード」の指示に従って、新しい
リソースタイプのバージョンを登録してください。

追加情報については、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� 事前登録されているリソースタイプを誤って削除
した後に再登録する
� リソースタイプを再登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.resource-type

-a リソースタイプを追加します。
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-t SUNW.resource-type 追加する (再登録する)リソースタイプを指定します。
リソースタイプは、SUNW.LogicalHostnameまたは
SUNW.SharedAddressのいずれかになります。

例 -事前登録されているリソースタイプを誤って削除した
後に再登録する
次に、LogicalHostnameリソースタイプを再登録する例を示します。

# scrgadm -a -t SUNW.LogicalHostname

リソースグループへのノードの追加と削
除
この節の手順では、次の作業を行います。

� リソースグループの追加のマスターとなるクラスタノードを構成する
� リソースグループからノードを削除する

ノードの追加や削除をフェイルオーバーリソースグループに対して行うのか、スケー
ラブルリソースグループに対して行うのかによって、手順は異なります。

フェイルオーバーリソースグループは、フェイルオーバーとスケーラブルの両方の
サービスによって使用されるネットワークリソースを含みます。クラスタに接続され
る各 IPサブネットワークは、指定された独自のネットワークリソースを持ち、フェイ
ルオーバーリソースグループに含まれます。このネットワークリソースは、論理ホス
ト名または共有アドレスリソースのいずれかになります。各ネットワークリソース
は、それが使用する IPネットワークマルチパスグループのリストを含んでいます。
フェイルオーバーリソースグループの場合は、リソースグループ (netiflistリソー
スプロパティ)に含まれる各ネットワークリソースに対し、IPネットワークマルチパ
スグループの完全なリストを更新する必要があります。

スケーラブルリソースグループの場合は、スケーラブルグループをホストの新しい
セット上でマスターされるように変更するほかに、スケーラブルリソースによって使
用されるネットワークリソースを含むフェイルオーバーグループのための手順も実行
する必要があります。

追加情報については、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –任意のクラスタノードから、以下に説明する手順のいずれかを実行します。
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リソースグループにノードを追加する
ノードをリソースグループに追加する手順は、リソースグループがスケーラブルリ
ソースグループか、またはフェイルオーバーリソースグループかによって異なりま
す。詳細の手順については、以下の節を参照してください。

� 73ページの「スケーラブルリソースグループにノードを追加する」
� 74ページの「フェイルオーバーリソースグループにノードを追加する」

この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� すべてのクラスタノードの名前とノード ID

� ノードが追加されるリソースグループの名前

� すべてのノード上のリソースグループによって使用されるネットワークリソースを
ホストする IPネットワークマルチパスグループの名前

さらに、新しいノードがすでにクラスタメンバーになっていることも確認してくださ
い。

� スケーラブルリソースグループにノードを追加する
1. リソースグループ内のスケーラブルリソースが使用する各ネットワークリソースご
とに、そのネットワークリソースが配置されているリソースグループが新しいノー
ドで実行されるようにします。

詳細は、以下の作業の手順 1から手順 4を参照してください。

2. スケーラブルリソースグループをマスターできるノードのリスト (nodelistリ
ソースグループプロパティ)に新しいノードを追加します。

この手順は、nodelistの値を上書きするため、リソースグループをマスターで
きるすべてのノードをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -g resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g resource-group ノードが追加されるリソースグループの名前を指定します。

-h nodelist リソースグループをマスターできるノードの名前をコンマで
区切って指定します。

3. (省略可能)スケーラブルリソースの Load_balancing_weightsプロパティを更
新し、リソースグループに追加するノードにウエイトを割り当てます。

ウエイトを割り当てない場合は、デフォルトで 1になります。詳細は、scrgadm
(1M)のマニュアルページを参照してください。
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� フェイルオーバーリソースグループにノードを追加する
1. 現在のノードリスト、およびリソースグループ内の各リソース用に構成された IP
ネットワークマルチパスグループの現在のリストを表示します。

# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i nodelist
# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i netiflist

注 – nodelistと netiflistのコマンド行出力では、ノード名でノードが識別さ
れます。ノード ID を識別するには、コマンド scconf -pv | grep -i node_id
を実行してください。

2. ノードの追加によって影響を受けるネットワークリソースの netiflistを更新し
ます。

この手順は、netiflistの値を上書きするため、すべての IPネットワークマルチパス
グループをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -j network-resource -x netiflist=netiflist

-c ネットワークリソースを変更します。

-j network-resource netiflistエントリ上でホストされているネットワーク
リソースの名前 (論理ホスト名または共有アドレス)
を指定します。

-x netiflist =netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループを
コンマで区切って指定します。netiflistの各要素は、
netif@nodeの形式にする必要があります。netif
は IPネットワークマルチパスグループ名
(sc_ipmp0など)として指定できます。ノードには、
ノード名またはノード ID ( sc_ipmp0@1、
sc_ipmp@phys-schost-1など)を指定できます。

3. このリソースグループをマスターできるすべてのノードを含めるように、ノードリ
ストを更新します。

この手順は、nodelistの値を上書きするため、リソースグループをマスターで
きるすべてのノードをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -g resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g resource-group ノードが追加されるリソースグループの名前を指定します。

-h nodelist リソースグループをマスターできるノードの名前をコンマで
区切って指定します。

4. 更新された情報を確認します。
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# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i nodelist
# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i netiflist

例 –リソースグループへのノードの追加
次に、リソースグループ (resource-group-1)にノード (phys-schost-2)を追加
する例を示します。このリソースグループは、論理ホスト名リソース (schost-2)を
含んでいます。

# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-3
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-2) リソース property name: NetIfList
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) リソース property class: extension
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) List of IP Networking Multipathing
interfaces on each node
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) リソース property type: stringarray
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) リソース property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@3

(ノード 1と 3のみが IPネットワークマルチパスグループに割り当てられています。ノード 2用の
IPネットワークマルチパスグループを追加する必要があります。)

# scrgadm -c -j schost-2 -x netiflist=sc_ipmp0@1,sc_ipmp0@2,sc_ipmp0@3
# scrgadm -c -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2,phys-schost-3
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-2

phys-schost-3
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) リソース property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@2

sc_ipmp0@3

リソースグループからノードを削除する
ノードをリソースグループから削除する手順は、リソースグループがスケーラブルリ
ソースグループであるか、またはフェイルオーバーリソースグループであるかに
よって異なります。詳細の手順については、以下の節を参照してください。

� 76ページの「スケーラブルリソースグループからノードを削除する」
� 77ページの「フェイルオーバーリソースグループからノードを削除する」
� 79ページの「共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリソースグループか
らノードを削除する」

具体例は、80ページの「例 –リソースグループからのノードの削除」を参照してく
ださい。

この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� すべてのクラスタノードの名前とノード ID
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# scconf -pv | grep “Node ID”

� ノードが削除されるリソースグループまたはグループの名前

# scrgadm -pv | grep “Res Group Nodelist”

� すべてのノード上のリソースグループによって使用されるネットワークリソースを
ホストする IPネットワークマルチパスグループの名前

# scrgadm -pvv | grep “NetIfList.*value”

さらに、削除するノード上でリソースグループがマスターされていないことを確認し
てください。削除するノード上でマスターされている場合は、scswitchコマンドを
実行し、そのノードでリソースグループをオフラインに切り替えてください。次の
scswitchコマンドは、指定されたノードからリソースグループをオフラインにしま
す。この場合、new-mastersにこのノードが含まれていてはなりません。

# scswitch -z -g resource-group -h new-masters

-g resource-group オフラインに切り替えるリソースグループ (削除するノードでマ
スターされている)の名前を指定します。

-h new-masters このリソースグループを現在マスターできるノードを指定しま
す。

追加情報については、scswitch(1M)のマニュアルページを参照してください。

注意 –すべてのリソースグループからノードを削除する場合で、スケーラブルサービ
ス構成を使用するときは、最初にスケーラブルリソースグループからそのノードを削
除してください。続いて、フェイルオーバーグループからそのノードを削除してくだ
さい。

� スケーラブルリソースグループからノードを削除する
スケーラブルサービスは、次に示すように 2つのリソースグループとして構成されま
す。

� 1つは、スケーラブルサービスリソースを含むスケーラブルグループです。

� もう 1つは、スケーラブルサービスリソースが使用する共有アドレスリソースを含
むフェイルオーバーグループです。

スケーラブルリソースグループの RG_dependenciesプロパティは、フェイルオー
バーリソースグループへの依存性を使用してスケーラブルグループを構成するように
設定されます。このプロパティの詳細は、付録A を参照してください。

スケーラブルサービスの構成に関する詳細は、『 Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)
』のマニュアルを参照してください。
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スケーラブルリソースグループからノードを削除すると、そのスケーラブルサービス
はそのノード上でオンラインにすることができなくなります。スケーラブルリソース
グループからノードを削除するには、以下の作業を行なってください。

1. スケーラブルリソースグループをマスターできるノードのリスト (nodelistリ
ソースグループプロパティ)からノードを削除します。

# scrgadm -c -g scalable-resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g scalable-resource-group ノードが削除されるリソースグループの名前を指定し
ます。

-h nodelist 当該リソースグループをマスターできるノードの名前
をコンマで区切って指定します。

2. (省略可能)共有アドレスリソースが入ったフェイルオーバーリソースグループから
ノードを削除します。

詳細は、79ページの「共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリソースグ
ループからノードを削除する」を参照してください。

3. (省略可能)スケーラブルリソースの Load_balancing_weightsプロパティを更
新し、リソースグループから削除するノードのウエイトを削除します。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

� フェイルオーバーリソースグループからノードを削除する
フェイルオーバーリソースグループからノードを削除するには、以下の作業を行
なってください。

注意 –すべてのリソースグループからノードを削除する場合で、スケーラブルサービ
ス構成を使用するときは、最初にスケーラブルリソースグループからそのノードを削
除してください。続いて、この方法を使用してフェイルオーバーグループからノード
を削除してください。

注 –フェイルオーバーリソースグループにスケーラブルサービスが使用する共有アド
レスリソースが含まれる場合は、79ページの「共有アドレスリソースを含むフェイ
ルオーバーリソースグループからノードを削除する」を参照してください。

1. このリソースグループをマスターできるすべてのノードを含めるように、ノードリ
ストを更新します。
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この手順はノードを削除してノードリストの値を上書きするため、リソースグルー
プをマスターできるすべてのノードをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -g failover-resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g failover-resource-group ノードが削除されるリソースグループの名前を指定し
ます。

-h nodelist 当該リソースグループをマスターできるノードの名前
をコンマで区切って指定します。

2. リソースグループ内の各リソース用に構成した IPネットワークマルチパスグルー
プの現在のリストを表示します。

# scrgadm -pvv -g failover-resource-group | grep -i netiflist

3. ノードの削除によって影響を受けるネットワークリソースの netiflistを更新し
ます。

この手順は netiflistの値を上書きするため、すべての IPネットワークマルチ
パスグループをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -j network-resource -x netiflist=netiflist

注 –上記コマンド行の出力は、ノード名によってノードを識別します。ノード ID
を識別するには、コマンド scconf -pv | grep “ノード ID” を実行してくださ
い。

-c ネットワークリソースを変更します。

-j network-resource netiflistエントリ上でホストされているネット
ワークリソースの名前を指定します。

-x netiflist=netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループを
コンマで区切って指定します。netiflistの各要素は、
netif@nodeの形式にする必要があります。netif
は IPネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0
など)として指定できます。ノードは、ノード名また
はノード ID (sc_ipmp0@1、
sc_ipmp@phys-schost-1など)で識別できます。

注 –現バージョンの Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使用できません。

4. 更新された情報を確認します。

# scrgadm -pvv -g failover-resource-group | grep -i nodelist
# scrgadm -pvv -g failover-resource-group | grep -i netiflist

78 Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版) • 2004年 9月, Revision A



� 共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリソースグ
ループからノードを削除する
スケーラブルサービスが使用する共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリ
ソースグループでは、ノードは次の場所に現れます。

� フェイルオーバーリソースグループのノードリスト
� 共有アドレスリソースの auxnodelist

フェイルオーバーリソースグループのノードリストからノードを削除するには、
77ページの「フェイルオーバーリソースグループからノードを削除する」に示されて
いる作業を行なってください。

共有アドレスリソースの auxnodelistを変更するには、共有アドレスリソースを削
除して作成し直す必要があります。

フェイルオーバーグループのノードリストからノードを削除すると、そのノード上の
共有アドレスリソースを継続して使用し、スケーラブルサービスを提供できます。こ
のためには、共有アドレスリソースの auxnodelistにそのノードを追加する必要が
あります。auxnodelistにノードを追加するには、以下の作業を行なってくださ
い。

注 –以下の作業は、共有アドレスリソースの auxnodelistからノードを削除するた
めにも使用できます。auxnodelistからノードを削除するには、共有アドレスリ
ソースを削除して作成し直す必要があります。

1. スケーラブルサービスリソースをオフラインに切り替えます。

2. フェイルオーバーリソースグループから共有アドレスリソースを削除します。

3. 共有アドレスリソースを作成します。

フェイルオーバーリソースグループから削除したノードのノード IDまたはノード
名を auxnodelistに追加します。

# scrgadm -a -S -g failover-resource-group \

-l shared-address -X new-auxnodelist

failover-resource-group 共有アドレスリソースを含めるために使用されたフェイ
ルオーバーリソースグループの名前。

shared-address 共有アドレスの名前。

new-auxnodelist 妥当なノードの追加または削除によって変更された新し
い auxnodelist。
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例 –リソースグループからのノードの削除
次に、リソースグループ (resource-group-1)からノード (phys-schost-3)を削
除する例を示します。このリソースグループは、論理ホスト名リソース (schost-1)
を含んでいます。

# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-2

phys-schost-3
# scrgadm -c -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-1) リソース property name: NetIfList
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) リソース property class: extension
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) List of IP Networking Multipathing
interfaces on each node
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) リソース property type: stringarray
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) リソース property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@2

sc_ipmp0@3

(sc_ipmp0@3は削除される IPネットワークマルチパスグループです。)

# scrgadm -c -j schost-1 -x netiflist=sc_ipmp0@1,sc_ipmp0@2
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-2
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist

(resource-group-1:schost-1:NetIfList) リソース property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@2

リソースグループとディスクデバイスグ
ループ間での起動の同期
クラスタが起動した後、あるいは、サービスが別のノードにフェイルオーバーした
後、グローバルデバイスとクラスタファイルシステムが利用できるようになるまでに
は、しばらく時間がかかることがあります。ただし、データサービスは、データサー
ビスが依存する広域デバイスとクラスタファイルシステムがオンラインになる前に、
STARTメソッドを実行できます。この例では、STARTメソッドがタイムアウトする
ため、データサービスが使用するリソースグループの状態をリセットし、データサー
ビスを手動で再起動する必要があります。リソースタイプ HAStorageと
HAStoragePlusは、広域デバイスとクラスタファイルシステムを監視し、同じリ
ソースグループ内のほかのリソースが利用可能になるまでそれらの STARTメソッド
を待機させます(どのリソースタイプを作成するかを決定するには、20ページ
の「HAStorageまたは HAStoragePlusの選択」を参照してください)。このよう
な追加の管理作業を軽減するには、グローバルデバイスやクラスタファイルシステム
に依存するデータサービスリソースを持つすべてのリソースグループに、HAStorage
または HAStoragePlusを設定してください。
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HAStorageリソースタイプの作成については、81ページの「新しいリソース用に
HAStorageリソースタイプを設定する」を参照してください。

HAStoragePlusリソースタイプの作成については、87ページ
の「HAStoragePlusリソースタイプを設定する」を参照してください。

� 新しいリソース用に HAStorageリソースタイプ
を設定する
HAStorageは、今後の Sun Clusterでサポートされなくなる可能性があります。同等
の機能が HAStoragePlusでサポートされています。HAStorageから HAStoragePlus
へアップグレードするには、83ページの「HAStorageから HAStoragePlusへの
アップグレード」を参照してください。

次の例では、リソースグループ resource-group-1は、次の 3つのデータサービス
を含んでいます。

� Sun Java System Web Server (/global/resource-group-1に依存する)
� Oracle (/dev/global/dsk/d5s2に依存する)
� NFS (dsk/d6に依存する)

新しいリソースに対し、HAStorageリソースの hastorage-1を
resource-group-1に作成するには、80ページの「リソースグループとディスクデ
バイスグループ間での起動の同期」を読み、その後次の手順を実行します。

HAStoragePlusリソースタイプを作成するには、86ページの「高可用性ローカル
ファイルシステムの有効化」を参照してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースグループ resource-group-1を作成します。

# scrgadm -a -g resource-group-1

3. リソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、登録されているリソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p | egrep Type

4. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStorage

5. HAStorage リソースである hastorage-1 を作成し、サービスパスを定義しま
す。

# scrgadm -a -j hastorage-1 -g resource-group-1 -t SUNW.HAStorage \
-x ServicePaths=/global/resource-group-1,/dev/global/dsk/d5s2,dsk/d6

ServicePathsには、次の値を含むことができます。
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� 広域デバイスグループ名 (例:nfs-dg)
� 広域デバイスのパス (例:/dev/global/dsk/d5s2または dev/d6)
� クラスタファイルシステムのマウントポイント (例:/global/nfs)

注 – ServicePathsにクラスタファイルシステムパスが含まれる場合、広域デバ
イスグループはそれらに対応するリソースグループと共に使用されない場合があり
ます。

6. hastorage-1リソースを有効にします。

# scswitch -e -j hastorage-1

7. リソース Sun Java System Web Server、Oracle、NFSを resource-group-1に
追加し、これらの依存性を hastorage-1に設定します。

たとえば、Sun Java System Web Serverの場合、次のコマンドを実行します。

# scrgadm -a -j resource \-g resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_list=/global/iws/schost-1 -y Scalable=False \
-y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=80/tcp \
-y Resource_dependencies=hastorage-1

8. リソースの依存性を正しく構成したかを確認します。

# scrgadm -pvv -j resource | egrep strong

9. resource-group-1をMANAGED状態に設定し、オンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group-1

HAStorageリソースタイプは、別の拡張プロパティ (AffinityOn)を含みます。こ
の拡張プロパティは、HAStorageが ServicePathsで定義されている広域デバイス
およびクラスタファイルシステムの類似性スイッチオーバーを実行する必要があるか
どうかを指定するブール値です。詳細は、SUNW.HAStorage(5)のマニュアルページ
を参照してください。

注 –リソースグループがスケーラブルの場合、HAStorageと HAStoragePlusは
AffinityOnが TRUEに設定されることを許可しません。スケーラブルリソースグ
ループについては、HAStorageと HAStoragePlusは AffinityOn値をチェック
し、この値を内部的に FALSEに設定し直します。
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� 既存のリソース用に HAStorageリソースタイプ
を設定する
HAStorageは、今後の Sun Clusterでサポートされなくなる可能性があります。同等
の機能が HAStoragePlusでサポートされています。HAStorageから HAStoragePlus
へアップグレードするには、83ページの「HAStorageから HAStoragePlusへの
アップグレード」を参照してください。

既存のリソースのために HAStorageリソースを作成するには、80ページの「リソー
スグループとディスクデバイスグループ間での起動の同期」を読み、その後以下の作
業を行なってください。

1. リソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、登録されているリソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p | egrep Type

2. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStorage

3. HAStorage リソースである hastorage-1 を作成します。

# scrgadm -a -g resource-group -j hastorage-1 -t SUNW.HAStorage \
-x ServicePaths= ... -x AffinityOn=True

4. hastorage-1リソースを有効にします。

# scswitch -e -j hastorage-1

5. 必要に応じて既存の各リソースについて依存性を設定します。

# scrgadm -c -j resource -y Resource_Dependencies=hastorage-1

6. リソースの依存性を正しく構成したかを確認します。

# scrgadm -pvv -j resource | egrep strong

HAStorageから HAStoragePlusへの
アップグレード
HAStorageは、今後の Sun Clusterでサポートされなくなる可能性があります。同等
の機能が HAStoragePlusでサポートされています。HAStorageから HAStorageへ
アップグレードする方法については、以下の節を参照してください。
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デバイスグループまたは CFSを使用している場合
に HAStorageから HAStoragePlusへアップグレー
ドする
HAStorageは、今後の Sun Clusterでサポートされなくなる可能性があります。同等
の機能が HAStoragePlusでサポートされています。デバイスグループまたは CFSを
使用している場合に HAStorageから HAStoragePlusにアップグレードするには、以
下の作業を行なってください。

この例では、HAStorageで単純な HA-NFSリソースが有効になっています。
ServicePathsはディスクグループ nfsdgで、AffinityOnプロパティは TRUEです。
さらに、この HA-NFSリソースは Resource_Dependenciesを HAStorageリソー
スに設定しています。

1. HAStorageに対するアプリケーションリソースの依存性を除去します。

# scrgadm -c -j nfsserver-rs -y Resource_Dependencies=""

2. HAStorageリソースを無効にします。

# scswitch -n -j nfs1storage-rs

3. アプリケーションリソースグループから HAStorageリソースを削除します。

# scrgadm -r -j nfs1storage-rs

4. HAStorageリソースタイプの登録を解除します。

# scrgadm -r -t SUNW.HAStorage

5. HAStoragePlusリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

6. HAStoragePlusリソースを作成します。

ファイルシステムのマウントポイントを指定するには、次のテキストを入力してく
ださい。

# scrgadm -a -j nfs1-hastp-rs -g nfs1-rg -t \
SUNW.HAStoragePlus -x FilesystemMountPoints=/global/nfsdata -x \

AffinityOn=True

グローバルデバイスパスを指定するには、次のテキストを入力してください。

# scrgadm -a -j nfs1-hastp-rs -g nfs1-rg -t \

SUNW.HAStoragePlus -x GlobalDevicePaths=nfsdg -x AffinityOn=True
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注 – HAStorageの ServicePathsプロパティではなく、HAStoragePlusの
GlobalDevicePathsまたは FilesystemMountPointsプロパティを使用する必要があ
ります。FilesystemMountPoints拡張プロパティは、/etc/vfstabで指定された
シーケンスと一致する必要があります。

7. HAStoragePlusリソースを有効にします。

# scswitch -e -j nfs1-hastp-rs

8. アプリケーションサーバーとHAStoragePlusとの間の依存性を設定します。

# scrgadm -c -j nfsserver-rs -y \

Resource_Depencencies=nfs1=hastp-rs

CFSによる HAStorageからフェイルオーバー
ファイルシステムによる HAStoragePlusへアップ
グレードする
HAStorageは、今後の Sun Clusterでサポートされなくなる可能性があります。同等
の機能が HAStoragePlusでサポートされています。CFSによる HAStorageから
Failover Filesystem (FFS)による HAStoragePlusにアップグレードするには、以下の
作業を行なってください。

この例では、HAStorageで単純な HA-NFSリソースが有効になっています。
ServicePathsはディスクグループ nfsdgで、AffinityOnプロパティは TRUEです。
さらに、この HA-NFSリソースは Resource_Dependenciesを HAStorageリソー
スに設定しています。

1. HAStorageリソースに対するアプリケーションリソースの依存性を除去します。

# scrgadm -c -j nfsserver-rs -y Resource_Dependencies=""

2. HAStorageリソースを無効にします。

# scswitch -n -j nfs1storage-rs

3. アプリケーションリソースグループから HAStorageリソースを削除します。

# scrgadm -r -j nfs1storage-rs

4. HAStorageリソースタイプの登録を解除します。

# scrgadm -r -t SUNW.HAStorage

5. /etc/vfstabを変更して広域フラグを削除し、「mount at boot」を「no」に変
更します。
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6. HAStoragePlusリソースを作成します。

ファイルシステムのマウントポイントを指定するには、次のテキストを入力してく
ださい。

# scrgadm -a -j nfs1-hastp-rs -g nfs1-rg -t \
SUNW.HAStoragePlus -x FilesystemMountPoints=/global/nfsdata -x \

AffinityOn=True

グローバルデバイスパスを指定するには、次のテキストを入力してください。

# scrgadm -a -j nfs1-hastp-rs -g nfs1-rg -t \

SUNW.HAStoragePlus -x GlobalDevicePaths=nfsdg -x AffinityOn=True

注 – HAStorageの ServicePathsプロパティではなく、HAStoragePlusの
GlobalDevicePathsまたは FilesystemMountPointsプロパティを使用する必要があ
ります。FilesystemMountPoints拡張プロパティは、/etc/vfstabで指定された
シーケンスと一致する必要があります。

7. HAStoragePlusリソースを有効にします。

# scswitch -e -j nfs1-hastp-rs

8. アプリケーションサーバーとHAStoragePlusとの間の依存性を設定します。

# scrgadm -c -j nfsserver-rs -y \

Resource_Depencencies=nfs1=hastp-rs

高可用性ローカルファイルシステムの有
効化
HAStoragePlusリソースタイプを使用すると、ローカルファイルシステムを Sun
Cluster環境内で高可用性にすることができます。このためには、ローカルファイルシ
ステムのパーティションがグローバルディスクグループに存在し、アフィニティス
イッチオーバーが有効であり、Sun Cluster環境がフェイルオーバー用に構成されてい
る必要があります。これによって、多重ホストディスクに直接接続された任意のホス
トから、多重ホストディスク上の任意のファイルシステムにアクセスできるようにな
ります。(HAStoragePlusでは、ルートファイルシステムを高可用性にすることはでき
ません)。フェイルバック設定は、リソースグループとデバイスグループで同一にする
必要があります。
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入出力の多いデータサービスの中には、HAローカルファイルシステムの使用が強く
望まれるものがあります。このため、このようなデータサービスの登録作業と構成作
業には、HAStoragePlusリソースタイプを構成する方法が追加されています。これ
らのデータサービスの HAStoragePlusリソースタイプを設定する手順については、
以下の節を参照してください。

� 『 Sun Cluster Data Service for Oracleガイド (Solaris OS版)』の「Sun Cluster HA
for Oracleの登録と構成」

� 『Sun Cluster Data Service for Sybase ASEガイド (Solaris OS版)』の「Sun Cluster
HA for Sybase ASEの登録と構成」

ほかのデータサービスの HAStoragePlusリソースタイプを設定する方法について
は、87ページの「HAStoragePlusリソースタイプを設定する」を参照してくださ
い。

注 –この節では、HAStoragePlusリソースタイプを UNIXファイルシステムで使用
する方法について説明します。HAStoragePlusリソースタイプを Sun StorEdge™
QFSファイルシステムで使用する方法については、Sun StorEdge
QFSSunStorEdgeQFSのマニュアルを参照してください。

� HAStoragePlusリソースタイプを設定する
HAStoragePlusリソースタイプは Sun Cluster 3.0 5/02で導入されています。この
新しいリソースタイプは、HAStorageと同じ機能を果たし、リソースグループと
ディスクデバイスグループ間で起動を同期します。HAStoragePlusリソースタイプ
には、ローカルファイルシステムを高可用性にするための機能が追加されています。
(ローカルファイルシステムの可用性を高めるための背景情報については、86ページ
の「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参照してください)。これら 2
つの機能を両方とも使用するには、HAStoragePlusリソースタイプを設定します。

HAStoragePlusを設定するには、ローカルファイルシステムのパーティションがグ
ローバルディスクグループに存在し、アフィニティスイッチオーバーが有効であり、
かつ Sun Cluster環境がフェイルオーバー用に構成されている必要があります。

次の例では、簡単な NFSサービスを使用して、ローカルにマウントされたディレクト
リ /global/local-fs/nfs/export/からホームディレクトリのデータを共有しま
す。この例では、次の条件を前提にしています。

� マウントポイント /global/local-fs/nfsは、UFSローカルファイルシステム
を Sun Cluster広域デバイスのパーティションにマウントするために使用されま
す。

� /global/local-fs/nfs ファイルシステムの /etc/vfstab エントリには、こ
のファイルシステムがローカルファイルシステムで、マウントブートフラグ
が「no」であるよう指定されている必要があります。
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� PathPrefixディレクトリ (HA-NFSが管理情報と状態情報を保守するために使用す
るディレクトリ)は、マウントするファイルシステムのルートディレクトリ (たと
えば、/global/local-fs/nfs)上に存在します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、登録されているリソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p | egrep Type

3. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.nfs

4. フェイルオーバーリソースグループである nfs-rを作成します。

# scrgadm -a -g nfs-rg -y PathPrefix=/global/local-fs/nfs

5. タイプ SUNW.LogicalHostnameの論理ホストリソースを作成します。

# scrgadm -a -j nfs-lh-rs -g nfs-rg -L -l log-nfs

6. クラスタに HAStoragePlusリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

7. タイプ HAStoragePlusのリソース nfs-hastp-rsを作成します。

# scrgadm -a -j nfs-hastp-rs -g nfs-rg -t SUNW.HAStoragePlus \
-x FilesystemMountPoints=/global/local-fs/nfs \
-x AffinityOn=TRUE

注 – FilesystemMountPoints拡張プロパティは、1つ以上のファイルシステムマウ
ントポイントをリストの形式で指定するために使用できます。このリストには、
ローカルファイルシステムマウントポイントとグローバルファイルシステムマウン
トポイントの両方を含めることができます。ブートフラグでのマウントは、広域
ファイルシステムの HAStoragePlusによって無視されます。

8. リソースグループ nfs-rgをクラスタノード上でオンラインにします。

このノードは、/global/local-fs/nfsファイルシステムの実際のグローバル
デバイスのパーティション用の稼働系になります。次に、ファイルシステム
/global/local-fs/nfsは当該ノード上にローカルにマウントされます。

# scswitch -Z -g nfs-rg

9. SUNW.nfsリソースタイプをクラスタに登録します。タイプ SUNW.nfsのリソー
ス nfs-rsを作成して、リソース nfs-hastp-rsへのリソース依存関係を指定しま
す。

dfstab.nfs-rsが /global/local-fs/nfs/SUNW.nfsに作成されます。
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# scrgadm -a -t SUNW.nfs
# scrgadm -a -g nfs-rg -j nfs-rs -t SUNW.nfs \
-y Resource_dependencies=nfs-hastp-rs

注 – nfsリソースに依存関係を設定するには、nfs-hastp-rsリソースがオンラ
インである必要があります。

10.リソース nfs-rsをオンラインにします。

# scswitch -Z -g nfs-rg

注意 –切り替えは、リソースグループレベルに限定して行なってください。デバイス
グループレベルで切り替えを行うと、リソースグループが混乱し、フェイルオーバー
が発生します。

これで、サービスを新しいノードに移行するときには常に、
/global/local-fs/nfs用のプライマリ入出力パスはオンラインになり、NFSサー
バーに配置されます。ファイルシステム /global/local-fs/nfsは NFSサーバー
が起動する前にローカルにマウントされます。

高可用性ファイルシステムのリソースを
オンラインのままで変更する
ファイルシステムを表現しているリソースを変更している間でも、高可用性ファイル
システムは利用できる必要があります。たとえば、ストレージが動的に提供されてい
る場合、ファイルシステムは利用できる必要があります。このような状況では、高可
用性ファイルシステムを表現しているリソースをオンラインのままで変更します。

Sun Cluster環境では、高可用性ファイルシステムは HAStoragePlusリソースで表
現されます。Sun Clusterでは、HAStoragePlusをオンラインのままで変更するに
は、次のようにします。

� ファイルシステムを HAStoragePlusリソースに追加する
� ファイルシステムを HAStoragePlusリソースから削除する

注 – Sun Clusterでは、ファイルシステムの名前はオンラインのままでは変更できませ
ん。
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� オンラインの HAStoragePlusリソースにファイ
ルシステムを追加する
HAStoragePlusリソースにファイルシステムを追加するとき、HAStoragePlusリ
ソースはローカルファイルシステムをグローバルファイルシステムとは別に処理しま
す。

� HAStoragePlusリソースは常に、ローカルファイルシステムを自動的にマウン
トします。

� HAStoragePlusリソースがグローバルファイルシステムを自動的にマウントす
るのは、HAStoragePlusリソースの AffinityOn拡張プロパティが Trueの場
合だけです。

AffinityOn拡張プロパティについては、80ページの「リソースグループとディス
クデバイスグループ間での起動の同期」を参照してください。

1. クラスタの1つのノード上で、スーパーユーザーになります。

2. クラスタの各ノードの /etc/vfstabファイルにおいて、追加しようとしている
各ファイルシステムのマウントポイント用のエントリを追加します。

エントリごとに、mount at bootフィールドと mount optionsフィールドを次のよ
うに設定します。

� mount at bootフィールドを noに設定します。

� ファイルシステムがグローバルファイルシステムの場合、globalオプション
を含むように mount optionsフィールドを設定します。

3. HAStoragePlusリソースがすでに管理しているファイルシステムのマウントポ
イントのリストを取得します。

# scha_resource_get -O extension -R hasp-resource -G hasp-rg \

FileSystemMountPoints

-R hasp-resource ファイルシステムを追加する先の HAStoragePlus
リソースを指定します。

-G hasp-rg HAStoragePlusリソースを含むリソースグループ
を指定します。

4. HAStoragePlusリソースの FileSystemMountPoints拡張プロパティを変更
して、次のマウントポイントを含むようにします。

� HAStoragePlusリソースがすでに管理しているファイルシステムのマウント
ポイント

� HAStoragePlusリソースに追加しようとしているファイルシステムのマウン
トポイント

# scrgadm -c -j hasp-resource -x FileSystemMountPoints="mount-point-list"
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-j hasp-resource
ファイルシステムを追加する先の HAStoragePlusリソースを指定します。

-x FileSystemMountPoints="mount-point-list "
HAStoragePlusリソースがすでに管理しているファイルシステムのマウント
ポイントと、追加しようとしているファイルシステムのマウントポイントをコ
ンマで区切って指定します。

5. HAStoragePlusリソースのマウントポイントのリストと手順 4で指定したリスト
が一致していることを確認します。

# scha_resource_get -O extension -R hasp-resource -G hasp-rg \

FileSystemMountPoints

-R hasp-resource ファイルシステムを追加する先の HAStoragePlusリソース
を指定します。

-G hasp-rg HAStoragePlusリソースを含むリソースグループを指定しま
す。

6. HAStoragePlusリソースがオンラインであり、障害が発生していないことを確認
します。

HAStoragePlusリソースがオンラインであるが、障害が発生している場合、リ
ソースの確認は成功しますが、HAStoragePlusによるファイルシステムのマウン
トは失敗します。

# scstat -g

例 2–3オンラインの HAStoragePlusリソースへのファイルシステムの追加

次に、オンラインの HAStoragePlusリソースにファイルシステムを追加する例を示
します。

� HAStoragePlusリソースは rshaspという名前であり、リソースグループ
rghaspに含まれます。

� rshaspという名前の HAStoragePlusリソースはすでに、マウントポイントが
/global/global-fs/fs1であるファイルシステムを管理しています。

� 追加しようとしているファイルシステムのマウントポイントは
/global/global-fs/fs2です。

この例では、各クラスタノード上の /etc/vfstabファイルにはすでに、追加しよう
としているファイルシステムのエントリが含まれていると仮定します。

# scha_resource_get -O extension -R rshasp -G rghasp FileSystemMountPoints
STRINGARRAY
/global/global-fs/fs1
# scrgadm -c -j rshasp \
-x FileSystemMountPoints="/global/global-fs/fs1,/global/global-fs/fs2"
# scha_resource_get -O extension -R rshasp -G rghasp FileSystemMountPoints
STRINGARRAY
/global/global-fs/fs1
/global/global-fs/fs2
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例 2–3オンラインの HAStoragePlusリソースへのファイルシステムの追加 (続き)

# scstat -g

-- Resource Groups and Resources --

Group Name Resources
---------- ---------

Resources: rghasp rshasp

-- Resource Groups --

Group Name Node Name State
---------- --------- -----

Group: rghasp node46 Offline
Group: rghasp node47 Online

-- Resources --

Resource Name Node Name State Status Message
------------- --------- ----- --------------

Resource: rshasp node46 Offline Offline

Resource: rshasp node47 Online Online

� オンラインの HAStoragePlusリソースから
ファイルシステムを削除する
HAStoragePlusリソースからファイルシステムを削除するとき、HAStoragePlus
リソースはローカルファイルシステムをグローバルファイルシステムとは別に処理し
ます。

� HAStoragePlusリソースは常に、ローカルファイルシステムを自動的にアンマ
ウントします。

� HAStoragePlusリソースがグローバルファイルシステムを自動的にアンマウン
トするのは、HAStoragePlusリソースの AffinityOn拡張プロパティが True
の場合だけです。

AffinityOn拡張プロパティについては、80ページの「リソースグループとディス
クデバイスグループ間での起動の同期」を参照してください。
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注意 –オンラインの HAStoragePlusリソースからファイルシステムを削除する前に
は、そのファイルシステムを使用しているアプリケーションが存在しないことを確認
してください。オンラインの HAStoragePlusリソースからファイルシステムを削除
すると、そのファイルシステムは強制的にアンマウントされます。アプリケーション
が使用しているファイルシステムが強制的にアンマウントされると、そのアプリケー
ションは異常終了またはハングする可能性があります。

1. クラスタの1つのノード上で、スーパーユーザーになります。

2. HAStoragePlusリソースがすでに管理しているファイルシステムのマウントポ
イントのリストを取得します。

# scha_resource_get -O extension -R hasp-resource -G hasp-rg \

FileSystemMountPoints

-R hasp-resource ファイルシステムを削除する元の HAStoragePlusリソース
を指定します。

-G hasp-rg HAStoragePlusリソースを含むリソースグループを指定し
ます。

3. HAStoragePlusリソースの FileSystemMountPoints拡張プロパティを変更
して、HAStoragePlusリソースに残すファイルシステムのマウントポイントだ
けを含むようにします。

# scrgadm -c -j hasp-resource -x FileSystemMountPoints="mount-point-list"

-j hasp-resource
ファイルシステムを削除する元の HAStoragePlusリソースを指定します。

-x FileSystemMountPoints="mount-point-list "
HAStoragePlusリソースに残そうとしているファイルシステムのマウントポ
イントをコンマで区切って指定します。このリストには、削除しようとしてい
るファイルシステムのマウントポイントが含まれていてはなりません。

4. HAStoragePlusリソースのマウントポイントのリストと手順 3で指定したリスト
が一致していることを確認します。

# scha_resource_get -O extension -R hasp-resource -G hasp-rg \

FileSystemMountPoints

-R hasp-resource ファイルシステムを削除する元の HAStoragePlusリソース
を指定します。

-G hasp-rg HAStoragePlusリソースを含むリソースグループを指定しま
す。

5. HAStoragePlusリソースがオンラインであり、障害が発生していないことを確認
します。
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HAStoragePlusリソースがオンラインであるが、障害が発生している場合、リ
ソースの確認は成功しますが、HAStoragePlusによるファイルシステムのアンマ
ウントは失敗します。

# scstat -g

6. (省略可能)クラスタの各ノードの /etc/vfstabファイルから、削除しようとして
いる各ファイルシステムのマウントポイント用のエントリを削除します。

例 2–4オンラインの HAStoragePlusリソースからのファイルシステムの削除

次に、オンラインの HAStoragePlusリソースからファイルシステムを削除する例を
示します。

� HAStoragePlusリソースは rshaspという名前であり、リソースグループ
rghaspに含まれます。

� rshaspという名前の HAStoragePlusリソースはすでに、次のようなマウント
ポイントのファイルシステムを管理しています。

� /global/global-fs/fs1

� /global/global-fs/fs2

� 削除しようとしているファイルシステムのマウントポイントは
/global/global-fs/fs2です。

# scha_resource_get -O extension -R rshasp -G rghasp FileSystemMountPoints
STRINGARRAY
/global/global-fs/fs1
/global/global-fs/fs2
# scrgadm -c -j rshasp -x FileSystemMountPoints="/global/global-fs/fs1"
# scha_resource_get -O extension -R rshasp -G rghasp FileSystemMountPoints
STRINGARRAY
/global/global-fs/fs1
# scstat -g

-- Resource Groups and Resources --

Group Name Resources
---------- ---------

Resources: rghasp rshasp

-- Resource Groups --

Group Name Node Name State
---------- --------- -----

Group: rghasp node46 Offline
Group: rghasp node47 Online

-- Resources --

Resource Name Node Name State Status Message
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例 2–4オンラインの HAStoragePlusリソースからのファイルシステムの削除 (続き)

------------- --------- ----- --------------
Resource: rshasp node46 Offline Offline

Resource: rshasp node47 Online Online

� HAStoragePlusリソースの変更後に障害から回
復する
FileSystemMountPoints拡張プロパティの変更中に障害が発生した場合、
HAStoragePlusリソースの状態はオンラインであり、かつ、障害が発生していま
す。障害を修正した後、HAStoragePlusの状態はオンラインです。

1. 変更が失敗した原因となる障害を判断します。

# scstat -g

障害が発生した HAStoragePlusリソースの状態メッセージは、その障害を示し
ます。可能性のある障害は、次のとおりです。

� ファイルシステムが存在するはずのデバイスが存在しません。
� fsckコマンドによるファイルシステムの修復が失敗しました。
� 追加しようとしたファイルシステムのマウントポイントが存在しません。
� 追加しようとしたファイルシステムがマウントできません。
� 削除しようとしたファイルシステムがアンマウントできません。

2. 変更が失敗した原因となる障害を修正します。

3. HAStoragePlusリソースの FileSystemMountPoints拡張プロパティを変更
する手順を繰り返します。

# scrgadm -c -j hasp-resource -x FileSystemMountPoints="mount-point-list"

-j hasp-resource
変更しようとしている HAStoragePlusリソースを指定します。

-x FileSystemMountPoints="mount-point-list "
高可用性ファイルシステムの変更が失敗したときに指定したマウントポイント
をコンマで区切って指定します。

4. HAStoragePlusリソースがオンラインであり、障害が発生していないことを確
認します。

# scstat -g

例 2–5障害が発生した HAStoragePlusリソースの状態

次に、障害が発生した HAStoragePlusリソースの状態の例を示します。fsckコマ
ンドによるファイルシステムの修復が失敗したため、このリソースには障害が発生し
ています。
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例 2–5障害が発生した HAStoragePlusリソースの状態 (続き)

# scstat -g
-- Resource Groups and Resources --

Group Name Resources
---------- ---------

Resources: rghasp rshasp

-- Resource Groups --

Group Name Node Name State
---------- --------- -----

Group: rghasp node46 Offline
Group: rghasp node47 Online

-- Resources --

Resource Name Node Name State Status Message
------------- --------- ----- --------------

Resource: rshasp node46 Offline Offline
Resource: rshasp node47 Online Online Faulted - Failed

to fsck: /mnt.

HAStoragePlusリソースタイプの
アップグレード
Sun Cluster 3.1 9/04では、HAStoragePlusリソースタイプは高可用性ファイルシス
テムをオンラインのままで変更できるように拡張されました。HAStoragePlusリ
ソースタイプのアップグレードは、次のすべての条件が満たされる場合に行ってくだ
さい。

� 以前のバージョンの Sun Clusterからアップグレードしている場合。
� HAStoragePlusリソースタイプの新機能を使用する必要がある場合。

リソースタイプをアップグレードする方法については、33ページの「リソースタイプ
の更新」を参照してください。以下の各項では、HAStoragePlusリソースタイプの
アップグレードに際して必要になる情報について説明します。
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新しいリソースタイプバージョンの登録に関する
情報
次の表に、リソースタイプのバージョンと Sun Clusterデータサービスのリリースの
関係を示します。Sun Clusterのリリースは、リソースタイプが導入されたバージョン
を表します。

リソースタイプバージョン Sun Clusterのリリース

1.0 3.0 5/02

2 3.1 9/04

登録されているリソースタイプのバージョンを調べるには、次のどちらかのコマンド
を使用します。

� scrgadm -p
� scrgadm -pv

このリソースタイプのリソースタイプ登録 (RTR)ファイルは
/usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.HAStoragePlusです。

リソースタイプの既存インスタンスの移行に関す
る情報
HAStoragePlusリソースタイプのインスタンスを移行する際には、次の点に注意し
てください。

� 移行はいつでも実行できます。

� HAStoragePlusリソースタイプの新機能を使用する場合は、Type_versionプ
ロパティに設定する必要がある値は 2です。
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オンラインのリソースグループをクラス
タノード間で分散する
可用性を最大化するため、あるいは、性能を最適化するため、いくつかのサービスの
組み合わせは、特定のオンラインのリソースグループをクラスタノード間で分散する
必要があります。オンラインのリソースグループを分散するということは、リソース
グループ間でアフィニティを作成するということであり、次のような理由で行われま
す。

� 初めてリソースグループをオンラインにするときに必要な分散を強制的に実行する
ため

� リソースグループのフェイルオーバーまたはスイッチオーバーの後に必要な分散を
保持しておくため

この節では、次のような例を使用しながら、リソースグループのアフィニティを使用
して、オンラインのリソースグループをクラスタノード間で分散する方法について説
明します。

� あるリソースグループと別のリソースグループを強制的に同じ場所に配置する
� あるリソースグループと別のリソースグループをできる限り同じ場所に配置する
� リソースグループの集合の負荷をクラスタノード間で均等に分配する
� 重要なサービスに優先権を指定する
� リソースグループのフェイルオーバーまたはスイッチオーバーを委託する
� リソースグループ間のアフィニティを組み合わせて、複雑な動作を指定する

リソースグループのアフィニティ
リソースグループ間のアフィニティは、複数のリソースグループが同時にオンライン
になる可能性があるノードを制限します。各アフィニティにおいて、ソースのリソー
スグループには 1つまたは複数のターゲットのリソースグループに対するアフィニ
ティを宣言します。リソースグループ間にアフィニティを作成するには、ソースの
RG_affinitiesリソースグループプロパティを次のように設定します。

-y RG_affinities=operator target-rg-list

注 – operatorと target-rg-listの間にスペースを入れてはなりません。

operator 作成しようとしているアフィニティのタイプを指定します。詳細は、
表 2–2を参照してください。

target-rg-list 作成しようとしているアフィニティのターゲットであるリソースグ
ループをコンマで区切って指定します。このリストには、1つまたは
複数のリソースグループを指定できます。
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表 2–2リソースグループ間のアフィニティのタイプ

オペレータ アフィニティのタイプ 効果

+ 弱い肯定的なア
フィニティ

ソースは、できる限り、ターゲットがオンラインである
(あるいは、起動している) 1つまたは複数のノード上でオ
ンラインになります。つまり、ソースとターゲットは異な
るノード上でオンラインになることもあります。

++ 強い肯定的なア
フィニティ

ソースは、ターゲットがオンラインである (あるいは、起
動している) 1つまたは複数のノード上でのみオンライン
になります。つまり、ソースとターゲットは異なるノード
上でオンラインになることはありません。

- 弱い否定的なア
フィニティ

ソースは、可能であれば、ターゲットがオンラインでない
(あるいは、起動していない) 1つまたは複数のノード上で
オンラインになります。つまり、ソースとターゲットは同
じノード上でオンラインになることもあります。

-- 強い否定的なア
フィニティ

ソースは、ターゲットがオンラインでない 1つまたは複数
のノード上でのみオンラインになります。つまり、ソース
とターゲットは同じノード上でオンラインになることはあ
りません。

+++ フェイルオーバー委
託付きの強い肯定的
なアフィニティ

強い肯定的なアフィニティと似ていますが、ソースによる
フェイルオーバーはターゲットに委託されます。詳細は、
104ページの「リソースグループのフェイルオーバーまた
はスイッチオーバーを委託する」を参照してください。

弱いアフィニティは、Nodelist優先順位より優先されます。

その他のリソースグループの現在の状態によっては、任意のノード上で、強いア
フィニティが成立しないことがあります。このような状況では、アフィニティのソー
スであるリソースグループはオフラインのままです。その他のリソースグループの状
態が変更され、強いアフィニティが成立できるようになると、アフィニティのソース
であるリソースグループはオンラインに戻ります。

注 – 1つのソースリソースグループに複数のターゲットリソースグループに対する強
いアフィニティを宣言するときには注意してください。宣言されたすべての強いア
フィニティが成立しない場合、ソースリソースグループはオフラインのままになるた
めです。
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あるリソースグループと別のリソースグループを
強制的に同じ場所に配置する
あるリソースグループのサービスが別のリソースグループのサービスに強く依存する
場合、これらのリソースグループは両方とも同じノード上で動作する必要がありま
す。たとえば、あるアプリケーションがお互いに依存する複数のサービスのデーモン
から構成される場合、すべてのデーモンは同じノード上で動作する必要があります。

このような状況では、依存するサービスのリソースグループを、強制的に、依存され
るサービスのリソースグループと同じ場所に配置するように指定します。あるリソー
スグループを強制的に別のリソースグループと同じ場所に配置するには、あるリソー
スグループに別のリソースグループに対する強い肯定的なアフィニティを宣言しま
す。

# scrgadm -c|-a -g source-rg -y RG_affinities=++target-rg

-g source-rg
強い肯定的なアフィニティのソースであるリソースグループを指定します。このリ
ソースグループは、別のリソースグループに対する強い肯定的なアフィニティを宣
言するリソースグループです。

-y RG_affinities=++target-rg
強い肯定的なアフィニティのターゲットであるリソースグループを指定します。こ
のリソースグループは、強い肯定的なアフィニティが宣言されるリソースグループ
です。

強い肯定的なアフィニティを宣言しているソースのリソースグループは、ターゲット
のリソースグループに従います。しかし、強い肯定的なアフィニティを宣言している
ソースのリソースグループは、ターゲットのリソースグループが動作していないノー
ドにはフェイルオーバーできません。

注 –フェイルオーバーされないのは、リソースモニターが起動したフェイルオーバー
だけです。ソースとターゲットの両方のリソースグループが動作しているノードに障
害が発生した場合、これらのリソースグループは、正常に動作している同じノード上
で再起動されます。

たとえば、リソースグループ rg1にリソースグループ rg2に対する強い肯定的なア
フィニティが宣言されていると仮定します。 rg2 が別のノードにフェイルオーバー
するとrg1もそのノードにフェイルオーバーします。この場合、rg1内のすべてのリ
ソースが操作可能であるとしても、rg1はそのノードにフェイルオーバーします。し
かし、rg1内のリソースによって、rg2が動作していないノードに rg1がフェイル
オーバーしようとした場合、このフェイルオーバーはブロックされます。

強い肯定的なアフィニティを宣言しているリソースグループをフェイルオーバーする
必要がある場合、そのフェイルオーバーは委託する必要があります。詳細は、104
ページの「リソースグループのフェイルオーバーまたはスイッチオーバーを委託す
る」を参照してください。
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例 2–6あるリソースグループと別のリソースグループを強制的に同じ場所に配置する

この例では、リソースグループ rg1を変更して、リソースグループ rg2に対する強
い肯定的なアフィニティを宣言するためのコマンドを示します。このアフィニティを
宣言すると、rg1は rg2が動作しているノード上だけでオンラインになります。この
例では、両方のリソースグループが存在していると仮定します。

# scrgadm -c -g rg1 -y RG_affinities=++rg2

あるリソースグループと別のリソースグループを
できる限り同じ場所に配置する
あるリソースグループのサービスが別のリソースグループのサービスを使用している
ことがあります。結果として、これらのサービスは、同じノード上で動作する場合に
もっとも効率よく動作します。たとえば、データベースを使用するアプリケーション
は、そのアプリケーションとデータベースが同じノード上で動作する場合に、もっと
も効率よく動作します。しかし、これらのサービスは異なるノード上で動作してもか
まいません。なぜなら、リソースグループのフェイルオーバーの増加よりも効率の低
下のほうが被害が小さいためです。

このような状況では、両方のリソースグループを、できる限り、同じ場所に配置する
ように指定します。あるリソースグループと別のリソースグループをできる限り同じ
場所に配置するには、あるリソースグループに別のリソースグループに対する弱い肯
定的なアフィニティを宣言します。

# scrgadm -c|-a -g source-rg -y RG_affinities=+target-rg

-g source-rg
弱い肯定的なアフィニティのソースであるリソースグループを指定します。このリ
ソースグループは、別のリソースグループに対する弱い肯定的なアフィニティを宣
言するリソースグループです。

-y RG_affinities=+target-rg
弱い肯定的なアフィニティのターゲットであるリソースグループを指定します。こ
のリソースグループは、弱い肯定的なアフィニティを宣言するリソースグループで
す。

あるリソースグループに別のリソースグループに対する弱い肯定的なアフィニティを
宣言することによって、両方のリソースグループが同じノードで動作する確率が上が
ります。弱い肯定的なアフィニティのソースは、まず、そのアフィニティのター
ゲットがすでに動作しているノード上でオンラインになろうとします。しかし、弱い
肯定的なアフィニティのソースは、そのアフィニティのターゲットがリソースモニ
ターによってフェイルオーバーされても、フェイルオーバーしません。同様に、弱い
肯定的なアフィニティのソースは、そのアフィニティのターゲットがスイッチオー
バーされても、フェイルオーバーしません。どちらの状況でも、ソースがすでに動作
しているノード上では、ソースはオンラインのままです。
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注 –ソースとターゲットの両方のリソースグループが動作しているノードに障害が発
生した場合、これらのリソースグループは、正常に動作している同じノード上で再起
動されます。

例 2–7あるリソースグループと別のリソースグループをできる限り同じ場所に配置する

この例では、リソースグループ rg1を変更して、リソースグループ rg2に対する弱
い肯定的なアフィニティを宣言するためのコマンドを示します。このアフィニティを
宣言すると、rg1と rg2はまず、同じノード上でオンラインになろうとします。しか
し、rg2内のリソースによって rg2がフェイルオーバーしても、rg1は最初にオンラ
インになったノード上でオンラインのままです。この例では、両方のリソースグルー
プが存在していると仮定します。

# scrgadm -c -g rg1 -y RG_affinities=+rg2

リソースグループの集合の負荷をクラスタノード
間で均等に分配する
リソースグループの集合の各リソースグループには、クラスタの同じ負荷をかけるこ
とができます。このような状況では、リソースグループをクラスタ間で均等に分散す
ることによって、クラスタの負荷の均衡をとることができます。

リソースグループの集合のリソースグループをクラスタノード間で均等に分散するに
は、各リソースグループに、リソースグループの集合のほかのリソースグループに対
する弱い否定的なアフィニティを宣言します。

# scrgadm -c|-a -g source-rg -y RG_affinities=-target-rg-list

-g source-rg
弱い否定的なアフィニティのソースであるリソースグループを指定します。このリ
ソースグループは、その他のリソースグループに対する弱い否定的なアフィニ
ティを宣言するリソースグループです。

-y RG_affinities=-target-rg-list
弱い指定的なアフィニティのターゲットであるリソースグループをコンマで区
切って指定します。これらのリソースグループは、弱い否定的なアフィニティが宣
言されるリソースグループです。

あるリソースグループにその他のリソースグループに対する弱い否定的なアフィニ
ティを宣言することによって、そのリソースグループが常に、もっとも負荷がか
かっていないクラスタノード上でオンラインになることが保証されます。このノード
上で動作しているその他のリソースグループは最小数です。したがって、弱い否定的
なアフィニティの最小数が違反されます。
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例 2–8リソースグループの集合の負荷をクラスタノード間で均等に分配する

この例では、リソースグループ rg1、rg2、rg3、および rg4を変更して、これらの
リソースグループを利用可能なクラスタノード間で均等に分散するためのコマンドを
示します。この例では、リソースグループ rg1、rg2、rg3、および rg4が存在して
いると仮定します。

# scrgadm -c -g rg1 RG_affinities=-rg2,-rg3,-rg4
# scrgadm -c -g rg2 RG_affinities=-rg1,-rg3,-rg4
# scrgadm -c -g rg3 RG_affinities=-rg1,-rg2,-rg4

# scrgadm -c -g rg4 RG_affinities=-rg1,-rg2,-rg3

重要なサービスに優先権を指定する
クラスタは、重要なサービスと重要でないサービス組み合わせて動作するように構成
できます。たとえば、重要な顧客サービスをサポートするデータベースは、重要でな
い研究タスクと同じクラスタで実行できます。

重要でないサービスが重要なサービスに影響を与えないようにするには、重要なサー
ビスに優先権を指定します。重要なサービスに優先権を指定することによって、重要
でないサービスが重要なサービスと同じノード上で動作することを防ぐことができま
す。

すべてのノードが操作可能であるとき、重要なサービスは重要でないサービスとは異
なるノード上で動作します。しかし、重要なサービスに障害が発生すると、このサー
ビスは重要でないサービスが動作しているノードにフェイルオーバーします。このよ
うな状況では、重要でないサービスは直ちにオフラインになり、重要なサービスはコ
ンピューティングリソースを完全に利用できるようになります。

重要なサービスに優先権を指定するには、重要でない各サービスのリソースグループ
に、重要なサービスを含むリソースグループに対する強い否定的なアフィニティを宣
言します。

# scrgadm -c|-a -g noncritical-rg -y RG_affinities=--critical-rg

-g noncritical-rg
重要でないサービスを含むリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、別のリソースグループに対する強い否定的なアフィニティを宣言するリソース
グループです。

-y RG_affinities=--critical-rg
重要なサービスを含むリソースグループを指定します。このリソースグループは、
強い否定的なアフィニティが宣言されるリソースグループです。

強い否定的なアフィニティのソースのリソースグループは、そのアフィニティのター
ゲットのリソースグループから離れます。

第 2章 •データサービスリソースの管理 103



例 2–9重要なサービスに優先権を指定する

この例では、重要でないリソースグループ ncrg1と ncrg2を変更して、重要なリ
ソースグループ mcdbrgに重要でないリソースグループよりも高い優先権を与えるた
めのコマンドを示します。この例では、リソースグループ mcdbrg、ncrg1、および
ncrg2が存在していると仮定します。

# scrgadm -c -g ncrg1 RG_affinities=--mcdbrg

# scrgadm -c -g ncrg2 RG_affinities=--mcdbrg

リソースグループのフェイルオーバーまたはス
イッチオーバーを委託する
強い肯定的なアフィニティのソースリソースグループは、そのアフィニティのター
ゲットが動作していないノードにはフェイルオーバーまたはスイッチオーバーできま
せん。強い肯定的なアフィニティのソースリソースグループをフェイルオーバーまた
はスイッチオーバーする必要がある場合、そのフェイルオーバーはターゲットリソー
スグループに委託する必要があります。このアフィニティのターゲットがフェイル
オーバーするとき、このアフィニティのソースはターゲットと一緒に強制的にフェイ
ルオーバーされます。

注 – ++オペレータで指定した強い肯定的なアフィニティのソースリソースグループで
も、スイッチオーバーする必要がある場合もあります。このような状況では、このア
フィニティのターゲットとソースを同時にスイッチオーバーします。

リソースグループのフェイルオーバーまたはスイッチオーバーを別のリソースグルー
プに委託するには、そのリソースグループに、その他のリソースグループに対する
フェイルオーバー委託付きの強い肯定的なアフィニティを宣言します。

# scrgadm -c|-a -g source-rg -y RG_affinities=+++target-rg

-g source-rg
フェイルオーバーまたはスイッチオーバーを委託するリソースグループを指定しま
す。このリソースグループは、別のリソースグループに対するフェイルオーバー委
託付きの強い肯定的なアフィニティを宣言するリソースグループです。

-y RG_affinities=+++target-rg
source-rgがフェイルオーバーまたはスイッチオーバーを委託するリソースグループ
を指定します。このリソースグループは、フェイルオーバー委託付きの強い肯定的
なアフィニティが宣言されるリソースグループです。

あるリソースグループは、最大 1つのリソースグループに対するフェイルオーバー
委託付きの強い肯定的なアフィニティを宣言できます。逆に、あるリソースグルー
プは、その他の任意の数のリソースグループによって宣言されたフェイルオーバー
委託付きの強い肯定的なアフィニティのターゲットである可能性があります。
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つまり、フェイルオーバー委託付きの強い肯定的なアフィニティは対照的ではありま
せん。ソースがオフラインの場合でも、ターゲットはオンラインになることができま
す。しかし、ターゲットがオフラインの場合、ソースはオンラインになることができ
ません。

ターゲットが第三のリソースグループに対するフェイルオーバー委託付きの強い肯定
的なアフィニティを宣言する場合、フェイルオーバーまたはスイッチオーバーはさら
に第三のリソースグループに委託されます。第三のリソースグループがフェイルオー
バーまたはスイッチオーバーを実行すると、その他のリソースグループも強制的に
フェイルオーバーまたはスイッチオーバーされます。

例 2–10リソースグループのフェイルオーバーまたはスイッチオーバーを委託する

この例では、リソースグループ rg1を変更して、リソースグループ rg2に対する
フェイルオーバー委託付きの強い肯定的なアフィニティを宣言するためのコマンドを
示します。このアフィニティを宣言すると、 rg1はフェイルオーバーまたはスイッチ
オーバーを rg2に委託します。この例では、両方のリソースグループが存在している
と仮定します。

# scrgadm -c -g rg1 -y RG_affinities=+++rg2

リソースグループ間のアフィニティの組み合わせ
複数のアフィニティを組み合わせることによって、より複雑な動作を作成できます。
たとえば、関連する複製サーバーにアプリケーションの状態を記録できます。この例
におけるノード選択条件は次のとおりです。

� 複製サーバーは、アプリケーションと異なるノード上で動作している必要がありま
す。

� アプリケーションが現在のノードからフェイルオーバーすると、アプリケーション
は、複製サーバーが動作しているノードにフェイルオーバーする必要があります。

� アプリケーションが複製サーバーが動作しているノードにフェイルオーバーする
と、複製サーバーは異なるノードにフェイルオーバーする必要があります。その他
のノードが利用できない場合、複製サーバーはオフラインになる必要があります。

これらの条件を満たすには、アプリケーションと複製サーバーのリソースグループを
次のように構成します。

� アプリケーションを含むリソースグループは、複製サーバーを含むリソースグルー
プに対する弱い肯定的なアフィニティを宣言します。

� 複製サーバーを含むリソースグループは、アプリケーションを含むリソースグルー
プに対する強い否定的なアフィニティを宣言します。

例 2–11リソースグループ間のアフィニティの組み合わせ

この例では、次のリソースグループ間のアフィニティを組み合わせるためのコマンド
を示します。

� リソースグループ app-rgは、複製サーバーによって状態を追跡するアプリケー
ションを示します。
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例 2–11リソースグループ間のアフィニティの組み合わせ (続き)

� リソースグループ rep-rgは、複製サーバーを示します。

この例では、リソースグループはアフィニティを次のように宣言します。

� リソースグループ app-rgは、リソースグループ rep-rgに対する弱い肯定的な
アフィニティを宣言します。

� リソースグループ rep-rgは、リソースグループ app-rgに対する強い否定的な
アフィニティを宣言します。

この例では、両方のリソースグループが存在していると仮定します。

# scrgadm -c -g app-rg RG_affinities=+rep-rg

# scrgadm -c -g rep-rg RG_affinities=--app-rg

重要ではないリソースグループをオフ
ロードすることによるノードリソースの
解放

注 –重要でないリソースグループをオフロードするもっとも簡単な方法は、リソース
グループ間で強い否定的なアフィニティを使用することです。詳細は、98ページ
の「オンラインのリソースグループをクラスタノード間で分散する」を参照してくだ
さい。

Prioritized Service Management (RGOffload)を使用すると、重要なデータサービス
用にノードのリソースを自動的に解放できます。RGOffloadは、重要なフェイル
オーバーデータサービスを起動するために、重要でないスケーラブルデータサービス
またはフェイルオーバーデータサービスをオフラインにする必要があるときに使用し
ます。RGOffloadは、重要でないデータサービスを含むリソースグループをオフ
ロードするときに使用します。

注 –プライオリティが高いデータサービスはフェイルオーバー可能でなければなりま
せん。オフロードするデータサービスは、フェイルオーバーデータサービスでもス
ケーラブルデータサービスでもかまいません。
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� RGOffloadリソースを設定する
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. RGOffloadリソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、リソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p|egrep SUNW.RGOffload

3. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.RGOffload

4. RGOffloadリソースでオフロードするリソースグループごとに、
Desired_primariesをゼロに設定します。

# scrgadm -c -g offload-rg -y Desired_primaries=0

5. RGOffloadリソースを重要なフェイルオーバーリソースグループに追加して、拡
張プロパティを設定します。

リソースグループを複数のリソースの rg_to_offloadリストに追加してはいけ
ません。リソースグループを複数の rg_to_offloadリストに追加すると、リ
ソースグループはオフラインになったあとにオンラインになるという動作を繰り返
すことになります。

拡張プロパティについては、109ページの「RGOffload拡張プロパティを構成す
る」を参照してください。

# scrgadm -aj rgoffload-resource \
-t SUNW.RGOffload -g critical-rg \
-x rg_to_offload=offload-rg-1, offload-rg-2, ... \
-x continue_to_offload=TRUE \

-x max_offload_retry=15

注 –この場合、rg_to_offload以外の拡張プロパティはデフォルト値で表示され
ます。rg_to_offloadは、お互いに依存しないリソースグループをコンマで区
切ったリストです。このリストには、RGOffloadリソースを追加するリソースグ
ループを含めることはできません。

6. RGOffloadリソースを有効にします。

# scswitch -ej rgoffload-resource

7. 重要なフェイルオーバーリソースから RGOffloadへの依存関係を設定します。

# scrgadm -c -j critical-resource \

-y Resource_dependencies=rgoffload-resource

Resource_dependencies_weakも使用できます。
Resource_dependencies_weakを RGOffloadリソースタイプに使用すると、
offload-rgのオフロード中にエラーが発生しても、重要なフェイルオーバーリ
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ソースを起動できます。

8. オフロードするリソースグループを、オンラインにします。

# scswitch -z -g offload-rg, offload-rg-2, ... -h [nodelist]

リソースグループは、プライオリティが高いリソースグループがオフラインである
すべてのノード上でオンラインのままになります。障害モニターは、重要なリソー
スグループがオンラインであるノード上でリソースグループが動作しないようにし
ます。

オフロードするリソースグループの Desired_primariesはゼロに設定されてい
るので (手順 4を参照)、“-Z”オプションを指定しても、このようなリソースグルー
プはオンラインになりません。

9. 重要なフェイルオーバーリソースグループがオンラインでない場合、オンラインに
します。

# scswitch -Z -g critical-rg

SPARC:例 – RGOffloadリソースを構成する
この例では、RGOffloadリソース (rgofl)、RGOffloadリソースを含む重要なリ
ソースグループ (oracle_rg)、および重要なリソースグループがオンラインになったと
きにオフロードされるスケーラブルリソースグループ (IWS-SC, IWS-SC-2)を構成す
る方法について説明します。この例では、重要なリソースは oracle-server-rsで
す。

この例では、oracle_rg、IWS-SC、および IWS-SC-2は、クラスタ “triped”、
phys-triped-1、phys-triped-2、phys-triped-3の任意のノード上でマスターできます。

[SUNW.RGOffloadリソースタイプが登録されているかどうかを判断する]
# scrgadm -p|egrep SUNW.RGOffload

[必要に応じて、リソースタイプを登録する]
# scrgadm -a -t SUNW.RGOffload

[RGOffloadによってオフロードされる各リソースグループで、Desired_primariesをゼロに設定する]
# scrgadm -c -g IWS-SC-2 -y Desired_primaries=0
# scrgadm -c -g IWS-SC -y Desired_primaries=0

[プライオリティが高いリソースグループに RGOffloadリソースを追加し、拡張プロパティを設定する]
# scrgadm -aj rgofl -t SUNW.RGOffload -g oracle_rg \
-x rg_to_offload=IWS-SC,IWS-SC-2 -x continue_to_offload=TRUE \
-x max_offload_retry=15

[RGOffloadリソースを有効にする]
# scswitch -ej rgofl

[プライオリティが高いフェイルオーバーリソースの RGOffloadリソースに対する依存性を設定する]
# scrgadm -c -j oracle-server-rs -y Resource_dependencies=rgofl

[オフロードされるリソースグループをすべてのノードでオンラインにする]
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# scswitch -z -g IWS-SC,IWS-SC-2 -h phys-triped-1,phys-triped-2,phys-triped-3

[プライオリティが高いフェイルオーバーリソースグループがオンラインでない場合は、それをオンラインにする]

# scswitch -Z -g oracle_rg

RGOffload拡張プロパティを構成する
通常、RGOffloadリソースを作成するとき、拡張プロパティを構成するには、コマ
ンド行 scrgadm -x parameter=value を使用します。Sun Cluster のすべての標準プロ
パティの詳細は、付録A を参照してください。

表 2–3に RGOffloadに設定できる拡張プロパティを示します。「調整可能」エント
リは、いつプロパティを更新できるかを示します。

表 2–3 RGOffload拡張プロパティ

名前/データタイプ 標準

rg_to_offload (文字列) プライオリティが高いフェイルオーバーリ
ソースグループがノード上で起動するとき
に、当該ノード上でオフロードする必要があ
るリソースグループをコンマで区切ったリス
ト。このリストには、互いに依存するリソー
スグループが含まれてはいけません。このプ
ロパティにはデフォルト設定値がないので、
必ず設定する必要があります。

RGOffloadは、rg_to_offload拡張プロパ
ティに設定されたリソースグループのリスト
における依存関係ループを検査しません。た
とえば、リソースグループ RG-Bが RG-Aに
依存する場合、RG-Aと RG-Bが両方とも
rg_to_offloadに含まれてはいけません。

初期値: なし

調整:任意の時点

continue_to_offload (ブール型) リソースグループのオフロード中にエラーが
発生した後に、rg_to_offloadリスト内の
残りのリソースグループをオフロードし続け
るかどうかを示すブール型。

このプロパティは STARTメソッドだけが使用
します。

初期値: True

調整:任意の時点
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表 2–3 RGOffload拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 標準

max_offload_retry (整数) クラスタまたはリソースグループの再構成に
よる障害時の起動中に、リソースグループを
オフロードしようとする回数。再試行の間に
は 10秒の間隔があります。

(オフロードされるリソースグループの数 *
max_offload_retry * 10 秒) が

RGOffloadリソースの Start_timeoutよ
りも小さくなるように

max_offload_retryを設定します。この値
が Start_timeoutの値に近い (あるいは、
より大きい)場合、最大再試行数に到達する前
に、RGOffloadリソースの STARTメソッド
がタイムアウトする可能性があります。

このプロパティは STARTメソッドだけが使用
します。

初期値: 15

調整:任意の時点

障害モニター
RGOffloadリソースの障害モニター検証は、重要なリソースをマスターするノード
上で、rg_to_offload拡張プロパティに指定されたリソースグループをオフライン
にし続けるために使用されます。各検証サイクルでフォルトモニターは、プライオリ
ティが高いリソースをマスターするノード上で、オフロードされるリソースグループ
(offload-rg)がオフラインであることを確認します。重要なリソースをマスターす
るノード上で offload-rgがオンラインである場合、障害モニターは重要なリソー
スをマスターするノード以外のノード上で offload-rgを起動し、同時に、重要な
リソースをマスターするノード上では offload-rgをオフラインにしようとしま
す。

offload-rgの desired_primariesはゼロに設定されているので、この後で利用
可能になったノード上では、オフロードするリソースグループは再起動されません。
したがって、RGOffload障害モニターは maximum_primariesに到達するまで、重
要なリソースをマスターするノード上では offload-rgをオフラインにしながら、
可能な限りのプライマリ上で offload-rgを起動しようとします。

RGOffloadは、MAINTENANCE状態または UNMANAGED状態でないかぎり、オフ
ロードされたすべてのリソースを起動しようとします。リソースグループを
UNMANAGED状態にするには、scswitchコマンドを使用します。

# scswitch -u -g resourcegroup

フォルトモニター検証サイクルは、Thorough_probe_intervalが実行されたあとにか
ならず呼び出されます。
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リソースグループ、リソースタイプ、お
よびリソースの構成データを複製および
アップグレードする
2つのクラスタ上で同じリソース構成データが必要である場合、このデータを 2番目
のクラスタに複製することによって、もう一度同じ設定を行うという面倒な作業を省
略できます。scsnapshotを使用して、あるクラスタから別のクラスタにリソース構
成情報をコピーします。設定後、問題が生じないように、リソース関係の構成が安定
していることを確認します。2番目のクラスタに情報をコピーする前に、リソース構
成に大きな変更を行う必要はありません。

リソースグループ、リソースタイプ、およびリソースの構成データは、クラスタ構成
リポジトリ (CCR)から取得でき、シェルスクリプトとして書式化されています。この
スクリプトを使用すると、次の作業を実行できます。

� リソースグループ、リソース型、およびリソースが構成されていないクラスタに構
成データを複製する

� リソースグループ、リソース型、およびリソースが構成されているクラスタの構成
データをアップグレードする

scsnapshotツールは、CCRに格納されている構成データを取得します。ほかの構
成データは無視されます。scsnapshotツールは、異なるリソースグループ、リソー
ス型、およびリソースの動的な状態については考慮しません。

� リソースグループ、リソース型、およびリソース
が構成されていないクラスタに構成データを複製
する
この手順は、リソースグループ、リソース型、およびリソースが構成されていないク
ラスタに構成データを複製します。この手順では、あるクラスタから構成データのコ
ピーを取得し、このデータを使用して、別のクラスタ上で構成データを生成します。

1. システム管理者役割を使用して、構成データをコピーしたいクラスタノードにログ
インします。

たとえば、node1にログインすると仮定します。

システム管理者役割が与える役割によるアクセス制御 (RBAC)権は、次のとおりで
す。

� solaris.cluster.resource.read
� solaris.cluster.resource.modify
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2. クラスタから構成データを取得します。

node1 % scsnapshot -s scriptfile

scsnapshotツールは、 scriptfileというスクリプトを生成します。scsnapshot
ツールの使用方法についての詳細は、scsnapshot(1m)のマニュアルページを参
照してください。

3. このスクリプトを編集して、構成データを複製したいクラスタに固有な特徴に合わ
せます。

たとえば、スクリプト内にある IPアドレスやホスト名を変更します。

4. このスクリプトを、構成データを複製したい任意のクラスタノードから実行しま
す。

このスクリプトは、スクリプトが生成されたクラスタとローカルクラスタの特性を
比較します。これらの特性が同じでない場合、このスクリプトはエラーを書き込ん
で終了します。次に、-fオプションを使用してスクリプトを実行し直すかどうか
をたずねるメッセージが表示されます。-fオプションを使用した場合、上記のよ
うな特性の違いを無視して、スクリプトを強制的に実行します。-fオプションを
使用した場合、クラスタ内に不整合がないことを確認します。

このスクリプトは、Sun Clusterリソースタイプがローカルクラスタ上に存在する
ことを確認します。リソース型がローカルクラスタに存在しない場合、このスクリ
プトはエラーを書き込んで終了します。もう一度スクリプトを実行する前に、存在
しないリソース型をインストールするかどうかをたずねるメッセージが表示されま
す。

� リソースグループ、リソース型、およびリソース
が構成されているクラスタの構成データをアップ
グレードする
この手順は、リソースグループ、リソース型、およびリソースがすでに構成されてい
るクラスタ上の構成データをアップグレードします。この手順は、リソースグルー
プ、リソース型、およびリソースの構成テンプレートを生成するのにも使用できま
す。

この手順では、cluster1上の構成データが cluster2上の構成データに一致するよ
うにアップグレードされます。

1. システム管理者役割を使用して、cluster1の任意のノードにログインします。

たとえば、node1にログインすると仮定します。

システム管理者役割が与える RBAC権は次のとおりです。

� solaris.cluster.resource.read
� solaris.cluster.resource.modify
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2. scsnapshotツールの image fileオプションを使用して、クラスタから構成デー
タを取得します。

node1% scsnapshot -s scriptfile1 -o imagefile1

node1上で実行するとき、scsnapshotツールは scriptfile1というスクリプトを生
成します。このスクリプトは、リソースグループ、リソース型、およびリソースの
構成データを imagefile1というイメージファイルに格納します。scsnapshotツー
ルの使用方法についての詳細は、scsnapshot(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

3. cluster2のノード上で、手順 1から手順 2までの手順を繰り返します。

node2 % scsnapshot -s scriptfile2 -o imagefile2

4. node1上で cluster2の構成データを使用して、cluster1の構成データを
アップグレードするためのスクリプトを生成します。

node1 % scsnapshot -s scriptfile3 imagefile1 imagefile2

この手順では、手順 2と手順 3で生成したイメージファイルを使用して、 scriptfile3
という新しいスクリプトを生成します。

5. 手順 4で生成したスクリプトを編集して、cluster1に固有な特徴に合わせて、
cluster2に固有なデータを削除します。

6. このスクリプトを node1から実行して、構成データをアップグレードします。

このスクリプトは、スクリプトが生成されたクラスタとローカルクラスタの特性を
比較します。これらの特性が同じでない場合、このスクリプトはエラーを書き込ん
で終了します。次に、-fオプションを使用してスクリプトを実行し直すかどうか
をたずねるメッセージが表示されます。-fオプションを使用した場合、上記のよ
うな特性の違いを無視して、スクリプトを強制的に実行します。-fオプションを
使用した場合、クラスタ内に不整合がないことを確認します。

このスクリプトは、Sun Clusterリソースタイプがローカルクラスタ上に存在する
ことを確認します。リソース型がローカルクラスタに存在しない場合、このスクリ
プトはエラーを書き込んで終了します。もう一度スクリプトを実行する前に、存在
しないリソース型をインストールするかどうかをたずねるメッセージが表示されま
す。

Sun Clusterデータベース用に障害モニ
ターを調整する
Sun Cluster製品で提供されるデータサービスには、障害モニターが組み込まれていま
す。障害モニターは、次の機能を実行します。

� データサービスサーバーのプロセスの予期せぬ終了を検出する
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� データサービスの健全性の検査

障害モニターは、データサービスが作成されたアプリケーションを表現するリソース
に含まれます。このリソースは、データサービスを登録および構成したときに作成し
ます。詳細は、データサービスのマニュアルを参照してください。

障害モニターの動作は、このリソースのシステムプロパティと拡張プロパティに
よって制御されます。事前に設定された障害モニターの動作は、これらのプロパ
ティのデフォルト値に基づいています。現在の動作は、ほとんどの Sun Clusterシス
テムに適しているはずです。したがって、障害モニターを調整するのは、事前に設定
されたこの動作を変更したい場合「だけに」留めるべきです。

障害モニターを調整するには、次の作業が含まれます。

� 障害モニターの検証間隔を設定する。
� 障害モニターの検証タイムアウトを設定する。
� 継続的な障害とみなす基準を定義する。
� リソースのフェイルオーバー動作を指定する。

これらの作業は、データサービスの登録と構成の際に行います。詳細は、データサー
ビスのマニュアルを参照してください。

注 –リソースの障害モニターは、そのリソースを含むリソースグループをオンライン
にしたときに起動されます。障害モニターを明示的に起動する必要はありません。

障害モニターの検証間隔の設定
リソースが正しく動作しているかどうかを判断するには、障害モニターで当該リソー
スを定期的に検証します。障害モニターの検証間隔は、リソースの可用性とシステム
の性能に次のような影響を及ぼします。

� 障害モニターの検証間隔は、障害の検出とその障害への対応にどの程度の時間がか
かるかに影響を与えます。したがって、障害モニターの検証間隔を短くすると、障
害の検出とその障害への対応にかかる時間も短くなります。このような時間の短縮
は、リソースの可用性が向上することを意味します。

� 障害モニターの検証では、プロセッササイクルやメモリなどのシステムリソースが
使用されます。したがって、障害モニターの検証間隔を短くすると、システムの性
能は低下します。

さらに、障害モニターの最適な検証間隔は、リソースの障害への対応にどの程度の時
間が必要かによって異なります。この時間は、リソースの複雑さが、リソースの再起
動などの操作にかかる時間にどのような影響を及ぼすかに依存します。

障害モニターの検証間隔を設定するには、リソースの Thorough_probe_interval
システムプロパティを必要な間隔 (秒単位)に設定します。
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障害モニターの検証タイムアウトの設定
障害モニターの検証タイムアウトでは、検証に対するリソースからの応答にどのくら
いの時間を許すかを指定します。このタイムアウト内にリソースからの応答がない
と、障害モニターは、このリソースに障害があるものとみなします。障害モニターの
検証に対するリソースの応答にどの程度の時間がかかるかは、障害モニターがこの検
証に使用する操作によって異なります。データサービスの障害モニターがリソースを
検証するために実行する操作については、データサービスのマニュアルを参照してく
ださい。

リソースの応答に要する時間は、障害モニターやアプリケーションとは関係のない次
のような要素にも依存します。

� システム構成
� クラスタ構成
� システム負荷
� ネットワークトラフィックの量

障害モニターの検証タイムアウトを設定する場合は、必要なタイムアウト値をリソー
スの Probe_timeout拡張プロパティに秒単位で指定します。

継続的な障害とみなす基準の定義
一時的な障害による中断を最小限に抑えるために、障害モニターは、このような障害
が発生するとこのリソースを再起動します。継続的な障害の場合は、リソースの再起
動よりも複雑なアクションをとる必要があります。

� フェイルオーバーリソースの場合は、障害モニターがこのリソースを別のノードに
フェイルオーバーします。

� スケーラブルリソースの場合は、障害モニターがこのリソースをオフラインにしま
す。

障害モニターは、指定された再試行間隔の中で、リソースの完全な障害の回数が、指
定されたしきい値を超えると障害を継続的であるとみなします。ユーザーは、継続的
な障害とみなす基準を定義することによって、可用性要件とクラスタの性能特性を満
たすしきい値や再試行間隔を設定できます。

リソースの完全な障害と部分的な障害
障害モニターは、いくつかの障害を、リソースの「完全な障害」としてみなします。
完全な障害は通常、サービスの完全な損失を引き起こします。次に、完全な障害の例
を示します。

� データサービスサーバーのプロセスの予期せぬ終了
� 障害モニターがデータサービスサーバーに接続できない

完全な障害が発生すると、障害モニターは再試行間隔内の完全な障害の回数を 1つ増
やします。
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障害モニターは、それ以外の障害を、リソースの「部分的な障害」としてみなしま
す。部分的な障害は完全な障害よりも重大ではなく、通常、サービスの低下を引き起
こしますが、サービスの完全な損失は引き起こしません。次に、障害モニターがタイ
ムアウトするまでにデータサービスサーバーからの応答が不完全であるという部分的
な障害の例を示します。

部分的な障害が発生すると、障害モニターは再試行間隔内の完全な障害の回数を小数
点数だけ増やします。部分的な障害は、再試行間隔を過ぎても累積されます。

部分的な障害の次の特性は、データサービスに依存します。

� 障害モニターが部分的な障害とみなす障害のタイプ
� それぞれの部分的な障害が完全な障害の回数に追加する小数点数

データサービスの障害モニターが検出する障害については、データサービスのマ
ニュアルを参照してください。

しきい値や再試行間隔と他のプロパティとの関係
障害のあるリソースが再起動するのに必要な最大時間は、次のプロパティの値を合計
したものです。

� Thorough_probe_intervalシステムプロパティ
� Probe_timeout拡張プロパティ

再試行回数がしきい値に達しないうちに再試行間隔がきてしまうのを避けるために
は、再試行間隔としきい値の値を次の式に従って計算します。

retry-interval ≥ threshold × (thorough-probe-interval + probe-timeout)

しきい値と再試行間隔を設定するシステムプロパティ
しきい値と再試行間隔を設定するには、リソースの次のようなシステムプロパティを
使用します。

� しきい値を設定するには、Retry_countシステムプロパティを完全な障害の最大
値に設定します。

� 再試行間隔を設定する場合には、Retry_intervalシステムプロパティに、必要
な間隔を秒数で指定します。

リソースのフェイルオーバー動作を指定する。
リソースのフェイルオーバー動作は、次の障害に対して RGMがどのように応答する
かを決定します。

� リソースの起動の失敗
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� リソースの停止の失敗
� リソースの障害モニターの停止の失敗

リソースのフェイルオーバー動作を指定するには、リソースの Failover_modeシス
テムプロパティを設定します。このプロパティに指定できる値については、126ペー
ジの「リソースのプロパティ」における Failover_modeシステムプロパティの説
明を参照してください。
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付録 A

標準プロパティ

この付録では、標準リソースタイプ、リソースグループ、リソースプロパティについ
て説明します。また、システム定義プロパティの変更および拡張プロパティの作成に
使用するリソースプロパティ属性についても説明します。

この付録は、次の節で構成されています。

� 119ページの「リソースタイププロパティ」
� 126ページの「リソースのプロパティ」
� 137ページの「リソースグループのプロパティ」
� 143ページの「リソースプロパティの属性」

リソースタイププロパティ
この節では、Sun Clusterで定義されているリソースタイププロパティについて説明し
ます。プロパティ値は、次のように分類されます (「カテゴリ」の後)。

� 必須 --プロパティはリソースタイプ登録 (RTR)ファイルに明示的な値を必要とし
ます。そうでない場合、プロパティが属するオブジェクトは作成できません。空白
文字または空の文字列を値として指定することはできません。

� 条件付—このプロパティが存在するためには、RTRファイル内で宣言する必要が
あります。宣言されていない場合は、RGMはこのプロパティを作成しないため、
管理ユーティリィティで利用できません。空白文字または空の文字列を値として指
定できます。プロパティが RTRファイル内で宣言されており、値が指定されてい
ない場合には、RGMはデフォルト値を使用します。

� 条件付/明示—このプロパティが存在するためには、明示的に値を指定し、RTR
ファイル内で宣言する必要があります。宣言されていない場合は、RGMはこのプ
ロパティを作成しないため、管理ユーティリィティで利用できません。空白文字ま
たは空の文字列を値として指定することはできません。
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� 任意—プロパティを RTRファイル内で宣言できます。宣言しない場合は、RGM
はこのプロパティを作成し、デフォルト値を使用します。プロパティが RTR
ファイル内で宣言されており、値が指定されていない場合は、RGMは、プロパ
ティが RTRファイル内で宣言されないときのデフォルト値と同じ値を使用しま
す。

リソースタイププロパティは管理ユーティリティで更新できません。ただし、
Installed_nodes と RT_system は RTR ファイル内で宣言できないため、管理者
が設定する必要があります。

最初にプロパティ名が表示され、次に説明が表示されます。

API_version (integer)
このリソースタイプの実装が使用するリソース管理APIのバージョン。

次に、Sun Clusterの各リリースがサポートする API_versionの最大値を要約し
ます。

3.1以前 2

3.1 10/03 3

3.1 4/04 4

3.1 9/04 5

RTRファイルにおいて、あるリソースタイプの API_versionに 2より大きな値
を宣言した場合、そのリソースタイプは、宣言した値より小さな最大値しかサポー
トしないバージョンの Sun Clusterにはインストールされません。たとえば、ある
リソースタイプに API_version=5を宣言した場合、そのリソースタイプは、3.1
9/04より前にリリースされたバージョンの Sun Clusterにはインストールされませ
ん。

カテゴリ: オプション

初期値: 2

調整: いいえ

Boot (string)
任意のコールバックメソッド。RGMがノード上で呼び出すプログラムのパスを指
定します。このプログラムは、このリソース型が管理対象になっているとき、クラ
スタの結合または再結合を行います。このメソッドは、Initメソッドと同様に、
このタイプのリソースに対し、初期化アクションを行う必要があります。

カテゴリ: 条件付き /明示

初期値: なし

調整: いいえ

Failover (boolean)
TRUEの場合、複数のノード上で同時にオンラインにできるグループ内にこの型の
リソースを構成することはできません。
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カテゴリ: オプション

初期値: FALSE

調整: いいえ

Fini (string)
任意のコールバックメソッド。この型のリソースを RGM管理の対象外にするとき
RGMによって呼び出されるプログラムのパスです。

カテゴリ: 条件付き /明示

初期値: なし

調整: いいえ

Init (string)
任意のコールバックメソッド。この型のリソースを RGM管理対象にするとき
RGMによって呼び出されるプログラムのパスです。

カテゴリ: 条件付き /明示

初期値: なし

調整: いいえ

Init_nodes (enum)
指定できる値は、RG_primaries (リソースをマスターできるノードのみ)または
RT_installed_nodes (このリソース型がインストールされる全てのノード) のい
ずれかです。RGMが Init、Fini、 Boot、Validateメソッドをコールする
ノードを示します。

カテゴリ: オプション

初期値: RG_primaries

調整: いいえ

Installed_nodes (string_array )
リソースタイプの実行が許可されるクラスタノード名のリスト。このプロパティは
RGMによって自動的に作成されます。クラスタ管理者は値を設定できます。RTR
ファイル内には宣言できません。

カテゴリ: クラスタ管理者による構成が可能です。

初期値: すべてのクラスタノード

調整: Yes

Is_logical_hostname (boolean
TRUEは、このリソース型が、フェイルオーバーインターネットプロトコル (IP)ア
ドレスを管理する LogicalHostnameリソース型のいずれかのバージョンである
ことを示します。

カテゴリ: 照会のみ

初期値: デフォルトなし
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調整: いいえ

Is_shared_address (boolean )
TRUEは、このリソース型が、フェイルオーバーインターネットプロトコル (IP)ア
ドレスを管理する SharedAddressリソース型のいずれかのバージョンであるこ
とを示します。

カテゴリ: 照会のみ

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

Monitor_check (string)
任意のコールバックメソッド。障害モニターの要求によってこのリソース型の
フェイルオーバーを実行する前に、RGMによって呼び出されるプログラムのパス
です。

カテゴリ: 条件付き /明示

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

Monitor_start (string)
任意のコールバックメソッド。この型のリソースの障害モニターを起動するために
RGMによって呼び出されるプログラムのパスです。

カテゴリ: 条件付き /明示

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

Monitor_stop (string)
Monitor_startが設定されている場合の、必須のコールバックメソッド。この型
のリソースの障害モニターを停止するために RGMによって呼び出されるプログラ
ムのパスです。

カテゴリ: 条件付き /明示

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

Pkglist (string_array)
リソース型のインストールに含まれている任意のパッケージリストです。

カテゴリ: 条件付き /明示

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ
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Postnet_stop (string)
任意のコールバックメソッド。この型のリソースがネットワークアドレスリソース
に依存している場合、このネットワークアドレスリソースのStopメソッドの呼び
出し後に RGMによって呼び出されるプログラムのパスです。ネットワークインタ
フェースが停止するように構成された後、このメソッドは Stopアクションを実行
する必要があります。

カテゴリ: 条件付き /明示

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

Prenet_start (string)
任意のコールバックメソッド。この型のリソースがネットワークアドレスリソース
に依存している場合、このネットワークアドレスリソースの Startメソッドの呼
び出し前に RGMによって呼び出されるプログラムのパスです。ネットワークイン
タフェースが構成される前、このメソッドは Startアクションを実行する必要が
あります。

カテゴリ: 条件付き /明示

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

Resource_type (string)
リソースタイプの名前。現在登録されているリソースタイプ名を表示するには、次
のコマンドを使用します。

scrgadm -p

Sun Cluster 3.1以降のリリースでは、リソースタイプ名にバージョンが含まれます
(必須)。

vendor_id.resource_type:version

リソース型の名前は、 RTRファイル内に指定された 3つのプロパティ Vendor_id、
Resource_type、RT_versionで構成されます。scrgadmコマンドは、ピリオド (.)と
コロン (:)の区切り文字を挿入します。リソースタイプ名の最後の部分、
RT_versionには、RT_versionプロパティと同じ値が入ります。重複を防ぐた
め、Vendor_idには、リソースタイプの作成元の会社のストックシンボルを使用す
ることをお勧めします。Sun Cluster 3.1以前に作成されたリソースタイプ名では、
引き続き次の構文を使用します。

vendor_id.resource_type

カテゴリ: 必須

初期値: 空の文字列

調整: いいえ
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RT_basedir (string)
コールバックメソッドの相対パスのを補完するディレクトリパスです。このパス
は、リソースタイプパッケージのインストール場所に設定します。スラッシュ (/)
で開始する完全なパスを指定する必要があります。すべてのメソッドパス名が絶対
パスの場合は、指定しなくてもかまいません。

カテゴリ: 必須 (絶対パスでないメソッドパスがある場合)

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

RT_description (string)
リソース型の簡単な説明です。

カテゴリ: 条件付き

初期値: 空の文字列

調整: いいえ

RT_system (boolean)
あるリソースタイプの RT_systemが TRUEに設定されているときに、そのリソー
スタイプでは、許可されている scrgadm(1M)操作が制限されることを示します。
RT_systemが TRUEに設定されているリソースタイプのことを「システムリソー
スタイプ」と呼びます。RT_system の現在の値に関わらず、 RT_system プロパ
ティ自身を編集することは制限されません。

カテゴリ: オプション

初期値: FALSE

調整: Yes

RT_version (string)
Sun Cluster 3.1以降では、このリソースタイプの実装の必須バージョン文字列。
RT_version は、完全なリソースタイプ名の末尾の部分です。RT_version プロ
パティは Sun Cluster 3.0では任意でしたが、Sun Cluster 3.1以降のリリースでは必
須です。

カテゴリ: 任意/明示または必須

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

Single_instance (boolean)
TRUEは、この型のリソースがクラスタ内に 1つだけ存在できることを示します。
つまり、この型のリソースが実行されるのは、クラスタ全体で 1箇所だけです。

カテゴリ: オプション

初期値: FALSE

調整: いいえ
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Start (string)
コールバックメソッド。この型のリソースを起動するために RGMによって呼び出
されるプログラムのパスです。

カテゴリ: RTR ファイルで Prenet_start メソッドが宣言されていないかぎり
必須

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

Stop (string)
コールバックメソッド。この型のリソースを停止するために RGMによって呼び出
されるプログラムのパスです。

カテゴリ: RTRファイルで Postnet_stopメソッドが宣言されていないかぎり
必須

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

Update (string)
任意のコールバックメソッド。この型の実行中のリソースのプロパティが変更され
たとき RGMによって呼び出されるプログラムのパスです。

カテゴリ: 条件付き /明示

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

Validate (string)
任意のコールバックメソッド。この型のリソースのプロパティ値を検査するために
呼び出されるプログラムのパスです。

カテゴリ: 条件付き /明示

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

Vendor_ID (string)
Resource_typeを参照してください。

カテゴリ: 条件付き

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ
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リソースのプロパティ
この節では、Sun Clusterで定義されているリソースプロパティについて説明します。
プロパティ値は、次のように分類されます (「カテゴリ」の後)。

� 必須—管理者は、管理ユーティリィティでリソースを作成するときに、必ず値を
指定する必要があります。

� 任意—管理者がリソースグループの作成時に値を指定しない場合、システムがデ
フォルト値を提供します。

� 条件付き –プロパティが RTRファイルで宣言されている場合にのみ、RGMがプ
ロパティを作成します。宣言されていない場合プロパティは存在せず、システム管
理者はこれを利用できません。RTRファイルで宣言されている条件付きのプロパ
ティは、デフォルト値が RTRファイル内で指定されているかどうかによって、必
須または任意になります。詳細については、各条件付きプロパティの説明を参照し
てください。

� 照会のみ–管理ツールから直接設定できません。

調整は、次のように、リソースプロパティを更新できるかどうか、および、いつ更新
できるかを示します。

NONEまたは FALSE Never

TRUEまたは ANYTIME 任意の時点 (Anytime)

AT_CREATION リソースをクラスタに追加するとき

WHEN_DISABLED リソースが無効なとき

最初にプロパティ名が表示され、次に説明が表示されます。

Affinity_timeout (integer )
リソース内のサービスのクライアント IPアドレスからの接続は、この時間 (秒数)
内に同じサーバーノードに送信されます。

このプロパティは、Load_balancing_policyが Lb_stickyまたは
Lb_sticky_wildの場合にかぎり有効です。さらに、Weak_affinityが FALSE
(デフォルト値)に設定されている必要があります。

このプロパティは、スケーラブルサービス専用です。

カテゴリ: オプション

初期値: デフォルトなし

調整: ANYTIME
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Cheap_probe_interval (integer )
リソースの即時障害検証の呼び出しの間隔 (秒数)。このプロパティは RGMに
よって作成されます。RTRファイルに宣言されている場合にかぎり、管理者は使用
を許可されます。

RTRファイル内でデフォルト値が指定されている場合、このプロパティは任意で
す。Tunable属性がリソースタイプファイルに指定されていない場合は、プロパ
ティの Tunable値は WHEN_DISABLEDになります。

RTRファイル内で宣言され、Default属性が指定されていない場合、このプロパ
ティは必須になります。

カテゴリ: 条件付き

初期値: デフォルトなし

調整: WHEN_DISABLED

拡張プロパティ
そのリソースのタイプの RTRファイルで宣言される拡張プロパティ。リソースタ
イプの実装によって、これらのプロパティを定義します。拡張プロパティに設定可
能な各属性については、143ページの「リソースプロパティの属性」を参照してく
ださい。

カテゴリ: 条件付き

初期値: デフォルトなし

調整: 特定のプロパティに依存

Failover_mode (enum)
開始メソッド (Prenet_startまたは Start)が失敗した場合、NONE、SOFT、お
よび HARDはフェイルオーバーの動作だけに影響します。しかし、リソースが正常
に起動した場合、 NONE、SOFT 、および HARD は、これ以降にリソースモニター
が scha_control(1HA)または scha_control(3HA)で発行したリソースの再
起動またはギブオーバーの動作には影響しません。NONE (デフォルト)は、メ
ソッドが失敗した場合に、RGMがリソースの状態を設定し、ユーザーが介入する
まで待機することを示します。SOFT は、Start メソッドが失敗した場合に、
RGMがリソースグループを異なるノードに移動することを示します。Stopメ
ソッドまたは Monitor_stopメソッドが失敗した場合、RGMはリソース
をStop_failed状態に設定して、リソースグループを Error_stop_failed状
態に設定します。その後、RGMはユーザーが介入するまで待機します。Stopメ
ソッドまたは Monitor_stopメソッドが失敗した場合、NONEと SOFTは同じで
す。HARDは、Startメソッドが失敗した場合に、RGMがグループを移動するこ
とを示します。Stopメソッドまたは Monitor_stopメソッドが失敗した場合、
RGMはクラスタノードを中断して、リソースを停止します。Startメソッドまた
は Prenet_startメソッドが失敗した場合、HARD、NONE、および SOFTは
フェイルオーバーの動作に影響します。

NONE、SOFT、および HARDとは異なり、RESTART_ONLYおよび LOG_ONLYはす
べてのフェイルオーバーの動作に影響します (モニターが scha_control で発行
したリソースとリソースグループの再起動、および、リソースモニターが
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scha_controlで起動したギブオーバーを含む)。RESTART_ONLYは、モニターが
scha_controlでリソースを再起動できることを示します。しかし、これ以降に
scha_controlで発行したリソースグループの再起動またはギブオーバーは失敗
します。このとき、RGM は Retry_interval 内に Retry_count 回の再起動を
許可します。Retry_countを超えた場合、リソースの再起動は許可されません。
Failover_mode が LOG_ONLY に設定されている場合、リソースの再起動または
ギブオーバーは許可されません。 Failover_mode を LOG_ONLY に設定すること
は、 Failover_mode を RESTART_ONLY に設定し、 Retry_count をゼロに設
定することと同じです。開始メソッドが失敗した場合、RESTART_ONLYおよび
LOG_ONLYは NONEと同じです。つまり、フェイルオーバーは発生せず、リソース
は Start_failed状態になります。

カテゴリ: オプション

初期値: デフォルトなし

調整: ANYTIME

Load_balancing_policy (string )
使用する負荷均衡ポリシーを定義する文字列。このプロパティは、スケーラブル
サービス専用です。RTRファイルに Scalableプロパティが宣言されている場
合、RGMは自動的にこのプロパティを作成します。Load_balancing_policy
には次の値を設定できます。

Lb_weighted (デフォルト)。Load_balancing_weightsプロパティで設定され
ているウエイトに従って、さまざまなノードに負荷が分散されます。

Lb_sticky。スケーラブルサービスの指定のクライアント (クライアントの IPア
ドレスで識別される)は、常に同じクラスタノードに送信されます。

Lb_sticky_wild。指定のクライアントの IPアドレスは、ワイルドカードス
ティッキーサービスの IPアドレスに接続され、IPアドレスが着信したポート番号
とは無関係に、常に同じクラスタノードに送信されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

初期値: Lb_weighted

調整: AT_CREATION

Load_balancing_weights (string_array )
このプロパティは、スケーラブルサービス専用です。RTRファイルに Scalable
プロパティが宣言されている場合、RGMは自動的にこのプロパティを作成しま
す。形式は、「weight@node,weight@node」になります。ここで、weightは、指定し
たノード (node)に対する負荷分散の相対的な割り当てを示す整数になります。ノー
ドに分散される負荷の割合は、すべてのウエイトの合計でこのノードのウエイトを
割った値になります。たとえば、1@1,3@2は、ノード 1が負荷の 1/4を受け取
り、ノード 2が 3/4を受け取ることを指定します。空の文字列 (“”)は、負荷を均
一に分散することを意味します (デフォルト)。明示的にウエイトを割り当てられて
いないノードのウエイトは、デフォルトで 1になります。
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Tunable属性がリソースタイプファイルに指定されていない場合は、プロパ
ティの Tunable値は ANYTIME (任意の時点)になります。このプロパティを変更
すると、新しい接続時にのみ分散が変更されます。

カテゴリ: 条件付き/任意

初期値: 空の文字列 (“”)

調整: ANYTIME

各コールバックメソッドの method_timeout (integer)
RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断するまでの時間 (秒)。

カテゴリ: 条件付き/任意

初期値: RTRファイルにメソッド自体が宣言されている場合は 3,600 (1時間)

調整: ANYTIME

Monitored_switch (enum)
クラスタ管理者が管理ユーティリィティを使用してモニターを有効または無効にす
ると、RGMによって Enabledまたは Disabledに設定されます。Disabledに
設定されると、再び有効に設定されるまで、モニターは Startメソッドを呼び出
しません。リソースが、モニターのコールバックメソッドを持っていない場合は、
このプロパティは存在しません。

カテゴリ: 照会のみ

初期値: デフォルトなし

調整: Never

Network_resources_used (string_array )
リソースが使用する論理ホスト名または共有アドレスネットワークリソースのリス
ト。スケーラブルサービスの場合、このプロパティは別のリソースグループに存在
する共有アドレスリソースを参照する必要があります。フェイルオーバーサービス
の場合、このプロパティは同じリソースグループに存在する論理ホスト名または共
有アドレスを参照します。RTRファイルに Scalableプロパティが宣言されてい
る場合、RGMは自動的にこのプロパティを作成します。Scalableが RTRファイ
ルで宣言されていない場合、Network_resources_usedは RTRファイルで明示
的に宣言されていない限り使用できません。

Tunable属性がリソースタイプファイルに指定されていない場合は、プロパ
ティの Tunable値は AT_CREATIONになります。

注 –このプロパティを CRNP向けに設定する方法については、SUNW.Event(5)の
マニュアルページを参照してください。

カテゴリ: 条件付き/必須

初期値: デフォルトなし

調整: AT_CREATION
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各クラスタノード上の Num_resource_restarts (整数)
このプロパティは、RGMによって、このノード上のこのリソースに対して過去 n
秒以内に行われた scha_control 、Resource_restart、または
Resource_is_restarted の呼び出し回数に設定されるため、直接は設定できま
せん。ここで、nはリソースの Retry_intervalプロパティの値です。このリ
ソースが scha_controlギブオーバーを実行した場合、ギブオーバーが成功また
は失敗したかに関わらず、リソースの再起動カウンタは RGMによってゼロにリ
セットされます。

リソース型が Retry_intervalプロパティを宣言していない場合、この型のリ
ソースに Num_resource_restartsプロパティを使用できません。

カテゴリ: 照会のみ

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

各クラスタノード上の Num_rg_restarts (integer)
このプロパティは、RGMによって、このノード上のこのリソースに対して過去 n
秒以内に行われた scha_control Restart の呼び出し回数に設定されるため、
直接は設定できません。ここで、nはリソースの Retry_intervalプロパティの
値です。リソース型が Retry_intervalプロパティを宣言していない場合、この
型のリソースに Num_resource_restartsプロパティを使用できません。

カテゴリ: 説明を参照

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

On_off_switch (enum)
クラスタ管理者が管理ユーティリィティを使用してリソースを有効または無効にす
ると、RGMによって Enabledまたは Disabledに設定されます。無効にした場
合、リソースはオフラインになり、もう一度有効にするまで、コールバックは呼び
出されません。

カテゴリ: 照会のみ

初期値: デフォルトなし

調整: Never

Port_list (string_array)
サーバーが待機するポートの番号リストです。各ポート番号の後ろには、ス
ラッシュ (/)とそのポートが使用しているプロトコルが続きます (たとえば、
Port_list=80/tcpまたは Port_list=80/tcp6,40/udp6)。指定できるプロ
トコル値は次のとおりです。

� tcp (TCP IPv4の場合)
� tcp6 (TCP IPv6の場合)
� udp (UDP IPv4の場合)
� udp6 (UDP IPv6の場合) Scalableプロパティが RTRファイルで宣言されてい
る場合、RGMは自動的に Port_listを作成します。それ以外の場合、このプロ
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パティは RTRファイルで明示的に宣言されていないかぎり使用できません。

このプロパティをApache用に設定する方法については、『Sun Clusterデータサー
ビスの計画と管理 (Solaris OS版)』を参照してください。

カテゴリ: 条件付き/必須

初期値: デフォルトなし

調整: AT_CREATION

R_description (string)
リソースの簡単な説明。

カテゴリ: オプション

初期値: 空の文字列

調整: ANYTIME

Resource_dependencies (string_array )
このリソースが強い依存関係を持っている同じまたは異なるグループ内のリソース
のリスト。このリスト内の任意のリソースがオンラインでない場合、このリソース
は起動できません。このリソースとリスト内のリソースの 1つが同時に起動する場
合、RGMは、リスト内のリソースが起動するまで待機してから、このリソースを
起動します。このリソースの Resource_dependenciesリスト内のリソースが起
動しない場合、このリソースもオフラインのままになります。リスト内のリソース
のリソースグループがオフラインのままであるか、リスト内のリソースが
Start_failed 状態である場合、このリソースのリスト内のリソースは起動しな
い可能性があります。強い依存関係を持っている異なるリソースグループ内のリ
ソースが起動に失敗したために、このリソースがオフラインのままである場合、こ
のリソースのリソースグループは Pending_online_blocked状態に入ります。

このリソースとリスト内の複数のリソースが同時にオフラインになる場合、このリ
ソースはリスト内のリソースより前に停止します。しかし、このリソースがオンラ
インのままであったり、停止に失敗した場合でも、リスト内の異なるリソースグ
ループのリソースは停止できます。このリソースが先に無効にならなければ、リス
ト内のリソースは無効にできません。

デフォルトでは、リソースグループ内では、アプリケーションのリソースはネット
ワークアドレスリソースに対して、暗黙的に強いリソースの依存関係を持っていま
す。詳細については、137ページの「リソースグループのプロパティ」の
Implicit_network_dependencies を参照してください。

リソースグループ内では、Prenet_startメソッドは Startメソッドより前に、
依存関係順に実行されます。Postnet_stopメソッドは Stopメソッドより後
に、依存関係順に実行されます。異なるリソースグループでは、依存しているリ
ソースは、依存されているリソースが Prenet_startおよび Startを実行するま
で待機してから、Prenet_startを実行します。依存されているリソースは、依
存しているリソースが Stopおよび Postnet_stopを終了するまで待機してか
ら、Stopを実行します。

カテゴリ: オプション
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初期値: 空のリスト

調整: ANYTIME

Resource_dependencies_restart ( string_array)
このリソースが再起動の依存関係を持っている同じまたは異なるグループ内のリ
ソースのリスト。

このプロパティの動作は Resource_dependenciesと似ていますが、再起動の依
存関係リスト内にある任意のリソースが再起動した場合、このリソースは再起動さ
れます。リスト内のリソースがオンラインに戻った後、このリソースは再起動され
ます。

カテゴリ: オプション

初期値: 空のリスト

調整: ANYTIME

Resource_dependencies_weak ( string_array)
このリソースが弱い依存関係を持っている同じまたは異なるグループ内のリソース
のリスト。弱い依存関係は、メソッドが呼び出される順序を決定します。RGM
は、このリスト内のリソースの Startメソッドを呼び出してから、このリソース
の Startメソッドを呼び出します。そして、RGMは、このリソースの Stopメ
ソッドを呼び出してから、このリスト内のリソースの Stopメソッドを呼び出しま
す。リスト内のリソースが起動に失敗した場合でも、このリソースは起動できま
す。

このリソースとその Resource_dependencies_weak リスト内のリソースが同
時に起動する場合、RGMは、リスト内のリソースが起動するまで待機してから、
このリソースを起動します。リスト内のリソースが起動しない場合 (たとえば、リ
スト内のリソースのリソースグループがオフラインのままであったり、リスト内の
リソースが Start_failed 状態である場合)、このリソースは起動します。この
リソースの Resource_dependencies_weakリスト内のリソースが起動すると、
このリソースのリソースグループは一時的に Pending_online_blocked状態に
入ることがあります。リスト内のすべてのリソースが起動したとき、あるいは、起
動に失敗したとき、このリソースとそのリソースグループは再び
Pending_online状態に入ります。

このリソースとリスト内の複数のリソースが同時にオフラインになる場合、このリ
ソースはリスト内のリソースより前に停止します。このリソースがオンラインのま
まであったり、停止に失敗した場合でも、リスト内のリソースは停止できます。こ
のリソースを無効にするまで、リスト内のリソースは無効にできません。

リソースグループ内では、Prenet_startメソッドは Startメソッドより前に、
依存関係順に実行されます。Postnet_stopメソッドは Stopメソッドより後
に、依存関係順に実行されます。異なるリソースグループでは、依存しているリ
ソースは、依存されているリソースが Prenet_startおよび Startを実行するま
で待機してから、Prenet_startを実行します。依存されているリソースは、依
存しているリソースが Stopおよび Postnet_stopを終了するまで待機してか
ら、Stopを実行します。

カテゴリ: オプション
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初期値: 空のリスト

調整: ANYTIME

Resource_name (string)
リソースインスタンスの名前です。この名前はクラスタ構成内で一意にする必要が
あります。リソースが作成されたあとで変更はできません。

カテゴリ: 必須

初期値: デフォルトなし

調整: Never

Resource_project_name (string )
リソースに関連付けられた Solarisプロジェクト名。このプロパティは、CPUの共
有、クラスタデータサービスのリソースプールといった Solarisのリソース管理機
能に適用できます。RGMは、リソースをオンラインにすると、このプロジェクト
名を持つ関連プロセスを起動します。このプロパティが指定されていない場合、プ
ロジェクト名は、リソースが属しているリソースグループの RG_project_name
プロパティから取得されます。rg_properties(5)を参照してください。どちらの
プロパティも指定されなかった場合、RGMは事前定義済みのプロジェクト名
defaultを使用します。プロジェクトデータベース内に存在するプロジェクト名
を指定する必要があります。また、rootユーザーは、このプロジェクトのメン
バーとして構成されている必要があります。このプロパティは、Solaris 9以降の
バージョンでのみサポートされます。

注 –このプロパティの変更は、このリソースが次回起動されるときに有効になりま
す。

カテゴリ: オプション

初期値: Null

調整: ANYTIME

各クラスタノードの Resource_state (enum)
RGMが判断した各クラスタノード上のリソースの状態。使用可能な状態は、
Online、Offline、Start_failed、Stop_failed、Monitor_failed、
Online_not_monitored、Starting、および Stoppingです。

ユーザーはこのプロパティを構成できません。

カテゴリ: 照会のみ

初期値: デフォルトなし

調整: Never

付録 A •標準プロパティ 133



Retry_count (integer)
起動に失敗したリソースをモニターが再起動する回数です。このプロパティは
RGMによって作成されます。RTRファイルに宣言されている場合にかぎり、管理
者は使用を許可されます。デフォルト値が RTRファイルに指定されている場合、
Retry_count は任意です。

Tunable属性がリソースタイプファイルに指定されていない場合は、プロパ
ティの Tunable値は WHEN_DISABLEDになります。

RTRファイル内で宣言され、Default属性が指定されていない場合、このプロパ
ティは必須になります。

カテゴリ: 条件付き

初期値: デフォルトなし

調整: WHEN_DISABLED

Retry_interval (integer)
失敗したリソースを再起動するまでの秒数。リソースモニターは、このプロパ
ティと Retry_countを組み合わせて使用します。このプロパティは RGMに
よって作成されます。RTRファイルに宣言されている場合にかぎり、管理者は使用
を許可されます。デフォルト値が RTRファイルに指定されている場合、
Retry_intervalは任意です。

Tunable属性がリソースタイプファイルに指定されていない場合は、プロパ
ティの Tunable値は WHEN_DISABLEDになります。

RTRファイル内で宣言され、Default属性が指定されていない場合、このプロパ
ティは必須になります。

カテゴリ: 条件付き

初期値: デフォルトなし

調整: WHEN_DISABLED

Scalable (boolean)
リソースがスケーラブルであるかどうか、つまり、リソースが Sun Clusterの
ネットワーキング負荷分散機能を使用するかどうかを表します。

このプロパティが RTRファイルで宣言されている場合は、そのタイプのリソース
に対して、RGMは、次のスケーラブルサービスプロパティを自動的に作成しま
す。つまり、 Affinity_timeout、Load_balancing_policy、
Load_balancing_weights、Network_resources_used、Port_list、
UDP_affinity、および Weak_affinity です。これらのプロパティは、RTR
ファイル内で明示的に宣言されない限り、デフォルト値を持ちます。RTRファイル
に Scalableが宣言されている場合、このプロパティのデフォルトは TRUEです。

RTRファイルにこのプロパティが宣言されている場合、AT_CREATION以外の
Tunable属性の割り当ては許可されません。
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RTRファイルにこのプロパティが宣言されていない場合、このリソースはスケーラ
ブルではないため、このプロパティを調整することはできません。RGMは、ス
ケーラビブルサービスプロパティをいっさい設定しません。ただし、
Network_resources_usedおよび Port_listプロパティは、スケーラブル
サービスでも非スケーラブルサービスでも有用であるため、RTRファイルに明示的
に宣言できます。

このリソースプロパティと Failoverリソースタイププロパティの組み合わせ
と、その説明は次のとおりです。

このリソースプロパティを Failoverリソースタイププロパティと組み合わせて
使用する方法の詳細については、r_properties(5)を参照してください。

カテゴリ: オプション

初期値: デフォルトなし

調整: AT_CREATION

各クラスタノードの Status ( enum)
リソースモニターが scha_resource_setstatus(1HA)または
scha_resource_setstatus(3HA)で設定します。指定可能な値は、 OK、
degraded、faulted、unknown、および offlineです。リソースがオンライン
またはオフラインになったとき、RGMは自動的に Status値を設定します
(Status値をリソースのモニターまたはメソッドが設定していない場合)。

カテゴリ: 照会のみ

初期値: デフォルトなし

調整: Never

各クラスタノードの Status_msg ( string)
リソースモニターによって、Statusプロパティと同時に設定されます。リソース
がオンラインまたはオフラインになったとき、RGMは自動的にこのプロパティを
空の文字列にリセットします (このプロパティをリソースのメソッドが設定してい
ない場合)。

カテゴリ: 照会のみ

初期値: デフォルトなし

調整: Never

Thorough_probe_interval ( integer)
高オーバーヘッドのリソース障害検証の呼び出し間隔 (秒)。このプロパティは
RGMによって作成されます。RTRファイルに宣言されている場合にかぎり、管理
者は使用を許可されます。デフォルト値が RTRファイルに指定されている場合、
Thorough_probe_intervalは任意です。

Tunable属性がリソースタイプファイルに指定されていない場合は、プロパ
ティの Tunable値は WHEN_DISABLEDになります。

RTRファイルのプロパティ宣言内に Default属性が指定されていない場合、この
プロパティは必須です。
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カテゴリ: 条件付き

初期値: デフォルトなし

調整: WHEN_DISABLED

Type (string)
このリソースがインスタントであるリソースタイプ。

カテゴリ: 必須

初期値: デフォルトなし

調整: Never

Type_version (string)
現在このリソースに関連付けられているリソース型のバージョンを指定します。こ
のプロパティは RTRファイル内に宣言できません。したがって、RGMによって自
動的に作成されます。このプロパティの値は、リソースタイプの RT_versionプ
ロパティと等しくなります。リソースの作成時、Type_versionプロパティはリ
ソースタイプ名の接尾辞として表示されるだけで、明示的には指定されません。リ
ソースを編集すると、Type_versionの値が変更されます。

このプロパティの調整は次のソースから継承されます。

� 現在のリソースタイプのバージョン
� RTRファイル内の #$upgrade_fromディレクティブ

カテゴリ: 説明を参照

初期値: デフォルトなし

調整: 説明を参照

UDP_affinity (boolean)
trueの場合、指定のクライアントからの UDPトラフィックはすべて現在クライア
ントの TCPトラフィックを処理しているサーバーノードに送信されます。

このプロパティは、Load_balancing_policyが Lb_stickyまたは
Lb_sticky_wildの場合にかぎり有効です。さらに、Weak_affinityが FALSE
(デフォルト値)に設定されている必要があります。

このプロパティは、スケーラブルサービス専用です。

カテゴリ: オプション

初期値: デフォルトなし

調整: WHEN_DISABLED

Weak_affinity (boolean)
trueの場合、弱い形式のクライアントアフィニティが有効になります。弱い形式の
クライアントアフィニティは、1つのクライアントから複数の接続を同じサーバー
ノードに送信することを許可します。ただし、次の状態の場合を除きます。
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� サーバーのリスナーが起動するのは、たとえば、障害モニターが再起動したと
き、リソースがフェイルオーバーまたはスイッチオーバーしたとき、あるい
は、ノードが障害の後にクラスタに参加し直したときです。

� 管理アクションによるスケーラブルリソースの Load_balancing_weightsの
変更時

弱いアフィニティはメモリーの消費とプロセッササイクルの点で、デフォルトの形
式よりもオーバーヘッドを低く抑えられます。

このプロパティは、Load_balancing_policyが Lb_stickyまたは
Lb_sticky_wildの場合にかぎり有効です。

このプロパティは、スケーラブルサービス専用です。

カテゴリ: オプション

初期値: デフォルトなし

調整: WHEN_DISABLED

リソースグループのプロパティ
この節では、Sun Clusterで定義されているリソースグループプロパティについて説明
します。プロパティ値は、次のように分類されます (「カテゴリ」の後)。

� 必須—管理者は、管理ユーティリィティでリソースグループを作成するときに、
必ず値を指定する必要があります。

� 任意—管理者がリソースグループの作成時に値を指定しない場合、システムがデ
フォルト値を提供します。

� 照会のみ–管理ツールから直接設定できません。

各説明は、そのプロパティが初期設定後に更新できる (はい)か更新できない (いいえ)
かを示しています。

最初にプロパティ名が表示され、次に説明が表示されます。

Auto_start_on_new_cluster ( boolean)
このプロパティを使用すると、新しいクラスタを形成するとき、Resource Group
の自動起動を無効にすることができます。

TRUEの場合、クラスタが再起動するとき、Resource Group Managerはリソース
グループを自動的に起動して、Desired_primariesを有効にしようと試みま
す。FALSEに設定されている場合、クラスタのすべてのノードが同時に再起動した
とき、Resource Group Managerはリソースグループを自動的に起動しません。

カテゴリ: オプション
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初期値: TRUE

調整: Yes

Desired_primaries (integer )
グループが同時にオンラインになることができるノードの数。

RG_modeプロパティが Failoverの場合、このプロパティの値を1より大きく設
定することはできません。RG_modeプロパティが Scalableの場合は、1より大
きな値を設定できます。

カテゴリ: オプション

初期値: 1

調整: Yes

Failback (boolean)
クラスタのメンバーシップが変更されたとき、グループがオンラインになっている
ノードセットを再計算するかどうかを示すブール値です。再計算により、RGMは
優先度の低いノードをオフラインにし、優先度の高いノードをオンラインにするこ
とができます。

カテゴリ: オプション

初期値: FALSE

調整: Yes

Global_resources_used (string_array )
クラスタファイルシステムがこのリソースグループ内のリソースによって使用され
るかどうかを指定します。管理者はアスタリスク (*)か空文字列 (“”)を指定できま
す。すべてのグローバルリソースを指定するときはアスタリスク、グローバルリ
ソースを一切指定しない場合は空文字列を指定します。

カテゴリ: オプション

初期値: すべてのグローバルリソース

調整: Yes

Implicit_network_dependencies ( boolean)
TRUEの場合、 RGMは、グループ内のネットワークアドレスリソースで非ネット
ワークアドレスリソースに対する強い依存を強制します。ネットワークアドレスリ
ソースには、論理ホスト名と共有アドレスリソース型があります。

スケーラブルリソースグループの場合、ネットワークアドレスリソースを含んでい
ないため、このプロパティは効果がありません。

カテゴリ: オプション

初期値: TRUE

調整: Yes

Maximum_primaries (integer )
グループを同時にオンラインにできるノードの最大数です。
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RG_modeプロパティが Failoverの場合、このプロパティの値を1より大きく設
定することはできません。RG_modeプロパティが Scalableの場合は、1より大
きな値を設定できます。

カテゴリ: オプション

初期値: 1

調整: Yes

Nodelist (string_array)
優先順位に従ってグループをオンラインにできるクラスタノードのリスト。これら
のノードは、リソースグループの潜在的主ノードまたはマスターです。

カテゴリ: オプション

初期値: すべてのクラスタノードのリスト。

調整: Yes

Pathprefix (string)
リソースグループ内のリソースが重要な管理ファイルを書き込むことができるクラ
スタファイルシステム内のディレクトリ。一部のリソースの必須プロパティです。
Pathprefixの値はリソースグループごとに固有の値を指定します。

カテゴリ: オプション

初期値: 空の文字列

調整: Yes

Pingpong_interval (integer )
RGMがリソースグループをオンラインにする場所を決定するときに使用する負で
ない整数値 (秒)。このプロパティが必要になる条件は次のとおりです。

� 再構成が発生している場合。
� scha_control -O GIVEOVER コマンドまたは scha_control() 関数に

SCHA_GIVEOVER引数を指定して実行します。再構成が発生したときに、
Pingpong_intervalで指定した秒数内に特定のノード上で複数回、リソースグ
ループがオンラインになれなかった場合、そのノードはリソースグループのホス
トとしては不適切だと判断され、RGMは別のマスターを探します。リソースグ
ループがオンラインになれない原因は、 Startメソッドまたは Prenet_startメ
ソッドがゼロ以外で終了したか、タイムアウトしたかのどちらかです。

リソースの scha_controlコマンドまたは関数の呼び出しによって、
Pingpong_intervalで指定した秒数内に特定のノード上でリソースグループが
オフラインになった場合、別のノードから生じる後続の scha_control()呼び出
しの結果、そのノードはリソースグループのホストとして不適切だと判断されま
す。

カテゴリ: オプション

初期値: 3,600 (1時間)

調整: Yes
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Resource_list (string_array )
グループに含まれるリソースのリスト。管理者はこのプロパティを直接設定しませ
ん。このプロパティは、管理者がリソースグループにリソースを追加したり、リ
ソースを削除したときに、RGMによって更新されます。

カテゴリ: 照会のみ

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

RG_affinities (string)
RGMは、別のリソースグループの現在のマスターであるノードにリソースグルー
プを配置するか (肯定的なアフィニティの場合)、あるいは、別のリソースグループ
の現在のマスターでないノード上にリソースグループを配置するか (否定的なア
フィニティの場合)しようとします。

RG_affinitiesには、次の文字列を設定できます。

� ++ (強い肯定的なアフィニティ)
� + (弱い肯定的なアフィニティ)
� - (弱い否定的なアフィニティ)
� -- (強い否定的なアフィニティ)
� +++ (フェイルオーバー委託付きの強い肯定的なアフィニティ)たとえば、
RG_affinities=+RG2,--RG3は、このリソースグループが RG2に対しては弱い
肯定的なアフィニティを持っており、RG3に対しては強い否定的なアフィニティを
持っていることを示します。

RG_affinitiesの使用方法については、『Sun Clusterデータサービスの計画と管
理 (Solaris編)』の「Administering Data Service Resources」を参照してください。

カテゴリ: オプション

初期値: 空の文字列

調整: Yes

RG_dependencies (string_array )
同じノード上の別のグループをオンライン/オフラインにするときの優先順位を示
すリソースグループのリスト (任意)。すべての強い RG_affinities (肯定的と否
定的)と RG_dependenciesが一緒のグラフはサイクルを含むことが許されませ
ん。

たとえば、リソースグループ RG2がリソースグループ RG1の RG_dependencies
リスト内に含まれると仮定します。言い換えると、RG1が RG2にリソースグルー
プ依存関係を持っていると仮定します。次のリストに、このリソースグループ依存
関係の効果を要約します。

� あるノードがクラスタに参加するとき、RG2内のリソース上でそのノード上の
すべての Bootメソッドが完了するまで、RG1内のリソース上でそのノード上
の Bootメソッドは動作しません。

� RG1と RG2が両方とも同じノード上で同時に Pending_online状態である場
合、RG2内のすべてのリソースが自分の開始メソッドを完了するまで、RG1内
のどのリソースも自分の開始メソッド (Prenet_start または Start) を実行
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できません。
� RG1と RG2が両方とも同じノード上で同時に Pending_offline状態である
場合、RG2内のすべてのリソースが自分の停止メソッドを完了するまで、RG1
内のどのリソースも自分の停止メソッド (Stop または Postnet_stop) を実行
できません。

� プライマリを切り替えたとき、任意のノード上で RG1がオンラインのままにな
り、すべてのノード上で RG2がオフラインになった場合、RG1または RG2の
プライマリの切り替えは失敗します。詳細については、scswitch(1M)と
scsetup(1M)を参照してください。

� RG2上で Desired_primariesプロパティをゼロに設定した場合、RG1上で
Desired_primariesプロパティをゼロより大きな値に設定することは許可さ
れません。

� RG2 上で Auto_start_on_new_cluster プロパティを FALSE に設定した場
合、RG1上で Auto_start_on_new_clusterプロパティを TRUEに設定する
ことは許可されません。

カテゴリ: オプション

初期値: 空のリスト

調整: Yes

RG_description (string)
リソースグループの簡単な説明。

カテゴリ: オプション

初期値: 空の文字列

調整: Yes

RG_is_frozen (boolean)
あるリソースグループが依存している大域デバイスをスイッチオーバーするかどう
かを表します。このプロパティが TRUEに設定された場合、大域デバイスはス
イッチオーバーされます。このプロパティが FALSEに設定された場合、どの大域
デバイスもスイッチオーバーされません。リソースグループが大域デバイスに依存
するかどうかは、Global_resources_usedプロパティの設定によります。

ユーザーは RG_is_frozenプロパティを直接設定できません。RG_is_frozenプ
ロパティは、大域デバイスのステータスが変わったときに、RGMによって更新さ
れます。

カテゴリ: オプション

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

RG_mode (列挙型)
リソースグループがフェイルオーバーグループかスケーラブルグループかを指定し
ます。値が Failoverの場合、RGMはグループの Maximum_primariesプロパ
ティの値を 1に設定し、リソースグループのマスターを単一のノードに制限しま
す。
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このプロパティの値が Scalableの場合、RGMは Maximum_primariesプロパ
ティに 1より大きい値を設定することを許可します。結果として、グループを複数
のノードで同時にマスターできます。Failoverプロパティの値が TRUEのリソー
スを、RG_modeの値が Scalableのリソースグループに追加することはできませ
ん。

Maximum_primariesが 1の場合、デフォルトは Failoverです。
Maximum_primariesが 1より大きい場合、デフォルトは Scalableです。

カテゴリ: オプション

初期値: Maximum_primariesの値に依存。

調整: いいえ

RG_name (string)
リソースグループの名前。この名前は、クラスタ内で一意である必要があります。

カテゴリ: 必須

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

RG_project_name (string)
リソースグループに関連付けられた Solarisプロジェクト名。このプロパティは、
CPUの共有、クラスタデータサービスのリソースプールといった Solarisのリソー
ス管理機能に適用できます。RGMは、リソースグループをオンラインにすると
き、Resource_project_nameプロパティセットを持たないリソースに対して、
このプロジェクトで関連付けられたプロセスを起動します。プロジェクトデータ
ベース内に存在するプロジェクト名を指定する必要があります。また、rootユー
ザーは、このプロジェクトのメンバーとして構成されている必要があります。

このプロパティは、Solaris 9以降のバージョンでのみサポートされます。

注 –このプロパティの変更は、このリソースが次回起動されるときに有効になりま
す。

カテゴリ: オプション

初期値: テキスト文字列 “default”。

調整: ANYTIME

各クラスタ上の RG_state ( enum)
RGMによって各クラスタノード上のグループの状態を表す値に設定されます。設
定される値は、Unmanaged 、Online、Offline、Pending_online、
Pending_offline、Pending_online_blocked、Error_stop_failed、
Online_faulted、または Pending_online_blockedです。
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ユーザーはこのプロパティを構成できません。しかし、scswitch(1M)を呼び出
すことによって、あるいは同等の scsetup(1M)か SunPlex Managerコマンドを
使用して、このプロパティを間接的に設定することは可能です。

カテゴリ: 照会のみ

初期値: デフォルトなし

調整: いいえ

RG_system (boolean)
リソースグループの RG_systemプロパティの値が TRUEの場合、そのリソースグ
ループとそのリソースグループ内のリソースに関する特定の操作が制限されます。
この制限は、重要なリソースグループやリソースを間違って変更または削除してし
まうことを防ぐためにあります。このプロパティの影響を受けるのは、scrgadm
(1M)コマンドと scswitch(1M)コマンドだけです。scha_control(1HA)コマ
ンドと scha_control(3HA)コマンドの動作には影響ありません。

リソースグループ (またはリソースグループ内のリソース)の制限操作を実行する前
には、まず、リソースグループの RG_systemプロパティをFALSEに設定する必要
があります。クラスタサービスをサポートするリソースグループ (または、リソー
スグループ内のリソース)を変更または削除するときには注意してください。

RG_systemが TRUEに設定されているリソースグループのことを「システムリ
ソースグループ」と呼びます。RG_system の現在の値に関わらず、 RG_system
プロパティ自身を編集することは制限されません。これらの制限の詳細について
は、rg_properties(5)のマニュアルページを参照してください。

カテゴリ: オプション

初期値: FALSE

調整: Yes

リソースプロパティの属性
次の節では、システム定義のプロパティの変更または拡張プロパティの作成に使用で
きるリソースプロパティ属性について説明します。

注意 – boolean、enum、intタイプのデフォルト値に、Nullまたは空の文字列 ("")
は指定できません。

最初にプロパティ名が表示され、次に説明が表示されます。
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Array_maxsize
stringarrayタイプの場合、設定できる配列要素の最大数。

Array_minsize
stringarrayタイプの場合、設定できる配列要素の最小数。

Default
プロパティのデフォルト値を示します。

Description
プロパティを簡潔に記述した注記 (文字列)。RTRファイル内でシステム定義プロパ
ティに対する Description属性を設定することはできません。

Enumlist
enumタイプの場合、プロパティに設定できる文字列値のセット。

Extension
リソースタイプの実装によって定義された拡張プロパティが RTRファイルのエン
トリで宣言されていることを示します。拡張プロパティが使用されていない場合、
そのエントリはシステム定義プロパティです。

Max
intタイプの場合、プロパティに設定できる最大値。

Maxlength
stringおよび stringarrayタイプの場合、設定できる文字列の最大。

Min
intタイプの場合、プロパティに設定できる最小値。

Minlength
stringおよび stringarrayタイプの場合、設定できる文字列の最小長。

Property
リソースプロパティの名前。

Tunable
クラスタ管理者がリソースのプロパティ値をいつ設定できるかを示します。管理者
にプロパティの設定を許可しない場合は、NONEまたは FALSEに設定します。管理
者にプロパティの調整を許可する属性値は、次のとおりです。TRUEまたは
ANYTIME (任意の時点)、AT_CREATION (リソースの作成時のみ)、
WHEN_DISABLED (リソースがオフラインのとき)。ほかの調整可能な条件 (「いつ
監視を無効にするか」や「いつオフラインにするか」など)を設定するには、この
属性を ANYTIMEに設定して、Validateメソッドでリソースの状態を検証しま
す。

デフォルトは、標準リソースプロパティごとに異なります (次の節を参照)。RTR
ファイルで特に指定していない限り、拡張プロパティを調整する設定のデフォルト
は TRUE ( ANYTIME) です。

プロパティのタイプ
指定可能な型は、string、boolean、int、enum、stringarrayです。RTR
ファイル内で、システム定義プロパティの型の属性を設定することはできません。
タイプは、RTRファイルのエントリに登録できる、指定可能なプロパティ値とタイ
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プ固有の属性を決定します。enumタイプは、文字列値のセットです。
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付録 B

有効な RGM名と値

この付録では、Resource Group Manager (RGM)の名前と値に指定できる文字の条件
について説明します。

有効な RGM名
RGM名は、次のカテゴリに分類されます。

� リソースグループ名
� リソースタイプ名
� リソース名
� プロパティ名
� 列挙型リテラル名

名前の規則 (リソースタイプ名を除く)
リソースタイプ名を除き、他の名前はすべて次の規則に従う必要があります。

� ASCIIであること。
� 先頭は必ず文字にする。
� 名前に使用できる文字は、英字の大文字と小文字、数字、ハイフン (-)、下線 (_)。
� 255文字を超えないこと。
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リソースタイプ名の書式
リソースタイプの完全な名前の書式は、次のように、リソースタイプによって異なり
ます。

� リソースタイプのリソースタイプ登録 (RTR)ファイルに #$upgrade指令が含まれ
る場合、書式は次のようになります。

vendor-id.base-rt-name:version

� リソースタイプの RTRファイルに #$upgrade指令が含まれない場合、書式は次
のようになります。

vendor-id.base-rt-name

ピリオドは、vendor-idと base-rt-nameを分離します。コロンは、 base-rt-nameと
versionを分離します。

この書式における変数項目は次のようになります。

vendor-id ベンダー ID接頭辞を指定します。ベンダー ID接頭辞は、RTR
ファイル内の Vendor_idリソースタイププロパティの値です。

base-rt-name ベースリソースタイプ名を指定します。ベースリソースタイプ名は、
RTRファイル内の Resource_typeリソースタイププロパティの値
です。

version バージョン接尾辞を指定します。バージョン接尾辞は、RTRファイル
内の RT_versionリソースタイププロパティの値です。バージョン
接尾辞は、RTRファイルが #$upgrade指令を含む場合、完全なリ
ソースタイプ名の部分だけを示します。 #$upgrade 指令は、Sun
Clusterのリリース 3.1から導入されました。

注 –ベースリソースタイプ名が 1つのバージョンだけ登録されている場合、scrgadm
(1M)コマンドで完全な名前を使用する必要はありません。ベンダー ID接頭辞、バー
ジョン接尾辞、あるいは、その両方は省略できます。

リソースタイププロパティの詳細については、119ページの「リソースタイププロパ
ティ」を参照してください。

例 B–1 #$upgrade指令付きのリソースタイプ名の完全な名前

この例では、RTRファイルで次のようなプロパティが設定されているリソースタイプ
の完全な名前を示します。

� Vendor_id=SUNW
� Resource_type=sample
� RT_version=2.0
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例 B–1 #$upgrade指令付きのリソースタイプ名の完全な名前 (続き)

この RTRファイルで定義されているリソースタイプの完全な名前は、次のとおりで
す。

SUNW.sample:2.0

例 B–2 #$upgrade指令なしのリソースタイプ名の完全な名前

この例では、RTRファイルで次のようなプロパティが設定されているリソースタイプ
の完全な名前を示します。

� Vendor_id=SUNW
� Resource_type=nfs

この RTRファイルで定義されているリソースタイプの完全な名前は、次のとおりで
す。

SUNW.nfs

RGMの値
RGMの値は、プロパティ値と記述値という 2つのカテゴリに分類されます。
property values and description values.どちらのカテゴリも規則は同じで、次のよう
になります。

� 値はASCIIであること。

� 値の最大長は 4M - 1バイト (つまり、4,194,303バイト)であること。

� NULL、

� Null
� 復帰改行
� コンマ
� セミコロン
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付録 C

データサービス構成のワークシートと
記入例

この付録では、クラスタ構成のリソース関連構成要素を計画する場合に使用するワー
クシートを提供します。参考のために、ワークシートの記入例も掲載しています。ク
ラスタ構成内のその他のコンポーネントのワークシートは、『Sun Clusterソフト
ウェアのインストール (Solaris OS版)』の「Sun Clusterのインストールと構成のため
のワークシート」を参照してください。

構成のワークシート
リソースに関連するコンポーネントがクラスタ構成に多数ある場合は、ワークシート
を適宜コピーしてください。これらのワークシートを完成させるには、『Sun Cluster
ソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』および第 1章の計画ガイドラインに
従ってください。記入済みのワークシートを参照しながら、クラスタをインストール
および構成します。

注 –ワークシートの記入例で使用されるデータはガイドとしてのみ提供されます。し
たがって、これらの例は、実際のクラスタの完全な構成を表しているわけではありま
せん。

� 152ページの「リソースタイプのワークシート」
� 154ページの「ネットワークリソースのワークシート」
� 156ページの「アプリケーションリソース—フェイルオーバーワークシート」
� 158ページの「アプリケーションリソース—スケーラブルのワークシート」
� 160ページの「リソースグループ—フェイルオーバーのワークシート」
� 162ページの「リソースグループ—スケーラブルのワークシート」
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リソースタイプのワークシート
論理ホストまたは共有アドレス以外のリソースタイプにはこのワークシートを使用し
てください。

表 C–1リソースタイプのワークシート

リソースタイプ名 リソースタイプが動作するノード
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例:リソースタイプのワークシート
表 C–2例:リソースタイプのワークシート

リソースタイプ名 リソースタイプが動作するノード

SUNW.nshttp phys-schost-1, phys-schost-2

SUNW.oracle_listener phys-schost-1, phys-schost-2

SUNW.oracle_server phys-schost-1, phys-schost-2
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ネットワークリソースのワークシート
表 C–3ネットワークリソースのワークシート

コンポーネント 名前

リソース名

リソースグループ名

リソースタイプ (1つに丸を付
けてください)

論理ホスト名 |共有アドレス

リソースタイプ名

依存関係

使用されているホスト名

拡張プロパティ 名称 値
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例:ネットワークリソース—共有アドレスのワークシート
表 C–4例:ネットワークリソース—共有アドレスのワークシート

コンポーネント 名前

リソース名 sh-galileo

リソースグループ名 rg-shared

リソースタイプ (1つに丸を付
けてください)

Shared address

リソースタイプ名 SUNW.SharedAddress

依存関係 none

使用されているホスト名 sh-galileo

拡張プロパティ 名称 値

netiflist ipmp0@1, ipmp0@2

例:ネットワークリソース—論理ホスト名のワークシート
表 C–5例:ネットワークリソース—論理ホスト名のワークシート

コンポーネント 名前

リソース名 relo-galileo

リソースグループ名 rg-oracle

リソースタイプ (1つに丸を付
けてください)

Logical hostname

リソースタイプ名 SUNW.LogicalHostname

依存関係 none

使用されているホスト名 relo-galileo

拡張プロパティ 名称 値

netiflist ipmp0@1, ipmp0@2
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アプリケーションリソース—フェイルオーバー
ワークシート
表 C–6アプリケーションリソース—フェイルオーバーワークシート

コンポーネント 名前

リソース名

リソースグループ名

リソースタイプ名

依存関係

拡張プロパティ 名前 値
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例:アプリケーションリソース—フェイルオーバーワーク
シート
表 C–7例:アプリケーションリソース—フェイルオーバーワークシート

コンポーネント 名前

リソース名 oracle-listener

リソースグループ名 rg-oracle

リソースタイプ名 SUNW.oracle_listener

依存関係 hasp_resource

拡張プロパティ 名前 値

ORACLE_HOME /global/oracle/orahome/

LISTENER_NAME lsnr1
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アプリケーションリソース—スケーラブルのワー
クシート
表 C–8アプリケーションリソース—スケーラブルのワークシート

コンポーネント 名前

リソース名

論理ホストのリソースグルー
プ名

共有アドレスのリソースグ
ループ名

論理ホストのリソースタイプ
名

共有アドレスのリソースタイ
プ名

依存関係

拡張プロパティ 名前 値
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例:アプリケーションリソース—スケーラブルのワーク
シート
表 C–9例:アプリケーションリソース—スケーラブルのワークシート

コンポーネント 名前

リソース名 sh-galileo

論理ホストのリソースグルー
プ名

共有アドレスのリソースグ
ループ名

rg-shared

論理ホストのリソースタイプ
名

共有アドレスのリソースタイ
プ名

依存関係

拡張プロパティ 名前 値
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リソースグループ—フェイルオーバーのワーク
シート

表 C–10リソースグループ—フェイルオーバーのワークシート

コンポーネント 注記 名前

リソースグループ名 この名前は、クラスタ内で一意のも
のでなければなりません。

機能 このリソースグループの機能につい
て記述してください。

フェイルバック機能があるか(1つに
丸を付けてください)

主ノードが停止して復旧したあと、
このリソースグループを主ノードに
戻すかどうかを選択してください。

戻す |戻さない

ノードリスト このリソースグループのホストにな
りえるクラスタノードを指定してく
ださい。このリストでは、最初の
ノードとして稼動系を指定し、続い
て待機系を指定する必要がありま
す。二次ノードの順序は、主ノード
になる優先順位を示します。

依存しているディスクデバイスグ
ループ

このリソースグループが依存してい
るディスクデバイスグループを指定
してください。

構成ディレクトリ 管理作業のためにこのリソースグ
ループ内のリソースがファイルを作
成する必要がある場合、それらのリ
ソースが使用するサブディレクトリ
を含めてください。

160 Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版) • 2004年 9月, Revision A



例:リソースグループ—フェイルオーバーのワークシート
表 C–11例:リソースグループ—フェイルオーバーのワークシート

コンポーネント 注記 名前

リソースグループ名 この名前は、クラスタ内で一意のも
のでなければなりません。

rg-oracle

機能 このリソースグループの機能につい
て記述してください。

Oracleリソースを含む

フェイルバック機能があるか(1つに
丸を付けてください)

主ノードが停止して復旧したあと、
このリソースグループを主ノードに
戻すかどうかを選択してください。

戻さない

ノードリスト このリソースグループのホストにな
りえるクラスタノードを指定してく
ださい。このリストでは、最初の
ノードとして稼動系を指定し、続い
て待機系を指定する必要がありま
す。二次ノードの順序は、主ノード
になる優先順位を示します。

1) phys-schost-1

2) phys-schost-2

依存しているディスクデバイスグ
ループ

このリソースグループが依存してい
るディスクデバイスグループを指定
してください。

schost1-dg

構成ディレクトリ 管理作業のためにこのリソースグ
ループ内のリソースがファイルを作
成する必要がある場合、それらのリ
ソースが使用するサブディレクトリ
を含めてください。
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リソースグループ—スケーラブルのワークシート
表 C–12リソースグループ—スケーラブルのワークシート

コンポーネント 注記 名前

リソースグループ名 この名前は、クラスタ内で一意のも
のでなければなりません。

機能

稼動系の最大数

主ノードの適切な数

フェイルバック機能があるか(1つに
丸を付けてください)

稼動系が停止したあと、このリソー
スグループを稼動系に戻すかどうか
を選択してください。

戻す |戻さない

ノードリスト このリソースグループのホストにな
りえるクラスタノードを指定してく
ださい。このリストでは、最初の
ノードとして稼動系を指定し、続い
て待機系を指定する必要がありま
す。二次ノードの順序は、主ノード
になる優先順位を示します。

依存関係 このリソースが依存するリソースグ
ループをすべて挙げてください。
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例:リソースグループ—スケーラブルのワークシート
表 C–13例:リソースグループ—スケーラブルのワークシート

コンポーネント 注記 名前

リソースグループ名 この名前は、クラスタ内で一意のも
のでなければなりません。

rg-http

機能 Webサーバーリソースを含む

稼動系の最大数 2

主ノードの適切な数 2

フェイルバック機能があるか(1つに
丸を付けてください)

稼動系が停止したあと、このリソー
スグループを稼動系に戻すかどうか
を選択してください。

No

ノードリスト このリソースグループのホストにな
りえるクラスタノードを指定してく
ださい。このリストでは、最初の
ノードとして稼動系を指定し、続い
て待機系を指定する必要がありま
す。二次ノードの順序は、主ノード
になる優先順位を示します。

1) phys-schost-1

2) phys-schost-2

依存関係 このリソースが依存するリソースグ
ループをすべて挙げてください。

rg-shared
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変更の失敗, 95-96
有効化, 86-89

構成
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構成と管理, Sun Clusterデータサービス, 31
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テムを, 92-95
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重要でないサービス,オフロード, 103-104
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継続的な
定義, 115-116
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への対応, 116-117

障害追跡,ファイルシステムの変更, 95-96
障害モニター
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検証タイムアウト, 115
障害への対応, 116-117
調整, 113-117
による障害の検出, 116-117
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スイッチオーバー,リソースグループの委
託, 104-105

スケーラブルアプリケーションリソース,リ
ソースグループに追加, 48-50
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制限

IPアドレス, 21
ネットワーク, 21

性能
重要なサービス用に最適化, 103-104
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設定
HAStoragePlusリソースタイプ, 86-89
HAStorageリソースタイプ
新しいリソース, 81-83
既存のリソース, 83

RGOffload, 106-110

そ
属性,リソースプロパティ, 143
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タイムアウト
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つ
追加
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リソースグループにノードを, 73-75
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フェイルオーバーアプリケー
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SunPlex Manager GUI, 24
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強い否定的なアフィニティ
使用例, 103-104
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リソースグループとの起動の同期, 80-83

データサービス
計画, 15-26
考慮事項, 20-21
特殊な要件, 16

データサービスリソース,作業マップ, 28-31
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登録
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バーリソースグループから削除, 79
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スケーラブルリソースグループから削
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追加
リソースグループに, 73-75

フェイルオーバーリソースグループから削
除, 77-78

負荷均衡, 102-103
リソースグループから削除, 75-80
リソースグループの分散, 98-106

ノードのリソースの解放,アフィニ
ティ, 103-104

ノードリストプロパティ
auxnodelist, 21
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リソースタイプ, 70, 97

バイパス,ネームサービス, 67
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表示,リソースタイプ、リソースグループ、リ
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RTR, 97
ファイルシステム
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変更, 89-96
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フェイルオーバー
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リソースグループの委託, 104-105
フェイルオーバーアプリケーションリソース,
リソースグループに追加, 46-48

フェイルオーバー委託付きの強い肯定的なア
フィニティ
使用例, 104-105
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負荷均衡, 102-103
複製,リソースグループ、リソース型、および
リソースについての構成データ, 111

部分的な障害, 115-116
プロパティ
「拡張プロパティ」も参照
Type_version, 71, 97
リソース, 126
リソースグループ, 137

プロパティ (続き)
リソースタイプ, 119

プロパティシステム
Thorough_probe_interval
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プロパティ属性,リソース, 143
プロパティ値,規則, 149
プロパティ名,規則, 147
分散,オンラインのリソースグループ, 98-106

へ
変更
共有アドレスリソース, 67
リソースグループプロパティ, 65
リソースタイププロパティ, 63-64
リソースプロパティ, 65-66
論理ホスト名リソース, 67

編集
リソースタイプのインスタンス, 70-71, 97
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マウント,ファイルシステム, 90
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無効化
リソース
リソースグループを UNMANAGEDに移
行する, 60-61

リソースグループモニター, 52-54
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弱い肯定的なアフィニティ
使用例, 101-102
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弱い否定的なアフィニティ
使用例, 102-103
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り
リソース
共有アドレス
変更, 67
無効にしたときにホストから分離, 60
リソースグループに追加, 44-46
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構成データの取得、複製、またはアップグ
レード, 111

削除, 57
消去

STOP_FAILEDエラーフラグ, 68-69
スケーラブルアプリケーション
リソースグループに追加, 48-50

フェイルオーバーアプリケーション
リソースグループに追加, 46-48

プロパティの変更, 65-66
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UNMANAGED状態に移行する, 60-61
リソースタイプの削除, 54-55
論理ホスト名
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強制的に同じ場所に配置, 100-101
強制的に分離, 103-104
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現在の主ノードの切り替え, 58-59
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構成データの取得、複製、またはアップグ
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削除, 55-56
作成
スケーラブル, 40-42
フェイルオーバー, 39-40

リソースグループ (続き)
スケーラブルからノードの削除
ノード, 76-77

追加
ノード, 73-75, 74-75

ディスクデバイスグループとの関係, 18
ディスクデバイスグループとの起動の同
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委託, 104-105
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スケーラブルアプリケーション, 48-50
フェイルオーバーアプリケー
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論理ホスト名, 43-44
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Failback, 138
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Implicit_network_dependencies, 138
Maximum_primaries, 138
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Pathprefix, 139
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Resource_list, 139
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RG_dependencies, 140
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RG_mode, 141
RG_name, 142
RG_project_name, 142
RG_state, 142
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リソースグループプロパティ (続き)
RG_system, 143

リソースグループマネージャ
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有効な名前, 147-149

リソースグループ名,規則, 147
リソースタイプ
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新しいリソース, 81-83
既存のリソース, 83
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アップグレード, 33-34
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削除, 54-55
事前登録されている
アップグレード, 69-71
誤って削除した後の再登録, 71-72

登録, 31-32
プロパティの変更, 63-64

リソースタイプ登録 (RTR)ファイル, 97
リソースタイププロパティ, 119

API_version, 120
Boot, 120
Failover, 120
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Init, 121
Init_nodes, 121
Installed_nodes, 121
Is_logical_hostname, 121
Is_shared_address, 122
Monitor_check, 122
Monitor_start, 122
Monitor_stop, 122
Pkglist, 122
Postnet_stop, 122
Prenet_start, 123
Resource_type, 123
RT_basedir, 123
RT_description, 124
RT_system, 124
RT_version, 124
Single_instance, 124
Start, 124

リソースタイププロパティ (続き)
Stop, 125
Update, 125
Validate, 125
Vendor_ID, 125

リソースタイプ名
規則, 148-149
例, 148-149, 149

リソースフォルトモニター
無効化, 53
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リソースプロパティ, 126
Affinity_timeout, 126
Cheap_probe_interval, 126
Failover_mode, 127
Load_balancing_policy, 128
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Resource_state, 133
Retry_count, 133
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Status_msg, 135
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Type, 136
Type_version, 136
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Default, 144
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リソースプロパティの属性 (続き)
Enumlist, 144
Extension, 144
Max, 144
Maxlength, 144
Min, 144
Minlength, 144
Property, 144
Tunable, 144
type, 144

リソース名,規則, 147
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論理ホスト名リソース
変更, 67
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